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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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［プロローグ］　召礼祭







「ありがとうございました。また運命の交差路でお会いできますよう」

　精霊機甲を数点購入した客を見送り、まだ年若い白髪の少年───流る浪ろうの商人シトリーは一息ついた。

　今日の売上はお世辞にも良いとは言えない。しかし機甲都市を繋つなぐ街道から外れた小さな村という場所を考えれば、これ以上は高望みというものだろう。

「在庫もだいぶ少なくなったね。そろそろ仕入に行かないとダメかな」

　一部の精霊機甲は残り一つか二つしかない。日も暮れ始めたことだし、早めに店を閉めて出立しようか───そう考えていたときだった。

「あっ！　クロト、商人さん居たよ！」

「何とか夜になる前に見つけられたな。でかしたぞイリア」

　それは奇妙な二人組だった。

　親子にも兄妹きようだいにも見えない、くすんだ灰髪の少年とまだ幼い金髪の少女。どういう関係なのか邪推しそうになったが、それ以上にシトリーの興味関心を引いたのは少女が腕に抱いた人形のような少女───機甲人形オートマタの存在。

　こんな田舎の村に機甲人形オートマタを持つ人間がいるとは思えない。旅人だろうか。

「ちょっと見させてもらっていいか？」

「もちろん、どうぞ」

　片付け始めていた商品を広げ、シトリーは二人のために一歩引く。それを受けて少年と少女───柊ひいらぎ黒くろ斗ととイリアは棚に並べられた精霊機甲を手に取った。

「やっぱり発光匣ルクスは持ってたほうがいいよね？」

「ですね。夜間に移動する際は必ひつ須すですし……あと発火匣イグニースも足りませんね」

　答えるのはイリアに抱かれた人形サイズの少女───（こんな見た目でも一応）神の末席に連なる神霊フェル。理由あって小さくなっているが、元の外見は十代後半の少女だ。

「黒斗様、治癒匣ルミナのほうはあといくつありますか？」

「……二つ、ってところだな。ここ数日の特訓でだいぶ使っちまったから、ここらで補充しておかないと」

　身に纏まとう黒のコート、その内側を覗のぞき込こみながら答える黒斗。フェルが己の力を使って編み上げたそれは異空間に通じており、どんなものでも収納自在という優れもの。現在は旅の必需品や精霊機甲が収められている。

「ふーむ、最低十個は持っておきたいところですね。あまりイリアちゃんの力に頼るわけにはいきませんし」

「むー……」

　フェルの指摘に、イリアは不満そうに可愛かわいく唸うなる。

　特異点として高位の治癒術を使えるイリアからすれば、自分が役に立っていないように感じてしまうのだろう。しかし術の使用はイリアの体内にある魔神の欠片かけらを活性化させる危険があるため、なるべく控えるに越したことはない。

　黒斗はイリアの頭に手を乗せ、あやすように撫なでる。

「そんな顔するなって。あんまり使っちゃいけないのは分かってるだろ？」

「う～、でも……」

「そーです。黒斗様なんて未いまだに精霊機甲も使えないようなポンコツなんですよ？　イリアちゃんがいなかったら、私たちはまともに暮らせません」

「お前は一言余計なんだよ」

　割と傷つく一言に、軽くフェルの頭を小突く。

　───特異点。それは五百年前、ここ【濾ろ過か世界】で世界を滅ぼそうとした【魔神】、その欠片を宿した人間。災厄をもたらす存在として封印されそうになっていた彼女を助け出し、機甲都市アヴィオールから旅立ったのが二十日ほど前のこと。

　救世主になるはずだった少年───【改定者】柊黒斗は神霊フェル、特異点イリアを連れ、逃げるように各地を転々としていた。

「それで、買うのはこの三つだけで大丈夫ですか？」

「他のはまだストックがある。それに、節約しとかないと旅の資金が無くなりそうだ」

「了解です。店主さん、お待たせしてすみません。発光匣ルクスと発火匣イグニースをそれぞれ三つずつ、それと治癒匣ルミナを八つお願いできますか？」

「全部で十四点だね。少し待ってて」

　注文を受けたシトリーが荷台の中を漁あさり始めたところで、黒くろ斗とは内ポケットから財布を取り出す。その中身はこれから旅を続けていくには少々心もとない。

　イリアとフェルも脇から覗のぞき込こみ、表情を曇らせる。

「確かに、そろそろ手を打たないと本格的にまずそうですね」

「この前みたいに悪い精霊さんを退治するのは？」

「あんなのそうそうあることじゃないだろ。それにできればもっとこう、短期間でガッツリ稼げるような仕事がいい」

「また無む茶ちやなことを言いますね……」

　呆あきれるフェルだが、黒斗がそう言いたくなる気持ちは充分理解できる。

　特異点であるイリアが一ヶ所に長く留とどまると、魔獣などの良くない存在に気配を察知されてしまう。今はある方法を使って気配を遮断できるようになったが、それでも効果は数日程度しか続かない。必然、仕事はかなり限定されてしまう。

　イリアの中にある魔神の欠片かけらをどうにかするために旅立った黒斗たちだが、それどころか日々の暮らしだけで精一杯だった。

「まあどうにせよ、近いうちに大きな街に行こう。資金繰りも大事だけど、欠片の情報も集めないとな」

「……ですね。例の指輪も完成したところですし、ちょうどいいかと」

　今後の方針を固めたところで、シトリーが注文した精霊機甲を持って顔を出す。

「お待たせ。治癒匣のほうは残りの在庫分ぴったりだったよ。運が良かったね」

「そりゃどーも……イリア、これ持ってな」

　代金と引き替えに日用精霊機甲十四個を受け取り、一種類ずつイリアに渡してから残りをコートの内側に収める。ただでさえ少ない資金がさらに減ってしまったが、必要経費と思って割り切るしかない。

「必要なものはこれで全部かな？」

「ああ───っと、そうだ。ここから一番近い街って分かるか？　出来るだけ大きな街が良いんだが」

「大きな街かい？　その条件なら……東都アガスティアだね」

「アガスティア？」

「東方領の主都で、世界でも五本の指に入る大都市さ。距離はそうだね、歩いて十日ってところかな。今なら祭り──召礼祭に間に合うし、観光にはお勧めだよ」

　そう言ってシトリーが差し出してきたのは一枚のチラシ。黒斗はそれを覗き込み、そこに記されていたある一文に気付いてにやりと笑った。

「フェル、これ見てみろ」

「へえ、武道会が開かれるんですか。なになに、トーナメント形式で───」

「違う違う、その下。優勝賞金もあり、だってよ」

「……黒くろ斗と様、もしかして」

「あるじゃねえか。短期間でガッツリ稼げる方法」

　黒斗が目を付けたのは、召礼祭の目玉として三日間かけて開催される武道会。これなら一緒に祭りも楽しめるし、世界で五本の指に入るほどの大都市ならば特異点絡みの情報も手に入るだろう。まさに一石三鳥。

「訓練の成果を試すにはちょうどいい舞台だ。ついでに優勝賞金もかっさらう！」

「そんなに上う手まくいきますか？」

「でも、フェルもお祭り楽しみだよね！」

「……まあ最近は何かと忙しかったですし、息抜きは必要ですかね」

　こうして、黒斗たち一行は東方領最大の機甲都市アガスティアへ向かうことになった。

　目的は二つ。

　武道会で優勝し、賞金を手に入れること。

　そして───イリアの欠片かけらを消滅させる手がかりを得ること。





［第一章］　東都アガスティア







　五百年前、【濾ろ過か世界】には六つの大国が存在していた。

　それぞれ時代の栄華を極めた六大国。しかし魔神の出現により、その在り方は大きく変容せざるをえなくなった。

　六大国のうち、一国は魔軍の侵攻により滅亡。かろうじて残った残りの五ヶ国も戦争による疲弊に加えて特異点や魔獣の出現により、国としての体裁を保てなくなっていった。

　そこで五大国は「国」という括くくりを止やめ、それぞれ東西南北と中央に一つの巨大な都市───機甲都市を作り上げた。

　そのうちの一つが、かつての六大国の一つ「王国アガスティア」の流れを汲くむ東方領最大の都市、東都アガスティアである。

「───で、その東都で年に一度開催されるのが召礼祭。五百年前に魔神を倒し、世界を救った救世主の一人、救世主トラヴィスの召しよう喚かんを祝うお祭りってわけさ」

「ふーん……魔神を倒した日じゃなくて救世主が召喚された日を祭りにするって、少し大げさじゃねえの？」

　二頭の馬っぽい霊獣が引く荷車の操縦席。手綱を握るシトリーの隣で、イリアを膝ひざに乗せた黒くろ斗とは正直な感想を告げた。聞けば召礼祭は東方領で最大の祭りとのこと、そこまで大規模に祝うようなことだろうか。

「終戦の日はまた別に世界規模の『大祭』が開かれるよ……って、こんなことも知らないなんて、随分と田舎の村から来たんだね？」

「あー……まあな。それより、東都まで乗せてくれてありがとな。おかげで宿代も浮いて助かったよ」

　話を逸そらす意味もあって軽く頭を下げると、シトリーは小さく笑みを浮かべる。

「気にしなくていいよ。ちょうど商品の仕入に向かおうと思ってたところだったし、君たちのおかげで道中退屈せずに済んだ。商売も手伝ってもらったしね」

「世話になりっぱなしになるわけにはいかないからな。けど、その若さで行商人なんて大変だよな。見たところ、イリアとそんなに変わらないだろ？」

　妙に落ち着いた雰囲気を醸し出しているが、見た目は十代前半程度。まだ子供と評してしかるべき年齢だ。そんな年齢で世界各地を一人で行商しているというのだから、よほどの事情があるのだろう。

　しかしそれを聞いたシトリーは何が可お笑かしいのか、くすくすと笑いを零こぼす。

「……俺、何か変なこと言ったか？」

「ごめんごめん、クロトを馬鹿にしているつもりはないよ。ただ、一つ勘違いをしてるみたいだから」

「勘違いって……何をだよ」

　若干むっとしながら問い返したところで、頭の上に乗っていたフェルがぺちぺちと叩たたいてくる。

「黒斗様、黒斗様。彼、シトリーさんは精霊です。人間じゃありません」

「…………え？」

　呆あつ気けにとられた黒斗が視し線せんを戻すと、シトリーは短く肯定する。

「機甲人形オートマタの彼女の言う通り、僕は精霊だ。見た目は確かに少年かもしれないけど、これでも百年以上は生きてるよ」

「精霊？　本当に？」

「というか、気付いてなかったんですか……鈍すぎです」

　呆あきれたように告げるフェルだが、外見は普通の人間と全く同じ。人型の精霊がいるという話は聞いていたが、まさか隣にいる相手がそうだとは夢にも思わなかった。

「シトリーさん、この十日間何も食べてなかったじゃないですか。ちょっとはおかしいと思わなかったんですか？」

「いや、見てないところで食べてるのかなーと。イリアは知ってたのか？」

「最初に会ったときに気付いたよ？」

「その時に言ってくれよ……っていうか、どうして分かったんだ？」

「んと、何だかうにょーんって感じがしたから」

「う、うにょーん？」

　意味が分からず首を捻ひねっていると、シトリーが横から補足してくれる。

「たぶん、僕が無意識に放っている霊力を感じ取ったんだね。クロト、キミって精霊術使うの苦手でしょ？」

「まあ、得意ではないな」

「何さらっと嘘うそついてんですか。まったく使えないでしょーが」

　フェルが小声で突っ込んでくるが無視。

「精霊術っていうのは霊力を術者の意思で制御するもの。つまり霊力を感知することを前提としてるのさ。だから精霊術が上手な人は感覚的に人間と精霊の区別がつくんだよ。それにしても出会ってすぐ気付くなんて、その娘こ───イリアちゃんは精霊術師の素質があるみたいだね」

「へー、凄すごいなイリア」

「えへへ……」

　頭を撫なでると、イリアは嬉うれしそうに顔を綻ほころばせる。おそらく特異点ゆえの能力だが、シトリーの前でそれを言うわけにもいかない。

「……にしても、精霊が人間相手に商売してるのか」

「可お笑かしいかい？」

「精霊って霊力があれば生きていけるんだろ？　別に金を稼ぐ必要ないんじゃないのか？」

「確かに一生住処すみかから出ない精霊も多いし、僕みたいに人間社会の中で暮らしている精霊は珍しいだろうね」

　精霊は己の霊力を全すべて失ったとき、この世から消滅してしまう。つまり精霊にとっての霊力とは、人間にとっての栄養であり酸素に他ならない。その消費を抑えて生き続けるには極論、充分な霊力を得られる場所から動かなければいい。

「せっかく自我と肉体を得たんだ。霊力を失ってでも色んな場所を巡って楽しみたいのさ。……まあ、こんなだから他の精霊に異端扱いされるんだけどね」

　そう言って、シトリーは微かすかに笑う。

　感情の揺らぎが見えない透明な笑み。あまりに人間味のない表情に、黒くろ斗とが「精霊ってこんなもんなのか」と思った直後、遠くに大きな街並みが見えてきた。

「おっと、ようやく着いたね。あれが東都アガスティア。世界に十ヶ所しかない《大霊源地グラン・ウルズ》の上に立つ機甲都市さ」

　濾ろ過か世界には霊力が噴き出る特定の場所、《霊源地ウルズ》が存在する。

　精霊たちの住処や機甲都市の動力源となっているそれらの中でも、一際霊力噴出量の多い十ヶ所は《大霊源地》と呼ばれ、各領主や強力な精霊によって管理されているとか。

　大きな門を通って街の中に入ると、予想通り召礼祭前日の東都アガスティアは人で溢あふれかえっていた。

　見渡す限り人、人、人。アヴィオールの倍はありそうな大通りは人の波で埋め尽くされ、真まっ直すぐ進むことさえ難しいように思えた。

「わー……凄すごいねー……」

「こらこらイリアちゃん、離れちゃだめですよ」

「よっと……シトリー、色々とありがとな」

「さっきも言ったけど、気にしないで。僕も楽しかったから」

　大通りの入り口で荷車から降り、黒くろ斗とはシトリーに別れを告げる。荷車専用の道を使って上層に向かう彼とは、ここでお別れだ。

「祭りの間はこの街にいるから、何か入用だったら声をかけて。知り合いってことでいくらか割引させてもらうよ。それじゃ、運命の交差路でまた会おう」

　そう言って、シトリーの操る荷車は霊獣に引かれて走り去っていった。黒斗は座りっぱなしで凝り固まった身体からだを解ほぐすように大きく伸びをすると、改めて街並みを見渡す。

　東方領最大の都市というだけあって、その大きさはアヴィオールを優に超えている。中でも特徴的なのは、街が横ではなく山の斜面に沿って縦に広がっていること。そしてその一番上、街の頂上にそびえ立つのは、かつての王国アガスティアの白き王城。

「相変わらず綺き麗れいな城ですね。五百年前からほとんど変わってません」

「来たことあるのか？」

「皇国アガスティアのときに一度だけ。街のほうは随分様変わりしちゃってますけど」

　機甲都市というだけあって、街中には多種多様な精霊機甲が溢あふれている。が、アヴィオールほどは機甲化が進んでいないのか。街路樹などの自然も残され、異世界と聞いて想像する「中世ファンタジー」に近い雰囲気が漂ただよっている。

「ねえクロト、これからどうするの？」

「まずは武道会の出場手続き、その後に宿を確保。街を回るのはそれからだな。フェル、イリアのこと頼んだぞ。万が一にも《オファニム》に見つかるわけにはいかない」

「分かってますよ。ここに居る間は、なるべくイリアちゃんと一緒にいます」

　そう言って、フェルは目をきらきらさせて街を見回すイリアの元に飛んでいく。

　天霊兵装レガリア《オファニム》───フェルの姉に当たる《蒼あおの神霊》ラヴィが造り上げた、特異点を感知・封印するための神器。この街の何ど処こかにあるそれに見つかれば、たちまち領護軍の最高戦力・騎士隊エインヘルがイリアを捕えに来るだろう。それだけは何としても避けなければならない。

　一応、感知されない対策はしてある。が、念には念を入れてイリアとフェルを一緒に行動させる──フェルと相談して決めていたことだ。

「ねえクロトクロト！　あっちに面白そうな店があったよ！　行こ！」

「宿を見つけた後でな。ほら、危ないから手つなぐぞ」

　久しぶりの機甲都市ではしゃぐイリアを諌いさめ、黒斗は彼女の手を握って人で溢れかえる大通りを進み始めた。

　───そして、数時間後。

「すみません。どの部屋も満室で───」

「だあああああああああああああ！　またかよおおおおおおおおおおお！」

　何度も聞いた断り文句に、黒くろ斗とは叫び声を上げて受付に突っ伏した。

　宿屋の主人が申し訳なさそうに奥へと引っ込むのと入れ替わりに、後ろで待っていたイリアが駆け寄ってくる。

「クロト、またダメだったの？」

「これで二十軒目ですよね。もうこの辺りの宿屋は全部回っちゃいましたよ」

　考えが甘かった。

　東方領最大の都市というだけあって宿泊施設自体は街のあちこちにあった。しかしそれ以上に召礼祭目当ての観光客が多く、宿屋は何ど処こも満室。その結果、もう夕方だというのに未いまだ本日の宿を見つけられずにいた。

　さらに不幸なことに、誤算はもう一つあって───。

「にしても、まさか予選なんてものがあったとは……」

「昨日の予選大会を勝ち抜いた者しか明日からの本戦には出られない、でしたね。貴族の推すい薦せんでもあれば話は別みたいですけど……」

「そんな当てあるかよ」

　そう、この街に来た目的の一つである武道会。その出場が叶かなわず、優勝して賞金を手に入れるという目もく論ろ見みが潰ついえてしまったのだ。

　まだ最低限の資金は残っているとはいえ、旅立つには心もとない。何とかして代わりの資金調達法を考える必要があった。

　肩を落として外に出ると、駅から出てきた人の大群が三人を出迎える。

　黒斗が生きていた現代日本と違って精霊術で動く列車。風をかき分けるように駆ける鋼鉄の塊を横目に、黒斗は駅前広場の一角に置かれたベンチにイリアを座らせる。

「クロト？」

「ずっと歩きっぱなしで疲れたろ。ちょっと辺りを見てくるから、少し休んでな」

　二十年近く封印されていたイリアの身体からだはお世辞にも丈夫とは言えない。よく見れば呼吸も少し荒いし、足も小刻みに震えている。

「ついでに何か冷たい飲み物でも買ってくるよ。そういうわけでフェル、少しの間イリアのこと頼んだ」

「分かりました。アヴィオールのときみたいに迷子にならないでくださいね」

「そう何度も迷ってたまるか」

　軽口に軽口で返し、黒斗は一人駅前通りへと歩き出した。

　さすが東方領最大の都市の玄関口というべきか、その混雑は尋常ではない。ただでさえ通行人が多いと言うのに明日の祭りに備えた屋台の数々が道を狭め、さながら濃霧の中のように全く前が見えなかった。

「こりゃ歩き回るだけで一苦労だな。早いとこ済ませるか」

　あまり離れすぎると本気で帰り道が分からなくなる。

　ひとまず目に入った宿で空き部屋の状況を聞いてみたが、答えは予想通り「満室」。

　親切な主人がわざわざ遠話匣アネモスで知り合いの宿屋に連絡を取ってくれたが、答えは全すべて同じだった。

「この時期に空き部屋を見つけるのは難しいと思います、か。どうしたもんか……」

　野宿の経験は何度かあるが、折せつ角かく大きな街にいるのだ。自分はともかくイリアは温かいベッドで寝かせてあげたい。

（……上層に行ってみるか？　いや、でもそんな金は……）

　王城に近い高級宿なら空きがある可能性は十分考えられるが、確実な収入源が見つかっていない以上は資金的に厳しい。こうなってくるとなおさら武道会の件が悔やまれる。

　とりあえず戻ってフェルと相談しよう───そう思って再び人の流れに身を任せた直後、突然目の前に人影が現れた。

「え!?　ちょっと待っ───」

「きゃ……っ」

　視界の端で輝くような銀色が流れる。

　流れを逆行するような予想外の挙動に避よけきれず正面からぶつかり、軽い衝撃と共に可愛かわいらしい悲鳴が響く。

「っと、大丈夫───」

　踏みとどまった黒くろ斗とは視し線せんを下げ───言葉を失った。

　道路にへたり込んでいたのは、溜ため息いきが出るほど美しい少女。

　真っ白な娘こだ───ただ漠然とそう思った。

　歳としは十代後半といったところだろうか。流麗な銀色の髪は二房に分けられ、道路の上で緩やかな弧を描いている。

　白雪のような透明な肌を覆うのは仕立ての良い純白の衣装。

　銀と白───目を奪う輝きが織りなすコントラスト。

「………………」

　触れるのを躊躇ためらうほどの美しさに、黒斗は我も忘れて見入ってしまう。

　少女も動かない。ぶつかったことに驚いているのか、しりもちをついたまま呆ぼう然ぜんと目を見開いている。

「っと。悪い、怪け我がないか？」

　たっぷり数秒固まって、慌てて手を差し出す。

　周りを取り巻く通行人は座り込む少女には見向きもせず、何事もなかったかのように歩き続けている。まるで少女のことなど見えていないかのように。

「えーっと……大丈夫か？」

「……あ、はい」

　もしかして何ど処こか打ったのかと心配になってきたところで、ようやく少女が反応した。

「良かった。具合でも悪いのかと思ったよ」

「申し訳ありません。少し驚いてしまって……」

　鈴のように涼やかな声で答え、黒くろ斗との手を取る少女。

　指先が触れた瞬間に少し不審そうに眉まゆをひそめるも、すぐにたおやかな笑みを浮かべて立ち上がる。

「ありがとうございます。助かりました」

「ぶつかって悪かったな」

「いえ、前を見ていなかったこちらの不注意です。申し訳ありませんでした」

　見み惚とれるほど綺き麗れいな所作で謝罪される。動きの一つ一つが洗練された優雅なたち振る舞いや漂ただよう気品といい、どこか良家のお嬢様だろうか。

「何かお詫わびがしたいのですが……お名前を伺ってもよろしいですか？」

「ひいら───じゃなくて、黒斗だ。別にお詫びなんていらないよ。特に怪け我がしたわけでもないしな」

　不注意で「柊ひいらぎ黒斗」と名乗りそうになって咄とつ嗟さに言い換える。

　誤ご魔ま化かされたように感じたのか、軽く首をかしげる少女。不審がられる前に立ち去ろうとする黒斗だが、その際にポケットに入れていた武道会のチラシを落としてしまう。

　ちょうど足元に落ちたそれを、少女の綺麗な指先が摘つまみ上げる。

「悪い。ありがとな」












「どういたしまして。こちらに出場されるのですか？」

　チラシを差し出しながら問いかけてくる少女。

　無む垢くな問いかけに若干気落ちしながらも、黒くろ斗とは素直に答える。

「いや、そのつもりだったけど予選があることを知らなくてな……そうだ。ついでにちょっと聞きたいことがあるんだけど、この近くの宿に心当たりはないか？」

「なるほど、旅の方でしたか。宿ですか……あまり詳しくは存じ上げませんが、この時期は数ヶ月前から予約で満室と聞いたことがあります。今から探すとなると……」

「そっか……ま、そうだよな」

「お力になれず申し訳ありません。代わりといっては何ですが、こちらをどうぞ」

　改めて「泊まる場所がない」と突きつけられて落ち込む黒斗に少女が差し出してきたのは紙製の容器に入った色鮮やかな球体。どことなく飴あめ玉だまに似ているが、もっと柔らかくて弾力があるように見える。

「何だこれ？　グミ？」

「先ほど近くで購入したものです。その『ぐみ』というものは存じ上げませんが精霊術で果実水を固形化したもので、良く冷えていて美お味いしいですよ」

「へえ。精霊術を使ったお菓子か」

　試しに紫色のものを食べてみると噛かんだ瞬間に口の中で解け、葡ぶ萄どうのような甘酸っぱい味が広がる。食べる飲み物───そんな奇妙な表現がぴったり合う代物。

「よろしければ、お連れの方に差し上げてください。それではまた近いうちにお会いしましょう、クロトさん」

「あ、ちょっと待て。まだそっちの名前を───」

　それだけ告げて少女は人ひと混ごみの中に消えていく。この混雑の中でもう一度彼女を見つけるのはさすがに不可能だろう。仕方なくイリアたちの元に戻ろうと踵きびすを返したところで、ふと彼女の言葉に違和感を覚えた。

「……俺、連れがいるなんて言ったか？」

　振ふり返かえるも、すでに少女の姿は見えない。

　わずかな引っ掛かりを残しつつ、黒斗は今度こそ駅前広場に戻っていった。





　　　　◆　◆　◆






「♪～……♪～……」

　人の流れに逆らいながら、白い少女は穏やかなメロディを口ずさむ。

　まともに歩くのも難しいほどの混雑。しかし人々はまるで少女の纏まとう不可視の何かに押しのけられるように道を譲っていく。

「ふふっ……クロトさん、ですか。あそこまで『読めない』方は初めてでしたね。どうやら〈天元盾アイギス〉も効いていないようですし、いったい何者なのでしょうか」

　歌うように呟つぶやき、少女は左手に付けた金色の腕輪に軽く触れる。

　道を歩けば十人が十人目を奪われるであろう美少女。しかし、道行く人々は誰も彼女がそこにいることに気付かない、否いな、気付くことができない。

「さぁて、これからどう動きましょうか。ひとまずは武道会の受付ですね……ふふっ」

　綺き麗れい過ぎる透明な笑みを零こぼして、少女は雑踏の中へ消えていった。





　　　　◆　◆　◆






　黒くろ斗とが駅前広場に戻ると、人の数はさらに増えていた。

　ベンチに座るイリアの元に辿たどりつくと同時に列車が到着、乗客が次々と駅前広場へと流れ込んでくる。

「お帰りなさい、黒斗様」

「ただいま。イリア、良いもの持ってきたぞ。精霊術で作ったお菓子だとさ」

　少女からもらった飴あめ玉だまもどきを渡すと最初は不思議そうに色とりどりの球体を眺めていたイリアだが、やがて恐る恐る口の中に入れて顔を綻ほころばせる。

「……冷たくて美お味いしい」

「そっか。……フェル、何軒か聞いてみたけど、この時期は何ど処こも満室だそうだ」

「そうですか。お祭りだから仕方ないとはいえ、困りましたね」

　変わった食感が気にいって嬉うれしそうに食べ進めていくイリアを横目に、黒斗はフェルと悩ましげに顔を突き合わせる。とはいえ、もう選択肢は一つしかない。

「……街の外に出て野宿ですか？」

「そうなっちまうかもな。でも───」

「わたしは大丈夫だよ、クロト」

　視し線せんに気付いたのか、イリアはまっすぐこちらを見つめてくる。

「長くても数日でしょ？　それくらいなら平気だってば」

　召礼祭の開催期間は三日。確かに滞在するにしてもその間だけだろう。

　黒斗が何と言おうか迷っていると、飴玉もどきを食べ終えたイリアはベンチから降りて歩き始めてしまう。そこに、駅構内から出てきた人の波がなだれ込んできた。

「わ、わわっ!?」

　あっさりと乗客の群れに攫さらわれ、あわあわと慌てるイリア。

　どことなく微笑ほほえましい光景に黒斗が割って入ろうとしたところで、横から伸びてきた手がイリアを救い上げた。

「こら、女の子が一人でこんなところにいちゃダメでしょ。早く帰りなさ……」

　注意の言葉は不自然に途切れる。

　聞き覚えのあるその声、そして特徴的な燃えるような赤毛に、駆け寄ろうとした黒斗も思わず足を止め───。

「……クー？」

「クロ、ト？　それにイリアも……」

　動きやすい制服のような出いで立たちに、凛りんとした佇たたずまい。

　腰に構えた大小二振りの精霊剣。

　一ヶ月ぶりに会う元アヴィオール騎士見習い、クーレルカがそこにいた。

「………………」

　予期せぬ再会に言葉が出てこない。

　遠く離れたアヴィオールに居るはずの彼女が何な故ぜアガスティアここにいるのか。クーも混乱しているのか、こちらを見つめたまま微動だにしない。

「えっと……久しぶりだな、クー」

「───っ。アンタ、こっち来なさい！　イリアも！」

「え、え？　クー、どうしたの？」

　軽く手を上げて声をかけた直後、その手を掴つかまれて人目につかない路地裏へと引きずり込まれる。そしてようやく手を離したかと思うと、鋭い目で睨にらみつけてきた。

「……あれ、何この雰囲気？　俺なんかした？」

「強いて言うならここにいること、それ自体が問題ね」

　そう言って、クーレルカは大きな溜ため息いきをついた。

「自分たちが何をして、何を引き寄せることになるのか……分かってないわけじゃないでしょう？　一ヶ月前のことを忘れたとは言わせないわよ」

「……一ヶ月前、か。忘れるわけないだろ」

　責めるような目を向けてくるクー。彼女の言葉は紛まぎれもない真実だ。

　一ヶ月前、黒くろ斗とたち一行がいた機甲都市アヴィオールは災厄に見舞われた。特異点であるイリアの気配に惹ひかれてやってきた魔獣の襲来。加えてその後に起こったイリア救出の戦いもあって、アヴィオールは壊滅状態に陥った。

　何とかイリアも救い出し魔獣も撃退したが、魔神の欠片かけらと融合した魔獣はイリアの気配を辿たどって何ど処こまでも追ってくる。事実、一ヶ月間の旅では危うい場面もあった。特異点イリアを街中に入れるというのは、魔獣の存在を引き寄せるのと同義なのだ。

　加えて機甲都市であるこの街には特異点の気配を察知する神造の水晶体・天霊兵装レガリア《オファニム》がある。彼女が声を荒げるのも当然だろう。

　だが、黒斗たちにも引くに引けない事情があった。

「お前の言いたいことも分かるけど、いつまでも逃げ続けるわけにはいかねえんだよ。今は何とかなってるけど、いつ逃げることもできない強力な魔獣に捕ほ捉そくされるか分かったもんじゃない。早くイリアのことを何とかしないと……」

「だから、危険を承知でこの街に来たっていうの？」

「情報を得るなら避けては通れないだろ。ちょうど旅の資金も尽きかけてたし、諸もろ々もろの物資調達も兼ねてな。それに、魔獣と天霊兵装への対策はちゃんとしてある。ほれ」

「……何それ、指輪？」

　黒くろ斗とが指差す先、イリアの右手薬指にはフェルの髪と同じ桜色の指輪がはめられている。普通の金属でないことは明白で、絶えずほのかな光を放っている。

「私の力を削って作り上げたこの指輪で欠片かけらの気配を抑え込んでいます。これで魔獣を含めた他の欠片に感知されたり、《オファニム》に見つかる心配もありません。まあ、数日しかもたないんですけどね」

「数日って……本当に大丈夫なの？」

「効果は実じつ証しよう済みだ。それにいるのは祭りの間だけ、用が終わったらすぐに旅立つよ」

　指輪一つで気配を抑え込めるなど、普通なら到底信じられる話ではない。だがクーは黒斗による天霊兵装レガリアの破壊を筆頭に、様々な「奇き蹟せき」を見ている。黒斗とフェルが普通の人間でないことはすでに分かっているだろう。

「まあ、大丈夫ならアタシがどうこう言うことじゃないわ。でも覚えておきなさい。万が一があったとき、犠ぎ牲せいになるのはイリアだけじゃないのよ」

「分かってる。そういうお前はどうしてここに？　召礼祭目当てか？」

「半分当たりで半分外れ。毎年祭りのついでに里帰りしてるの。去年は騎士隊エインヘルの仕事が忙しくて来れなかったけど、今は無職で暇だからね」

「里帰りということは、こちらの生まれなんですか？」

「ええ。父さんがアヴィオールの騎士隊長になったから引っ越したのよ」

　クーの父・スレイはアヴィオール騎士隊長を務める豪傑。クーを上回る凄すさまじい力量を持ち、一ヶ月前に黒斗と死闘を繰り広げた。

　と、不意にイリアがクーの前に出る。

「ねえクー……アヴィオール、あれからどうなったの？　ちゃんと元通りになった？」

　沈痛な面持ちで尋たずねるイリア。自分のせいで甚大な被害を受けてしまったアヴィオールの状況が気になるのだろう。そんな彼女を見て、クーは包み隠さず正直に答える。

「……正直、復興はあまり進んでないわ。幼竜ミーミルの被害だけならともかく、霊力を供給してた《オファニム》が壊れちゃったから大型の精霊機甲を導入できないのよ。元通りになるには、まだまだ時間がかかると思う」

「そっか……」

　ぎゅっと拳こぶしを握って顔を伏せるイリア。黒斗はそんな彼女の頭を優しく撫なでる。

「イリア一人の責任じゃないだろ。俺やクーも同罪だ」

「ま、少なくとも《オファニム》に関してはアタシと黒斗の共犯ね」

「ちょっとクーさん、私のこと忘れてません？」

「あら。いたのね、ちびっこ。小さすぎて見えなかったわ」

「前から思ってましたけど、クーさん私への態度きつくないですか!?　あと『ちびっこ』はやめてください！」

　わざとらしく軽口を叩たたき合あう二人に釣られて、イリアに笑顔が戻ってくる。

　気が付けば日は沈み、空は薄墨色に染まり始めていた。

「っと、悪いクー。俺たち急いでるんだ。また今度ゆっくり話そうぜ」

「何か用事でもあるの？」

「いや実は泊まるところがなくてな。ひとまず野宿の準備でもしようかなーと」

「あっきれた。予約してなかったの？　行き当たりばったりすぎるでしょ」

　心底呆あきれた声で言い放つクー。その通り過ぎて返す言葉もない。

　クーは夜に染まりかけた空、そして疲れを残した様子のイリアを順に見つめ───やがて小さく溜ため息いきをついた。

「はぁ……仕方ないわね。アタシと一緒のところで良かったら部屋くらいは用意してあげられるわよ。来る？」

「え……？　そりゃありがたいけど……いいのか？」

「言っとくけど、同じ部屋って意味じゃないからね」

　思考を先回りするようにピシャリと言い切られる。

「昔からの友達がこの街にいて、毎年その家で厄介になってるのよ。確か空き部屋があったと思うから、そこにアンタたちを泊めてもらえるように頼んでみるわ」

「見ず知らずの俺たちをか？」

「以前にアンタたちのことは軽く話したから何も知らないってわけでもないし、アタシが言えば大丈夫だと思うわ。それで、どうする？」

　思いがけない提案に顔を見合わせる黒くろ斗とたち。だが答えは決まっていた。

「それじゃ……手間かけて悪いけど、頼むわ」

「お願いします！」

「決まりね。そうとなったら早く行きましょう。日が暮れると冷えてくるわよ」

　そう言うなり、クーは素早く踵きびすを返して大通りへと向かう。しかし路地裏から出るところで思い出したように立ち止まり───。

「忘れてた。また会えて嬉うれしいわ、クロト。……元気そうで良かった」

　そう言ってはにかむクーは、思わず見み惚とれてしまうほど可愛かわいらしかった。




　中層に位置する駅前広場から上へ上へと登っていくと、やがて一行は上品な邸宅が立ち並ぶ上層に差し掛かった。どれも個人の住宅としては上等な建物ばかりで街の頂上に位置する王城も近く、住んでいる人たちの身分の高さが窺うかがえる。

「この辺りって高級住宅街ですよね？　クーさんのお友達は随分と良い場所にお住まいなんですね」

「まあ一応貴族だからね。名前はフランシスカ＝エルフリーデ。アタシと同い年の女の子で、北方領の名門エルフリーデの息女。といっても、当の本人は微み塵じんも貴族っぽくないんだけど───っと、着いたわ」

「え……？　ここ、ですか？」

　思わずといった様子で口走るフェル。

　それもそのはず。そこに立っていたのは高級住宅街の中で異彩を放つ、鈍にび色いろの金属で固められた無骨すぎる建物。何かの店舗のようで、入り口に小さな看板が立てられている。

「工房アトリエクラリス……？」

「フラン───さっき話した私の友達は機甲技師なの。趣味と実益を兼ねてここで精霊機甲を作ってるわ。アタシの精霊剣や反発足甲エアレイドを作ったのも彼女よ」

　そう言ってクーは腰に構えた二振りの精霊剣───風剣《ルドラ》と炎剣《アグニ》、そして足に履いたブーツ型の精霊機甲・反発足甲エアレイドをかちゃりと揺らす。

　旋風を巻き起こす《ルドラ》に、目に見えない霊力を燃やす《アグニ》。

　加えて踏んだ空間を反発して空を駆けることもできる反発足甲───どれも強力な精霊機甲だ。旅の間に色々な精霊機甲を見てきたが、スレイの持っていた《ニーズヘッグ》を除けば文句なしでトップクラスの性能だろう。それだけに、それらを造ったフランシスカという少女の技術力の高さが窺うかがえる。

「明かり、消えてますね……営業してないんでしょうか？」

「ここは完全受注生産だからね。どうせ作業に没頭してるだろうから……フランー、いるー？　アタシよーっ」

　あっさりと中に入ったクーに続き、黒くろ斗とたちも工房クラリスに足を踏み入れる。

　工房というだけあって、作業場と思われる場所には加工整形するための機器、作りかけの精霊機甲などが転がっていた。その中にほのかな光を放つ水晶を見つけて手に取る。

「これ……何となく《オファニム》に似てるな」

「霊光晶エーテルですね。霊力を溜ため込こむ性質を持った霊的鉱物の一つです。ここにあるということは精霊機甲の材料の一つなのでしょう」

　色は深い蒼あおではなく、透き通るような透明。

　暗い室内で一際目立っている水晶を興味深そうに眺めていると、工房の奥から妙に小さな物体が飛んできた。

「お待たせいたしました！　工房アトリエクラリスへようこそ───って、おおっ！　クー様ではありませんか！　お久しぶりでございます！」

「久しぶり、エレ。元気そうね」

　三人の前に現れたのは、片手で掴つかめる程度の大きさしかない小さな少女。

　蒼みがかった長い黒髪に、何ど処こか和風じみた雰囲気の衣装。背中には羽がついており、まさに妖よう精せいという表現がぴったり会う風ふう貌ぼう。

「機甲人形オートマタ……か？」

「はいっ！　フラン様によって作られた妖精モルガナ型機甲人形オートマタ、エレーネと申します！　気軽に『エレ』とお呼びくださいませ！　……はて、貴方あなたがたはどちら様でしょうか？」

　元気いっぱいに名乗る機甲人形エレーネ。

　機甲人形───疑似人格を植え付けられた自立行動型精霊機甲の一種。今のフェルの姿に似ていると以前から聞いていたが、これは確かにそっくりだ。

「エレ。こいつらのことも説明したいから、フランを呼んでもらえる？　出てこないってことはどーせ寝てるんでしょ？　叩たたき起おこしてきなさい」

「承知いたしました！　二十秒お待ちを！　───こらぁ、御主人様！　クー様がお見えになりましたよ、チャキチャキ起きやがれですぅ！」

　ビシッと敬礼し、奥へ飛び去っていくエレーネ。その直後、ズドンと妙に物々しい音が聞こえてきた。

「……中々個性的な人格のようですね」

「エレはフランの身の回りの世話を一人でやってるの。アレでも有能よ」

　どたばたと何か物を引ひっ掻かき回まわすような音が響く。

　そしてきっかり二十秒後、エレーネに連れられて一人の少女が現れた。

「ほら、しっかりしてください御主人様。ふらふらしてますですよ」

「……ん～」

　彼女───フランは、黒くろ斗とが思い描いていた「技師」とは正反対の容姿をしていた。

　外見は完全に年下。

　クーと同い年という話だったが、それにしては小さすぎる。背なんてイリアと同じくらいではなかろうか。加えてふんわりとしたクリーム色の髪がただでさえ幼い容よう貌ぼうをより強調している。イリアと同年齢と言われても違和感はない。

　だが黒斗が一番驚いたのはそこではなく───。

「胸、凄すごくおっきい……」

　イリアが思わず呟つぶやくほど、フランの胸は大きかった。

　ゆったりした服を着ているにもかかわらず、二つの双丘は布地を大きく盛り上げてその存在を主張している。背が小さいこともあって、異様なまでに目を惹ひいていた。

「どーなってんだあれ───って痛ぁ!?」

　不意に右手の甲に鋭い痛みが奔はしる。

　見ればイリアが不機嫌そうに頬ほおを膨らませて、手の皮を抓つねっていた。

「……クロト、じーっと見過ぎ」

「まあ気持ちは分かるけどね……おはようフラン、二年ぶりね」

　クーが声をかけると、フランは緩かん慢まんな動作で片手を上げ───。

「……やほー」

　もの凄く軽い挨あい拶さつだった。

　そしてトコトコとこちらに歩き寄ってくると、ぎゅっとクーの腰に抱きつく。

「……クー、おひさ」

「去年は来れなくて悪かったわね。元気にしてた？」

「……だいじょぶ。エレが……いたから」

　姉に甘える妹のような構図。もっとも、極一部に関しては大小関係が逆転しているが。












　と、寝ね惚ぼけたような瞳ひとみが黒くろ斗とたちを捉とらえる。

「……だれ？」

「そーですそーです、そろそろ聞かせてくださいな。……はっ！　もしかしてクー様の良い人だったりしちゃったり!?」

「そんなんじゃないって。ほら、前に遠話匣アネモスで話したことあるでしょ。少しの間うちに居い候そうろうしてたクロトよ」

「……クロト？」

「それって、あのクロト様ですか？　幼い女の子を半裸にしたという……」

「ちょっと待てぇ！　なんだその偏った人物像!?」

　性根とか色々疑われそうな情報に堪たまらず言葉を荒げる黒斗。しかし犯人であるクーは涼しげな顔で肩をすくめるだけ。

「なによ、間違ってはいないでしょう？」

「そういう問題じゃねえ！　もっと他にあるだろ！」

「別にそれだけ選んで伝えたわけじゃないわよ。選別したのはエレよ」

「……あれ？　クー様、さりげなくエレに責任を押し付けてません？」

「とにかく、ちゃんと事情があったことを───うおっ!?」

　黒斗が何とか誤解を解こうとしたときだった。

　いきなり襟首を引っ張られて強引にしゃがみこまされると、フランが至近距離から顔を覗のぞき込こんでくる。

「えーっと……何かな？」

「あなたが……クロト……？　クーの言ってた……」

「アイツがどう言ったかは知らないが、一応そのクロトのはずだ」

「……そう」

　それだけ言って離れていくフラン。

　謎なぞすぎる行動に黒くろ斗とは首をかしげるしかなく、見かねたエレーネが話を先に進める。

「それでクー様、そのクロト様がどうしてこちらにいらっしゃるのですか？」

「ああ、そうだった。実はコイツに空き部屋を一つ貸してあげてほしいの」

　クーは二人に黒斗たちの事情を簡潔に説明する。

　それに対するフランの反応は、実に淡たん泊ぱくだった。

「……いい、よ。二階の、角部屋……空いてる」

「ありがと。泊めてくれるって。良かったわね」

「確かにありがたいけど……そんな簡単に決めていいのか？」

　あまりにすんなり行きすぎて逆に不安になる。しかしフランは小さく首を振る。

「……クーの頼み、だから。しばらく使ってないけど……それでいい……？」

「部屋が汚いってことか？　最低限横になれる場所があればいいよ」

「分かった……エレ。掃除、お願い……」

「承知いたしました！　三十秒以内に終わらせてくるのです！」

　微かすかな光を滲にじませて二階へと飛び去っていくエレーネ。

　その姿が消えてガタガタと激しい物音が響き始めると、クーは大きく伸びをする。

「さてと……アタシの部屋はいつも通りよね？　今日はもう休ませてもらうわ。イリアも疲れたでしょ、早いところ寝ちゃいなさい」

「うん。行こ、クロト」

　イリアは黒斗の袖そでを掴つかんで一緒に行こうとする。が、そこでクーが待ったをかけた。

「ちょっと待ちなさい。アンタたち、一緒に寝るつもりなの？」

「うん。いつもそうだよ？」

「いつも……？」

　ぎろりと鋭い視し線せんで射抜かれ、黒斗は慌てて弁べん明めいする。

「金もないのに二部屋とるわけにもいかないだろ。それで宿に泊まるときは仕方なく……」

「ふーん……まあいいわ。そういう理由なら今日はそうする必要はないわね。イリア、アタシと一緒に寝ましょう？」

「え……？　でも……」

　イリアは困ったように見上げてくる。だが、黒斗の答えは決まっていた。

「今日はクーのところに行きな。そっちのほうが良く休めると思う」

　いくらエレーネが掃除しているとはいえ、元々使われていなかった部屋だ。どんな不都合があるか分かったものじゃない。ならばクーの部屋のほうが休めるだろう。

　イリアは少しだけ迷うも、小さく頷うなずいてクーと一緒に階段を登っていく。

　いつもは一緒に居るフェルもなるべくイリアの側そばから離れないほうがいいため、今日は別部屋。フランもいつの間にか消えており、残された黒くろ斗とは二階の角部屋へ。するとちょうど掃除を終えたエレーネと入れ違いになる。

「掃除、終わりましたよ！　普通に過ごせる程度にはしておきましたです！」

「ありがとう。仕事が早いな」

「いえいえ、何かありましたら明日にでも言ってくださいな！　ではでは～」

　宣言通り、部屋は綺き麗れいに片付けられていた。

　短い時間にもかかわらず埃ほこりや汚れは一切見当たらず、ベッドメイキングまで完かん璧ぺき。

「……あいつ、加速装置でもついてんのか？」

　真面目まじめにそんなことを考えながら上着を脱いでベッドに寝転がると、すぐに睡魔が襲ってくる。久々の街ということで柄にもなく疲れていたらしい。

（……そういえば、一人で寝るのなんて久しぶりだな）

　フェルと出会うまでは孤独が当たり前だったのに、いつの間にか彼女たちと一緒にいるのが当たり前になってしまった。一人であることに違和感を感じてしまうほどに。

　寂しさを飲み込み、静かに目を閉じる。

　意識はすぐに闇やみの中へと溶けていった。





　　　　◆　◆　◆






　一夜明けて、召礼祭一日目の朝。

　早くに目が覚めた黒斗が一階に下りると、表の作業場のほうからカンッ、カンッと何かを叩たたく音が聞こえてきた。見ればフランが昨夜見た透明な水晶をハンマーで少しずつ削るように砕いている。

　興味を引かれて観察していると、こちらに気付いたエレーネがふよふよと漂ただよってきた。

「クロト様、おはようございます！　昨夜は良く眠れましたでしょうか？」

「おかげさまでな。仕事中か？」

「御主人様のお手伝いなのです！　今は霊光晶エーテルの加工作業中です！」

　用意された霊光晶は数十個。良く見れば一つ一つ色合いが微妙に異なり、同じ結晶内でもところどころ透き通り度合が違う。

「これが精霊機甲の材料になるのか。やっぱり質の違いとかあるのか？」

「もちろんなのです！　透明度に違いがあるのはお気付きになりましたですか？」

「ああ、ところどころ曇ってる部分があるな」

「曇りは不純物が混じっている証あかしです。霊光晶エーテルは一つ一つ霊力の最大出力と限界貯蔵量が異なりまして、少しでも不純物が混ざっていると性能が低下してしまうのです。なので現在御主人様はその部分だけを見極めて削っている、というわけです」

　世間一般的な精霊機甲、いわゆる匣はこ型がたの場合はそんな面倒な加工は必要ない。

　だが刹せつ那なの違いが大きな揺れ幅となる武装型のものは訳が違う。精霊機甲を主兵装とする場合、その差は霊光晶エーテルの出来によって左右されると言っても過言ではない。

「ちなみにこの霊光晶は低品質で、透明度の違いが分かりやすくなっています。けど御主人様が加工している高品質のものは質の悪い部分の見分けが全くつきません」

「じゃあ、どうやって見極めるんだ？　まさか適当ってわけじゃないだろ」

「御主人様いわく『勘』だそうで。生まれつき霊力との感応性が高く、感覚的に霊光晶の良よし悪あしが分かるのは一流の機甲技師には必要不可欠な才能で───むぎゅっ」

「……エレ。喋しやべり……すぎ……」

　気付けば作業していたはずのフランがすぐ隣にいて、エレーネの口を塞ふさいでいた。何ど処ことなく恥ずかしがっているように見えなくもない。

「……おはー」

「あ、ああ。おはようフラン。もしかして仕事の邪魔しちゃったか？」

「だいじょぶ……ちょうど、終わったとこ……」

「なら良かった。朝早くから仕事してるんだな」

「……そうでも、ない。クーと、小さい娘こ……とっくに起きてる」

「げ、まじか。俺が一番最後かよ……」

　珍しく早起きしたのだが、この家の中では遅い部類に入るらしい。まあクーはアヴィオールでも日が昇る前には起きていたので、同室のイリアもそれに釣られたのだろう。

　そんなことを考えていると、図ったようにエプロン姿のクーがキッチンから現れた。その後ろにはフェルを頭に乗せたイリア（こちらもエプロン着用）もいる。

「フランー、朝御飯できたわよー……あらクロト、起きてたのね」

「クロト、おはよー」

「おはようイリア。クーの手伝いをしてたのか？」

「うん。フェルも一緒だよ」

「無た料だで泊めてもらってるわけですからね。手伝いくらいしないと罰が当たります」

　さらりと何もしていない黒くろ斗とを貶おとしめつつ、胸を張るフェル。そのちんまい身体からだじゃ大したことできないだろ、というツッコミはしないでおく。

「とにかく、二人とも冷めちゃうから早く来なさい。フランは服についた欠片かけらを落としてくること」

「えー……めんどい……」

「ダメよ。ほら、ついでに顔洗ってサッパリしてきなさい」

　億おつ劫くうそうなフランの手を取って洗面所に向かうクー。その姿はさながら親子のよう。

「……クーさんがどうして世話焼きになったのか、分かった気がします」

「……だな」

　ああやって、昔からフランの面倒を見てきたのだろう。




「……そういえば、クロトたちはこれからどうするの？　わざわざ召礼祭を狙ねらってきたんだから、何か目的があるんでしょ？」

　クーがそう尋たずねてきたのは、朝食を終えて各々まったりとしているときだった。

　黒くろ斗とは「そういえば具体的なことは何も言ってなかったな」と思い返し、自分でも改めて行動指針を考え直すことに。

「第一目標は特異点絡みの情報収集だけど、旅の資金も調達しないとな。当てにしてた武道会が駄目になった以上、他の手を考えないと……」

「武道会……ああ、選抜のことね」

「選抜？」

「俗ぞく称しようよ。五百年前、この街に召しよう喚かんされた救世主には行動を共にした二人の従士シユバリエがいたの。武道会っていうのは一年に一度、従士シユバリエの称号を与えるに相応ふさわしい術師を選ぶためのもの。だから『選抜』って呼ばれてるわ」

「救世主の相棒を決める大会ねえ……」

　思わずフェルと顔を見合わせる。

　救世主になるはずだった黒斗がその相棒を選ぶ大会に出ようとしていた───何とも奇妙な話だ。

「それにしても、駄目になったってどういうことよ？」

「実は予選があることを知らなくて……ほら、私たちがこの街に到着したのって昨日じゃないですか」

「ああ、そういうこと……つくづく無計画ねえ」

　呆あきれたような瞳ひとみで見み据すえてくるクーレルカ。

　だから、続く言葉は完全に予想外だった。

「ったく、しょうがないわねえ。フラン、ちょっとアンタの力を借りてもいい？」

「……いいよー」

「よし、決まり。それじゃ早速受付に───」

「待て待て、いきなり何の話だ？」

「今日から始まる本戦に出場できるのは予選を勝ち抜いた通常枠に加えて、貴族による推すい薦せん枠。それは知ってるかしら？」

「ああ、昨日も同じこと言われたよ。けどそんな当て───」

「この娘こ、一応貴族よ。それもかなり上の」

「……ぶい」

　クーが指差す先には無表情のままＶサインを繰り出すフランシスカ＝エルフリーデ。

　北方領の名門エルフリーデの子女。

「……ああ！　そういえばそうだった！　全然貴族らしくないから頭から抜け落ちてた！」

「……ちょっと、失礼……」

「まあそれには同感だけど、こう見えてそれなりの権力は持ってるのよ。当日って言うのはさすがに厳しいかもしれないけど、無理やり推すい薦せん枠にねじ込んでみるわ。いざとなったらアタシも口添えするし」

「〈従士シユバリエ〉の称号をお持ちのクー様の推薦でしたら、実力面での問題はなくなるのであります！」

「従士シユバリエ!?　クーが!?」

「二年前の大会でね。そんなことより、たとえ出られたとしても優勝するのはかなり難しいわよ。それでも出る？」

　こちらの反応を推し量るような視し線せん。そこに嘘うそ偽りは一切ない。

　黒くろ斗との実力はクーもよく知っている。その彼女が「難しい」というのだから、相当な強つわ者ものが参加しているのだろう。だが───。

「ああ。一ヶ月無駄に過ごしてたわけじゃないってことを見せてやるよ」

「自信ありって感じね。じゃあ手続きはこっちでやっとくわ。……あ、そうだ。お金が欲しいなら明日工房の仕事を手伝いなさいよ。試合と被かぶるから負けたらの話だけど」

「お前、俺の言葉微み塵じんも信じてないだろ!!」

　こうして、黒斗は無事に大会の出場権を得たのだった。




　大会に出るつもりなら変装くらいしなさい───そう言い出したのはクーだった。

「数万人もの観客が押し寄せる大会よ。一応お尋たずね者なんだから顔を隠す物でも探してきなさい。ついでにイリアと祭りを楽しんできたら？」

　クーの気遣いもあって、黒斗たちは召礼祭で賑にぎわう東都へ繰り出すことに。

　召礼祭一日目の街中は賑わいに満ちていた。

「わ～、わ～っ！　凄すごい凄い、お店がいっぱい！」

　様々な露店が立ち並ぶ駅前広場を前に、イリアが興奮しきった歓声を上げる。

　かくいう黒斗もフェル共々、視界を埋め尽くすほどの人々とそこから溢あふれ出でる活気に圧倒されていた。

「すげーな。何人いるんだ、これ……」

「これが召礼祭ですか。東方領最大というのも納得です」

　まるでおのぼりさんのように視線を彷徨さまよわせながら進んでいく。特にイリアはずっとはしゃぎっぱなしで、その楽しげな笑顔だけでこの街に来て良かったと思えた。

「ねえねえクロト！　あのキラキラしたの買ってもいい？」

「いいけど、あんまり無駄遣いしないようにな」

　あちこちの出店を回り、祭りを楽しむ。

　それと並行してクーに言われた変装道具を探すも、こちらは予想以上に難航していた。

「変装ですか……改めて考えると難しいですね」

「つけ髭ひげとかどうかな？　大人っぽく見えるよ！」

「定番ですね。ただ付けたまま動き回ると、ちょっと厳しいかもしれません」

　イリアも頑張って案を出してくれているが、いまいちしっくりこない。

　クーに言われた集合時間も近くなってきた。黒くろ斗とたちは選抜の舞台となる闘技場コロツセオに向かいながら目的の物を探すことに。

　その道中、黒斗は見覚えのある少女を見つけて足を止めた。

　相手───先日ぶつかった名も知らない少女も、こちらに気付いて歩み寄ってくる。

「こんにちは。またお会いしましたね、クロトさん」

「昨日はありがとな。あのお菓子、美お味いしく食べさせてもらったよ」

「それは何よりです」

　見る者を魅了する柔らかな笑みを浮かべる少女。

　と、何ど処ことなく不機嫌そうな表情でイリアがくいくいとコートの裾すそを引っ張ってきた。

「……クロト。この人、だれ？」

「昨日、偶然知り合ったんだ。名前は、えーっと……」

「そういえば、私だけ名乗っていませんでしたね。私はリーゼロッテと申します。どうぞリーゼと呼んでくださいませ」

　真っ白な少女───リーゼは確かな気品を感じさせる仕草で一礼する。

「リーゼさんですか。私はフェル、こちらはイリアちゃんです」

「……こんにちは」

「フェルさんにイリアさんですか。二人ともよろしくお願いします。ところで、クロトさんたちは観光中ですか？」

「みたいなものだ。あとはちょっとした探し物かな」

「探し物……ですか？」

「ああ。実は───」

　選抜に出場することになったが注目されるのは避けたい、と適当に濁にごした事情を話す。

　すると話を聞いたリーゼはポン、と両手を合わせる。

「それでしたら、ちょうど良い物がありますよ。少し待っていてください」

　そう言うなり、リーゼは雑踏に消える。

　宣言通りすぐ戻ってきた彼女の手には、怪しい奇術師が着けていそうな黒い仮面が乗せられていた。

「なるほど仮面ですか。でもそんなの付けて出場してもいいんですか？」

「これは《従士シユバリエ》の片割れ、『仮面の騎士』マクベスが着けていた物のレプリカです。これでしたら選抜で着けても何も言われませんし、精霊術で位置を固定できるので激しく動いても外れません」

「へー、便利な仮面だな」

　相当軽い金属が使われているのか、ほとんど重さを感じない。アイマスクのような形状だが、視界が遮さえぎられる部分も最低限に抑えられている。

「先日御迷惑をおかけしたお詫わびです。そちらは差し上げますね」

「え？　でも、これって高いんじゃないのか？」

「いえいえ、この街では当たり前に売られている子供のおもちゃですよ。なので耐久性には少々問題があるかと思いますが……」

「顔を隠せるだけで充分だって。ありがとうな、リーゼ」

　クロトさんが出場されるのであれば是ぜ非ひ観戦させていただきますね───リーゼも選抜を見るとのことで、全員一緒に闘技場コロツセオへ向かうことに。

「クロトさん。よろしければ道中、この街を御案内いたしましょうか？」

「それは助かるけど……いいのか？」

「はい♪　まず、あちらのお店ですが───」

「…………う～」

　リーゼは黒くろ斗とのすぐ隣に並び、同性でも見み惚とれるような笑顔を浮かべている。

　傍はた目めには仲睦むつまじい男女にしか見えない二人。

　イリアは少し後ろからそれを見て、不機嫌そうに小さな唸うなり声ごえを上げた。

　そんなこんなで歩き続けること数分。

　やがて前方に数万人を収容できる巨大な円形状の建物、闘技場が見えてくる。その入り口付近にはすでにクーやフランたちの姿があった。












「やっと来たわね。何とか推すい薦せん枠はもぎ取れたわよ───あら？」

　黒くろ斗とたちと一緒にいるリーゼを見て首を傾かしげるクー。その視し線せんに気付くや否いなや、リーゼは一行から離れるようにするりと退いた。

「私はここで失礼致します。クロトさん、私も微力ながら応援させていただきますので、頑張ってください」

　そう言ってあっさりと背を向けて去っていくリーゼを、クーは訝いぶかしげに見送る。

「あの娘こ、何ど処こかで見たことあるような……」

「それよりクーさん、よく推薦枠を取れましたね。朝は厳しいとか言ってましたけど」

「ん～、それが何だか気味悪いくらいあっさり承認されてね。正直、誰かが裏で手を回したんじゃないかって疑ったくらいよ。まあ、そんなわけないけどさ。クロト、アンタの出番は第七試合、相手は予選を五位で突破したやつよ」

「予選五位……それってどれくらいの強さなんだ？」

「直接見てないから何とも言えないけど、父さんを倒したアンタなら楽勝───っと、そうだ。名前は一応『クロ』で登録しておいたから」

「偽名ですか。にしてもクロって……一文字削っただけじゃないですか」

「うるさいちびっこ。じゃ、アタシたちは観客席で見てるわ。仮にもアタシの推薦で出場するんだから一回戦敗退なんて許さないからね。イリア、フラン、行きましょ」

「うん。クロト、頑張ってね」

「……がんばー」

「おう。一回戦程度、軽く突破してやるよ」

　三者三様の激励（？）を受け、黒斗はフェルを頭に乗せて舞台袖そでへと向かった。




『───さあっ、今年の選抜第一回戦も大詰め！　お次は第七試合だぁ！』

　精霊機甲で拡大された声が観客のひしめく闘技場コロツセオに響き渡る。

　召礼祭一日目に行われる一回戦も、残すところ二試合のみ。すでに本選出場者十六名のうち、六名が脱落していた。

『それでは早速選手入場！　まずは一人目、予選五位、鍛え上げた肉体で真っ向から相手を叩たたき潰つぶす拳けん闘とう士しラルガ！　今年で三度目の出場だぁ！』

　派手な紹介と共に現れたのは、二メートルはありそうな大柄の男。観客の声援に応こたえるように筋骨隆々の肉体を晒さらす男を見て、イリアが心配そうな声を上げる。

「クロトの相手、凄すごく強そう……」

「どっからどう見ても肉弾戦主体の相手ね。さーてと、一ヶ月でどれだけ変わったか見せてもらおうじゃないの」

　観客席の一番手前、最も近くで見られる特等席。そこにイリアたちの姿があった。

　少女たちが大人しく席に座っている一方、機甲人形オートマタのエレーネは手すりの上で勇ましく立ち、「頑張れクロ様」と書かれた小さな旗を振り回している。

「……エレ。そんなのいつの間に用意したの？」

「空き時間にぱぱっと作りました！　これでいっぱい応援するのですーっ！」

「相変わらず器用ね。それにしてもあの筋肉達だる磨ま、見覚えがあるような……」

「二年前……一回戦で、クーが倒した……人」

「……あー、思い出した思い出した。アタシが一撃でのしちゃったやつだ」

「えっ!?　一撃!?」

　イリアが驚くのと同時に、再び司会が声を張り上げる。

『続いて対戦相手！　推すい薦せん枠により滑り込み参戦！　初代従士シユバリエマクベスの仮面を被かぶって登場、実力未知数の覆面戦士クロオオオオーっ！』

「……誰だよ、この紹介考えたやつ」

〈覆面戦士とか強そうでいいじゃないですか〉

　胡う散さん臭くさい紹介を受け、仮面を着けた黒くろ斗とは舞台上アリーナへと進む。すでにフェルと融合して戦う準備は万全。

　戦いの舞台は至って単純シンプルな造りだった。

　障害物の類たぐいはなく周囲は水を張った深い堀で囲まれている。それ以外に特筆すべき点は何もない。

「逃げ場なしってわけか……真っ向から勝負するしかないな」

〈あ、イリアちゃんたちがいましたよ。ほら、こっちに手を振ってます〉

「クロトーっ！　頑張れーっ！」

「イリア、クロトじゃなくてクロ。間違えちゃだめよ」

「あ、そうだった……クロー、行っけー！」

　精一杯の声援を送るイリアに手を振ふり返かえし、黒斗は筋骨隆々の大男と向かい合う。

〈無駄に図ずう体たいのでかい人ですねえ。黒斗様、ルールはちゃんと頭に入ってますか？〉

「相手を気絶、もしくは戦闘不能にすれば勝ち。ただし降こう参さん、もしくは堀に落ちて水に触れた場合は失格だろ。ちゃんと覚えてるさ」

　自分にしか聞こえないフェルの問いに小声で答える。

　要は直接殴り倒すか、場外に叩たたき落おとせば勝利。

　それなりに過激な大会のようで、ちょっとやそっとの傷では試合続行となる。それが嫌ならさっさと降参しろということだろう。

『それでは一回戦第七試合、ラルガ対クロ───始めぇっ！』

「むぅんッ！」

　開始の合図と同時に、相手が岩のような拳こぶしを振り下ろす。黒斗は一歩飛びずさってそれを躱かわすと、腰を沈めて油断なく構える。

「やっぱりそういうタイプか。ま、修業の成果を見せるにはちょうどいい！」

　にやりと笑い、黒斗は両手に重力を纏まとって飛び出した。




「押されてるわね……アイツ、あんなに弱かったっけ？」

　舞台上を見降ろし、クーは不思議そうに首を傾かしげた。見み据すえる先では巨漢が金属の床を陥没させるほどの拳こぶしを放ち、灰髪の少年を少しずつ追い詰めている。

　黒くろ斗とも攻撃していないわけではない。

　しかし彼の拳は、全すべて巨漢が纏まとう不可視の鎧よろいに弾はじかれてしまう。

「……霊装使い」

「中々の硬度でありますなー。しかも常時となれば力尽くで打ち破るしかありません」

「霊装って、霊力で作った鎧のことだよね？」

「そう、攻防一体の便利な術。硬くて速くて力強いってだけで大抵は何とかなっちゃうのよ。といってもあの程度の霊装、アイツなら余裕で破壊できるはずなんだけど……」

　対戦相手の力量はいいとこ並の上。アヴィオール騎士隊エインヘル長スレイと互角に渡り合った黒斗ならば苦戦するような相手ではないはず……なのだが。

「まさか、このまま負けたりしないでしょうね……」

　クーが心配そうに呟つぶやいた直後、巨漢の右腕が黒斗を捉とらえた。

　筋力に任せた一撃を正面から受け、空中で身体からだを捻ひねって体勢を立て直す。

「痛いって……っ！　さすがに素の状態じゃきついか」

〈分かってるなら早くやりましょうよ。もう行けますよね？〉

　確信を持った問いかけに、黒斗は一瞬だけ目を閉じる。

　必要なのはイメージ。以前のように漫然と力を引き出すのではなく、必要な分だけを汲くみ上あげて己に還元させる。

「壱いつ速そく───《影かげ狼ろう》!!」

　言霊を唱え、頭の中で構築したイメージを現実に投影する。

　黒い霊装にも見える重力を全身に纏い、黒斗は一気に加速。瞬時に相手の後ろに回り込むと、無防備な脇腹に拳を叩たたき込こんだ。

「がはっ!?」

　一撃で霊装を粉砕され、男の体勢が崩れる。

　霊装を纏っていたがゆえの油断。黒斗はその隙すきを見逃さずに追撃、霊装の剥はがれた脇腹に回まわし蹴げりを繰り出す。

　蹴けり飛とばされた男は優に十メートル近く宙を舞い、アリーナの床に叩たたき落おとされた。

「うぐ……っ。が、ああああああああっ！」

「……おいおい、まだ動けんのかよ」

　生身に直接叩きこんだというのに、男は血の混じった唾つばを吐き出して立ち上がる。

　その身体から先の倍近い霊力の霊装が展開され、大気を薙なぎ払はらうような勢いと共に突進してくる。

「……弐に速そく」

　さながら重戦車のような突撃。

　黒くろ斗とは迫り来る巨漢を真正面から見み据すえ、

「───《夜や叉しや》!!」

　その顔面に先ほどの数倍強力な重じゆう力りよく拳けんを叩たたき込こんだ。

　鬼神の拳こぶしは霊装を難なく突破。突進の威力を全すべて受け切り、男をアリーナ外周の堀まで殴り飛ばした。

『勝負ありっ！　第七試合、勝者は謎なぞの覆面戦士クロォォッ！　二回戦に進出だぁ！』

　相手が水に落ちたところで、試合終了が宣言される。

　わああああーっ、と観客たちの歓声が響く中、黒斗は一息つくと重力障壁を解除。

　軽く手を上げて歓声に応こたえると、まっすぐイリアたちの待つ観客席へと向かった。




「クロト、一回戦突破おめでとう！」

「おっと……こらイリア、危ないだろ」

　興奮して抱きついてきたイリアを優しく受け止める。まるで自分のことのように嬉うれしそうな彼女に、自然と黒斗の頬ほおが緩む。

「……やっぱり……小さい娘こが、好きな人……？」

「ちょい待てフラン！　その誤解まだ解けてなかったのか!?」

「まあ御主人様の冗談はさておき、まずは一勝、おめでとうなのです！」

「内容はちょっとお粗末だったけどね。なんで最初から本気で戦わなかったのよ？」

「なるべく余計な力は使いたくなかったんだよ。負担が大きいからな」

　それは嘘うそ偽りない言葉。

　本来なら即死しているはずの重傷を負った黒斗は、その傷をフェルの力で無理やり塞ふさいでいる。その弊害で異能の行使さえ満足にできなくなってしまったのだ。

　だから旅の間、黒斗はひたすら異能の制御訓練を行ってきた。その結果辿たどりついたのが壱いつ速そく、弐に速そくといった段階的な制御方法（現在の最高は弐速）。

「ふーん……まあ勝ったからいいけどさ。でも次の相手は相当厳しいわよ。勝ちたいなら死ぬ気で挑むことね」

「ん？　二回戦の相手って第八試合で勝った方だろ。まだ決まってないんじゃ……」

「そんなの待つまでもないわ。あの男が勝つに決まってるから」

「あの男……？」

　それって誰のこと───黒斗がそう尋たずねようとした、そのときだった。

　今まさに第八試合が始まったばかりの舞台上で、凄すさまじい爆音が轟とどろいた。

「な、なんだ!?」

　観客席を薙なぎ倒たおすような暴風が吹き荒れ、粉々に粉砕された鋼鉄の床が宙を舞う。

　そして粉ふん塵じんが晴れたとき、舞台上に立っていたのは一人だけ。

『き、決まったあああああああーっ！　第八試合、開始わずか一秒で決着！　圧倒的、圧倒的過ぎるううううううううっ！』

　司会が興奮しきった声で試合終了を告げ、それに応こたえるように会場中の観客たちが天に轟とどろくような歓声を上げる。

「……覚えておきなさいクロト。あれが、アンタの次の相手よ」

　クーが忌々しげに言葉を吐きだす。

　その視し線せんの先には観客たちの声援を一身に受け、王者のごとく君臨している銀髪の男。

『やはり主役はこのお方！　今大会の優勝候補筆頭にして、過去六年全すべての大会を圧倒的な力で優勝した覇者！　その名も───』




「……カイム＝トラヴィス＝アガスティア。次期領主にして、アガスティア王族の末まつ裔えい。そして───五百年前に世界を救った救世主トラヴィスの血を引く男よ」












［第二章］　蒼月の王







「イリア、ここに座って。髪洗ってあげるわ」

「うん。ありがと、クー」

　日も暮れて、召礼祭一日目の夜。

　工房アトリエクラリスでは女性陣が仲良くお風呂に入っていた。

　フェルとエレーネのちびっこコンビは湯を張った桶おけの中、フランは湯船でクラゲみたいにたゆたっている。

「やっぱり少し傷んでるわね……折せつ角かく綺き麗れいな髪してるんだから大事にしないと。ちゃんと手入れしてる？」

「だいじょーぶ。いつもフェルにしてもらってるよ」

「あのちびっこがぁ？　ふーん……」

　イリアの髪を洗いながら、クーは疑わしそうに桶の中で寛くつろぐフェルを見やる。

「……何ですかクーさん。その『こんなちんちくりんに何ができるのかしら』とでも言いたそうな目は」

「あら、分かってるじゃない」

「むかっ！　小さくても色々できるんですからね！」

　がるる……っ、と小さい身体からだで威い嚇かくするフェル。

　二人のやりとりに自然と笑みを浮かべるイリアだが、ふと昼間見た試合を思い出す。

「ねえクー。明日クロトと戦う……カイム？　ってどんな人なの？」

「あ、それは私も気になってました。救世主の末まつ裔えいってどういうことですか？」

「どうも何も言葉通りよ。大戦終結後、救世主トラヴィスはアガスティア王家の姫と結ばれたの。その子孫が今の領主一族で、あのカイムってわけ」

「救世主の直系……腕に付けた天霊兵装レガリアもその名残ですか？」

　力の大半を失ったとはいえ、フェルは仮にも神霊の一柱。カイムの腕に付けられていた銀色の腕輪の正体にも気付いていた。

「察しがいいわね。そうよ、あの腕輪───《デュミナス》は代々領主の一族に受け継がれてる天霊兵装の一つ。あらゆる霊的防御を一撃で破壊するっていう滅め茶ちや苦く茶ちやな代物よ」

「そんなものまで持っているんですか……」

　昼間の試合を思い返すフェル。

　決着は一瞬だった。観客のほとんどは何が起こったのかすら分かっていないだろう。

　精霊術による単純な衝撃波───だが驚くべきは一瞬にも満たないその発動速度。

　強力無比な精霊術と、それを瞬時に構築する精神力。あれほどの術師は五百年前にも滅めつ多たにいなかった。間違いなくこの世界における最強の人間の一人だろう。

「クロト、勝てるかな……」

「正直、厳しいでしょうね。選抜どころか騎士隊エインヘルとの手合わせですら負けたことが無いって話だし、あの化物」

　妙に刺とげ々とげしく言い捨てるクーレルカ。

　厳しい物言いにイリアは首を傾かしげ───ふと、素そ朴ぼくな疑問が浮かんだ。

「……そういえばカイムって人、六年間ずっと優勝し続けてるんだよね？　なら、どうしてクーが従士シユバリエになれたの？」

「ぅぐ……っ」

　特に何か意図した質問ではない。しかしクーは痛いところを突かれたかのように小さく呻うめいて目を逸そらす。

「クー？　どうしたの？」

「……ははーん。なるほど、そういうことですか」

　理由の分からない反応に首を傾げるイリア。しかしフェルは事情を察したようで、にやにやと意地の悪い笑みを浮かべる。

「……なによ、その顔」

「いえいえ。そういえば従士の称号を持ってるとは言ってましたけど、選抜で優勝したとは一言も言ってなかったな～と」

「え？　それって───」

「……ええ、そうよ。負けたわよ。決勝であの男に完膚なきまでに負けたわよ！」

「わぷっ……ク、クー!?」

　敗北の記憶を思い出して腹が立ってきたのか、イリアの頭に大量のお湯をかけるクーレルカ。しかしそれでも気が済まないようで、ぶつぶつと愚痴を漏らし始める。

「大体なんであの男は毎年大会に出てくるのよ！　おまけに反則級に強いし！　負けたのに従士の称号なんて貰もらっても全っっっ然嬉うれしくないっての！」

　カイムがあまりに圧倒的過ぎるためだろう。彼が選抜に初めて参加した翌年から、従士シユバリエの称号は優勝者カイムではなく準優勝者に与えられるようになった。

　だが、貰った側からすればそんな「おこぼれ」の称号で納得できるはずもない。

「ちびっこ、クロトに伝えときなさい！　明日の試合、負けるのは仕方ないにしても一泡吹かせなさいって！」

「完全に私し怨えんじゃないですか……」

　それでも「勝て」と言わないあたり、彼女も分かっているのだろう。

　二人の間にある明確な力の差。そして黒くろ斗との弱点を。

「それじゃ温まってから出ましょうか。フラン、場所空けてもらえる？」

「……ういー」

　緩い返事と共に湯船を移動するフラン。その際に小さな身体からだに不釣り合いな双乳が柔らかそうにたゆんと震える。

「…………むぅ」

　ぷかぷかと湯に浮かぶ白い胸を見て、思わず自分の胸元に手を当てるイリア。

　なだらかな曲線を描く慎つつましやかな胸───とはいえ、同年代と比べたらむしろある方だろう。だがフラン相手では分が悪すぎる。

　普通の女の子らしい感情を見せるイリアに苦笑するクーレルカ。

　───そっか。この娘こも、そういうことで悩めるようになったんだ。

　それが何だか嬉うれしくて、クーはイリアの頭を優しく撫なでる。

　浴室での一幕は、そのように過ぎていった。





　　　　◆　◆　◆






「あっ！　クー様、こちらです！　ちゃんと一番前の席を確保したのですーっ！」

　明けて、召礼祭二日目。

　選抜第二回戦のクロＶＳカイムの試合を間近に控えた闘技場コロツセオの観客席。その最前列でふわふわと浮かんでいたエレーネを見つけ、クーたちは観客席の階段を下りていく。

「お待たせ、エレ。朝から場所取りなんてやらせて悪かったわね」

「いえいえ！　エレは皆様と違って疲れませんから！　それにクロト様の試合を近くで応援したいであります！」

　そう言って、エレーネは小さな応援旗を振り回す。

　初日の一回戦と比べて、二回戦は観客の数も一気に増える。加えて今日の第一試合は優勝候補であるカイムが出ることもあり、観客席は九割近くが埋まっていた。

「うわー、凄すごい数の人……」

「さすが六連覇の王者、相変わらずの人気っぷりね。さーてクロトのやつはというと……よかった、緊張して力が出せないなんてことはなさそうね」

　舞台上でカイムと対たい峙じする灰髪の少年に変わった様子はない。

　闘技場を囲むのは数万人の観客。萎い縮しゆくしてしまっても全くおかしくないのだが、そんな心配は無用のようだ。

　これで後は完全な実力勝負。

　だが、そうなったらクロトに勝ち目があるとは思えない───カイムの強さを身に染みて理解しているクーがそう思っていた時だった。

「あら？　皆様はクロトさんと一緒にいた……奇遇ですね」

　すぐ真横からかけられた声に、心臓が飛び出るほど驚いた。

　慌てて振ふり返かえると隣の席───先ほどまで誰もいなかった場所に、先日見かけた真っ白な少女が座っていた。

「あ、リーゼ」

「確かイリアさん、でしたよね？　こんにちわ。皆様もクロトさんの試合を見に来たのですよね。それでしたら、御一緒させていただいてもよろしいでしょうか？」

　銀髪の少女───リーゼは、にこりと柔和な微笑ほほえみを浮かべる。

　育ちの良さが窺うかがえる丁寧な物腰。しかしクーは内心それどころではなかった。

　───気付けなかった。

　短い間だが騎士隊エインヘルに所属していたクーの実力は相当高い。単純な戦闘はもちろん、視覚や聴覚の情報を遮断した状況でも気配察知だけで敵を制圧できる。

　そんな彼女が声をかけられるまで、隣にいた彼女の存在に気付けなかった。それが異常以外のなんだというのだろうか。

「……あなた、いったい何者───」

「あ、どうやら始まるようですよ」

　クーの言葉を遮さえぎる形で司会の声が響き渡り、それに呼応して歓声が沸き上がる。

「どちらが勝利するか、楽しみですね」

「……ええ、そうね」

　クーは少女への警戒を強めながらも、舞台上の二人に目を向けた。




『───さあっ！　それじゃ両選手とも準備ができたところで、早速選抜二回戦、第一試合を始めていくぜ！　大会六連覇、蒼そう月げつの王に挑むのは黒衣を纏まとう仮面の戦士！』

　会場に響き渡る軽快な場内放送アナウンス。

　これから始まる激闘を予感させるように沸き立つ観客を適当に眺めつつ、黒くろ斗とは丹念に身体からだを解ほぐしていく。少し離れた場所では対戦相手である銀髪の男───カイム＝トラヴィス＝アガスティアが同じように軽く肩を回している。

〈近くで見るとまた凄すさまじいですね……彼、滅め茶ちや苦く茶ちやな霊力保有量ですよ〉

「そんなに凄すごいのか？」

〈世界に数人いるかいないか、といったレベルです。世が世なら英雄と呼ばれるような素質ですよ〉

　黒斗にしか聞こえない感嘆の声。

　神霊である彼女がそこまで言うのだ。本当にカイムの才能は稀け有うなものなのだろう。

　そんな相手と戦えるというのは果たして運が良いのか悪いのか。

（……いや、良いと思うべきだな）

　格上が相手でなければ、修行の成果など実感できない。

　やがて試合開始時間が間近に迫り、黒斗は軽く腰を沈めると全神経をカイムの一挙手一投足に集中させる。

　───さあ、最初の山場だ。

　昨日の試合通りなら、カイムはコンマ一秒以下で強力な精霊術を放ってくる。あれでは確実にこちらが障壁を張る前に潰つぶされてしまう。

　だから躱かわす。

　刹せつ那なに繰り出される広範囲攻撃を生身で躱かわして最大出力の弐に速そくに入る。

　それが勝ち負け以前、戦いにする上での最低条件。

　難易度高過ぎだろ、ふざけんなっ！────そう叫びたくなるのを堪こらえ、黒くろ斗とは試合開始の合図をただひたすら待つ。

　そして。

『第一試合カイム＝トラヴィス＝アガスティアＶＳクロ！　試合……開始ぃぃッッ！』

　開始の単語が聞こえるや否いなや、黒斗は後のことなど何も考えずに後方に跳んだ。

　生身で出せる限りの脚力を尽くした跳ちよう躍やく。それでも人外と称して何ら語弊のない黒斗の肉体は十数メートル近く宙を舞う。だが───。

（だめだ、この程度じゃ全然足りねえ……っ）

　全方位に放たれる衝撃波に備えて防御を固める黒斗。

　だが、いつまで経たっても衝撃波どころか精霊術の一つも飛んでこなかった。

　着地のことも頭になかった黒斗は、頭から落ちる直前で体勢を立て直し、同時に距離を取って棒立ちのカイムを見み据すえる。

「……何してんだお前。どうして攻撃してこない？」

「そっちこそいきなり何してんだ仮面野郎。せっかく人が時間をくれてやったのに無駄な動きで浪費しやがって」

　初めての言葉は、元王族という由緒正しい家柄とは思えない粗暴な物言いだった。

　カイムはやれやれと言わんばかりに肩をすくめる。

「ほれ、待っててやるから早いとこ昨日の黒い状態になれ。あれ、発動するのに時間かかるんだろ。今のお前を倒したところで何も面白くねえ」

　───面白く……ない？

　一瞬、カイムが何を言っているのか分からなかった。

　カイムの一言一句が頭の中でぐるぐる回る。

　それは……つまりあれか。今のままだと弱過ぎて話にならないから全力を出せと。

　そのために時間が必要なら待ってやると、そういうわけか。

「……フェル」

〈分かってます。というか、今のは私もカチンときました〉

　心の声に融合したフェルが答える。

　力の発動速度や制御が甘く不安定な力───確かに黒斗が圧倒的に不利だろう。だが、それも全すべて含めて戦いなのだ。そこに勝ち負け以外の要素はない。

　一言で言えば───。

「舐なめるのも大概にしろよ……っ」

　ガチリとスイッチが切り替わる。己の根源より汲くみ上あげた理外の力は重力という枠組みの中で顕けん現げんされ、黒斗の身体からだを闇やみ色に染め上げる。

「弐速───《夜や叉しや》」

　静かに唱えるのは、黒を纏まとう鬼神の言霊。

　噴き出した黒き力は万有引力を逆流させアリーナの鉄板を引ひき剥はがし、力の波動は不可視の衝撃波となって闘技場コロツセオの壁を軋きしませる。

「お……？」

　ようやく戦う気になったのか、カイムの瞳ひとみがすぅっと細まる。だが遅い。

　目算にして二十メートル。短くも遠い二者の距離をたったの一歩で潰つぶし、黒くろ斗とは隙すきだらけのカイムの顔面に黒こつ拳けんを叩たたき込こんだ。

　拳こぶしが大気を押おし退のけ、その余波だけで浮かびあがった鉄板が砕け散る。

　弐に速そく《夜や叉しや》。

　その戦闘能力を端的に言い表せばアヴィオール騎士隊エインヘル長スレイを打ち倒すほど。瞬間的な攻撃力は魔獣化した幼竜ミーミルさえ凌りよう駕がする。

　───だが。

「……悪かったな。ちょっとお前のこと過小評価してたわ」

　打ち出した拳が音を立てて軋む。

　今まであらゆる相手をなぎ倒してきた黒の拳けん撃げき。空間をひずませるほどの重力圧を纏った拳は、カイムの手のひらに容易たやすく受け止められていた。

「…………冗談きついっての」

　信じられない光景に呻うめき声ごえを上げる黒斗。

　カイムの手には蒼あおい霊力が渦巻いている。あれで重力波を受けきったのだろうか。

「正直なとこ、お前にはあんまり期待してなかったんだけどな……この感じなら本気になってもよさそうだ！」

　好戦的な笑みを浮かべたカイムが叫んだ瞬間、凄すさまじい量の霊力が噴き上がった。

　常人なら意識が飛ぶほどの高密度な霊力は蒼い輝きとなって現界。カイムが足を床に打ちつけた瞬間、衝撃波が辺り一帯を無差別に吹き飛ばした。

「くそっ、足踏みしただけでこれかよっ！」

　さながら爆弾のような破壊力。

　瞬間的に押し広げられた大気圧が重力障壁を軋ませるも、黒斗は空中で身体からだを捻ひねって素早く体勢を立て直す。

　その直後、立ちのぼる粉ふん塵じんを薙なぎ払はらってカイムが突撃してくる！

「行くぜクロ！　一瞬たりとも気ぃ抜くんじゃねえぞ！」

　両手両足を使った、でたらめな速度の連撃。

　一撃一撃が空間そのものを喰くらうかのような勢いで放たれるそれを、黒斗は目を凝らしてぎりぎりのところで防いでいく。

〈なんですかこのふざけた膂りよ力りよくっ！　本当に人間ですか!?〉

　フェルが黒斗にしか聞こえない声で叫ぶ。

　常人を遥はるかに上回る動体視力を持つ黒斗でも微かすかにしか見えない速度。空間炸さく裂れつすら防ぐ重力の鎧よろいを軋きしませて骨まで衝撃を通す破壊力。全すべてが全て常軌を逸している。

（……まずい、このままだと押し切られる！）

　黒くろ斗とはダメージ覚悟で攻撃を身体からだで受けると強引に前へ踏み込む。そして返す拳こぶしでカイムの顎あごを打ち砕こうとした瞬間、その姿が霞かすみのように消えた。

〈黒斗様、下です！〉

　咄とつ嗟さに視し線せんを下げれば、すでにカイムは沈み込む形で腕の下へ。

　そして、その左腕が蒼あおく輝き───。

「───《蒼破掌フラガラツハ》」

　霊力で造られた蒼い拳が、重力障壁ごと黒斗の脇腹を撃ち抜いた。

「が───ぁっ!?」

　ズシンと重たい衝撃が駆けめぐり、肺から空気が持ってかれる。

　急所を的確に穿うがった容よう赦しやない一撃。生身だったら確実に致命傷だろうが、《夜や叉しや》の名は伊だ達てではない。この程度なら耐えられる。

「う、らああああああああああぁっ！」

　黒斗は鈍痛を振り払うと、手のひらに圧縮した重力球を生成して叩たたきつける。

　体勢も悪く力もほとんど載っていない一撃。しかし何か不吉なものを感じ取ったのか。カイムは滅め茶ちや苦く茶ちやな速度で精霊術を構築すると全方位へ衝撃波を撒まき散ちらす。

　踏ん張りも利きかずに吹き飛ばされる黒斗。その衝撃で重力球は見当外れの方向へ。

　着弾。そして───空間が啼ないた。

　枷かせが外れる。

　極小の球体に押しとどめられていた重力は一気に巨大化。展開した黒の牢ろう獄ごくは光を飲み込み、空間そのものを圧搾する。

　抉えぐった鉄板の消し屑くずさえ残さない尋常ならざる破壊力に、カイムは軽く口笛を吹く。

「すげえなおい。俺の《蒼破掌》で破れない霊装に加えて、触れたものを消し飛ばす精霊術か。こりゃ、油断してたらこっちがやられちまうなァ！」

　心底楽しげに叫び、カイムはダンッと右手を床に押し付ける。すると蒼い霊力が四方八方へ伝でん播ぱし、アリーナを囲む堀から巨大な水柱が噴き上がった。

　一つ一つが小さなビルに匹敵する大きさの水流。それが全部で八本。

　蒼い霊気を練り込まれた水柱はボコボコと泡立つと、それぞれが巨大な蛇の頭へと形を変える。精霊術で構成された八つ首の大蛇。

「おいおい……こんなのありか!?」

〈呻うめいている暇なんてありませんよ！　まずは左右から二頭！〉

　ぬらつく顎を開いて水蛇が牙きばを剥むく。

　左右から挟きよう撃げきしてきた首を跳んで躱かわすと、人など簡単に丸のみしそうな大きな顎あごは金属製の床をまるで豆腐のように食い千切る。

「なんだあの威力!?　あれ水だろ!?」

〈水流を霊装で覆っているんです！　単なる水だと思ってたら怪け我がしますよ！〉

　怪我どころじゃない。あんなもの喰くらったら骨の一本や二本は確実に折れる。

　黒くろ斗とはフェルの指示で連続で襲いかかってくる水蛇を躱かわしながら重力球を放つ。

　球状に展開された黒の波動は霊装ごと水蛇の頭を飲み込み、水滴の一つさえ残さず圧壊させる。が───。

「残念だが、消し飛ばしても無駄だぜ？　水なんていくらでも替えは効く！」

　水流を覆う蒼あおい霊力が輝き、消し飛ばした頭部を瞬時に再生させる。

　次の瞬間、別の水蛇が背後から黒斗を襲った。

「がふ……っ!?」

　水蛇は黒斗を飲み込み、遥はるか上空へと攫さらっていく。

　他の七頭もその後を追って首を伸ばし、黒斗のさらに上で渦巻くように結集する。

「堕おちろ───《蒼嵐剣クリスタロス》!!」

　霞かすむ視界で黒斗が捉とらえたのは、海のような蒼い輝きに覆われた巨大な剣。

　大量の水で構成された巨剣は黒斗を穿うがち、螺ら旋せん回転する巨大な水流となってアリーナになだれ落ちた。

　観客の歓声が止まる。

　水の巨剣はその縛りを解かれて爆散、圧倒的というのも馬鹿らしい水の奔流は分厚い鋼鉄で固められた舞台上をミキサーのように粉砕し、一気に解放された大量の水は津波となって全方位に拡散する。

　蒼の巨剣《蒼嵐剣クリスタロス》。

　精霊術の位階で上から二つ目、最強種と呼ばれる精霊のみが扱える殲滅禁呪カタストロフに次ぐ天災級術式アルスマグナに分類される、対地爆撃用戦略精霊術。

　間違っても対人、それもたった一人に使われるような術ではない。

　そんな危険な術を容よう赦しやなく叩たたき込こんでおきながら、カイムの瞳ひとみはいまだ闘争の輝きを失っていなかった。

　彼には見えていた。蒼き巨剣が落ちる直前、漆しつ黒こくの球体が少年を包み込んでいたのを。

「そら、さっさと出て来いよ。まだ倒れちゃいないだろ？」

「当たり前だ！」

　その呟つぶやきに応こたえるように激流の一角が吹き飛び、黒鎧よろいを纏まとった黒斗が飛び出す。相当疲弊しているが、怪我らしい怪我は一切ない。

「やったとは思ってなかったが、まさか無傷とはな。ちょっと自信失なくすじゃねえか」

「そういう台詞せりふは本気出してから言えよ。これ見よがしに右手に付けた天霊兵装それ、いつまで温存してるつもりだ？」

「ああ、こいつか」

　カイムは右手を揺らし、銀色の腕輪を見せてくる。

　見た目は至って普通の腕輪。特別な意匠が凝らされているわけでもない、無骨という言葉を形にしたような無機質なデザイン。

　しかし何な故ぜだろう。

　それには不思議と目を惹ひきつける「何か」があった。

「代々俺の一族に受け継がれてきたものだが、残念なことに使うと全く勝負にならなくなっちまうんだよ。でもまあ……お前なら、ついてこられるかもな！」

　その言葉を皮切りに、銀色の腕輪が溢あふれんばかりの輝きを放ち始める。

「さあ行くぜ《デュミナス》───〈天元矛グングニル〉!!」

　己が天霊兵装レガリアの名を叫び、カイムは霞かすむような速度で飛び出した。

〈黒くろ斗と様、来ますよ！〉

「分かってる、こっちも行くぞ！」

　黒斗は即座に弐に速そく《夜や叉しや》を再展開、眩まばゆい天銀の光を纏まとうカイムを迎え撃つ。

　互いの拳こぶしが交わる。

　空間を押おし潰つぶす闇やみ色の覇気と、それを押おし退のけるほどに眩い神威を帯びた天銀の閃せん光こう。

　そして刹せつ那なの拮きつ抗こうすら敵かなわず、重力防壁が一瞬にして粉砕された。

「驚いてる暇なんてねえぞ、クロォ！」

　目を見開く黒斗の腹に、カイムの拳が突き刺さる。

　重力障壁の上からでも骨を軋きしませる一打を生身で受け、黒斗は弾丸のような速度で殴り飛ばされた。

　一発で意識が根こそぎ持っていかれる壮絶な威力。

　黒斗は半壊したアリーナの残骸に叩たたきつけられた衝撃で意識を取り戻し、血ち反へ吐どを吐きながらも何とか起き上がる。

「ご、がはっ……くそ、分かってても動揺しちまうか……っ」

　フェルから事前に聞いていたとはいえ、体感すると本当に理不尽極まりない。

　───天霊兵装レガリア《デュミナス》。「貫通」の理ことわりを形にした概念武装。

　その光に触れた瞬間、あらゆる防壁は一瞬にして粉砕される。

　そこに理屈などない。原因も因果も存在しない。

　ただそうであると決められた───ただそれだけで、それは森羅万象を穿うがつ矛となる。

　カイムの攻勢は終わらない。

　こちらがまだ動けると見るや再び蒼あおき多頭蛇───《蒼海蛇ハイドラ》を構築。だが先ほどまでとは状況がまるで違う。

　現状、最も脅きよう威いなのはカイムの右腕。

　一切の理屈なしで防壁を突破するあの銀光をどうにかしなければ、精霊術や他の攻撃への対処もままならない。だというのに、そこにきて手数に優れる《蒼海蛇》。おまけに一度空に打ち上げられたら最後、《蒼嵐剣クリスタロス》の連撃で地に叩たたき落おとされる。

〈まずいですよ黒斗様、これ以上の負傷は───〉

「分かってる！　くぅ……っ」

　付け入る隙すきのない猛攻。

　右手デユミナスと精霊術───双方の脅きよう威いを身に沁しみて知っているからこそ、どちらも警戒せざるをえない。結果、どっちつかずの半端な戦い方になってしまう。

　降り注ぐ《蒼海蛇ハイドラ》を躱かわしながらカイム本人の攻撃も完全に捌さばく───不可能の文字が頭をよぎる。

　それが自分の限界。

　柊ひいらぎ黒くろ斗とでは辿たどりつけない遥はるか果ての境地。

　だから───。

「……やるぞフェル。融合昇華シンクロライズだ」

　異次元の方策をもって、その扉をこじ開ける。




「……やっぱり、こういう展開になったわね」

　戦いを観客席から見降ろし、クーは厳しい表情を浮かべた。

　視し線せんの先ではカイムが激しい攻勢を仕掛け、確実に黒斗を追いつめている。

「クー、やっぱりってどういうこと？」

「……アイツ、クロトには弱点があるのよ。それも割と致命的なのが」

　今にも身を乗り出しそうな勢いで手すりにつかまるイリアに尋たずねられ、クーはどう言おうか迷いながらも正直に答える。

「弱点？　でもクロト、スレイに勝っちゃうくらい強いよ？」

「強いことはアタシも否定しないわ。でもね……アイツは圧倒的に戦闘経験が足りてないのよ。それこそアタシやあのカイムと比べたら、小指の先程度しかないくらいに」

　カイムの《デュミナス》はあらゆる防壁を問答無用で打ち破る。

　ゆえに必要となるのは防御能力ではなく、回避能力。

「相手の動きを先読みしたり攻撃の軌道を見切るのには、それなりの経験が必要なのよ。でもクロトにはそれがない。だから同じかそれ以上に速いカイムの攻撃は躱せないし、後手に回ってろくに反撃することもできない───それがアイツの弱点」

　今までは動物的な勘や身体能力の力押しで何とかなっていただけ。しかしそれが通用しなくなれば、必然的に防戦一方となってしまう。

「……クロト、このまま負けちゃうの？」

「何も手を打たなければ確実にそうなるわ。といっても、戦闘経験の差なんてそう簡単に埋められるものでもないし……厳しいでしょうね」

「そっか……」

　イリアは再び戦いの行方を見守る。

　その瞳ひとみは黒斗の勝ちを祈っているというより、彼の無事を願っているようで───。

「……ふふっ」

「イリアさんって、可愛かわいらしい方ですね」

　クーが思わず笑みを零こぼした直後、横から掛けられた丁寧な声が思考を一気に冷やした。

　───まただ。また、隣に彼女がいたことを忘れていた。

　銀髪の少女・リーゼは淡い微笑ほほえみを浮かべて席に座っている。

　試合開始前からずっと変わらないはずの光景。それなのに、この少女はクーの意識からするりと抜け落ちた。それも一度や二度の話ではない。

「クロトさん、何とか喰くらいついていますね。見てるだけでハラハラしてきちゃいます」

　少女の声で我に返るクー。

　また忘れてしまう───そんな危機感に襲われ、クーは自分から話を振る。

「あなたは、どっちが勝つと思う？　どうもクロトを応援してるみたいだけど」

「そうですね……個人的にはクロトさんに頑張っていただきたいと思っていますが、少々分が悪いかと。でも───」

　リーゼは一端言葉を切ると、二人が火花を散らすアリーナを見降ろし───。

「本気のお兄様相手にどこまで戦えるのかというのは、楽しみではありますね」

「……おにい、さま？」

　その瞬間、クーの中で全すべてが繋つながった。

　なぜ忘れていたのか。何ど処こかで会ったことがあるなんて次元の話じゃない。輝く銀色の髪、自然と他者を惹ひきつける美び貌ぼう───そんな人物は一人しかいない。

「あなた、まさか───」

「そろそろ決着がつきそうですよ？　ご覧にならなくてよろしいのですか？」

　変わらず柔和な微笑みを浮かべるリーゼ。

　その反応で確信を得たクーは再び舞台の上へと視し線せんを戻した。




「はぁ……はぁ……痛いってぇ……」

〈天元矛グングニル〉の一撃で数十メートル吹き飛ばされるも、何とか起き上がる黒くろ斗と。

　何とか急所だけは守ったものの、ダメージは深刻。

　軽く咳せき込こむと血が床を濡ぬらし、打たれた腹がメキメキと悲鳴を上げる。おそらく肋ろつ骨こつが何本かまとめて折れた。内臓は……そろそろやばそうだ。

「フェル、まだか？」

〈もう行けますが……最後の確認です。黒斗様、今から行うのは正真正銘奥の手、負荷も尋常ではありません。必ず二分で終わらせてください。それ以上は許可できません〉

「充分だ。やるぞ」

　短く答え、黒斗は小さく深呼吸して意識を内側へと向ける。

　異能を使うときのように己の根源へと潜り込む感覚ではない。今から行うのは、もっと表層的で概念的なもの。

「〈───融合昇華シンクロライズ〉」

　全く同じタイミングで言霊を唱え、ゆっくりと目を開く。

　仮面の奥で燦さん然ぜんと煌きらめくその瞳ひとみは、神霊フェルと同じ翡ひ翠すい色に輝いていた。

　───なんだ？

　異変に気付いたのは、その場に居たカイムだけだった。

　立ちあがった灰髪の少年から漂ただよう異様な気配。

　人じゃない、何か得体の知れないものと対たい峙じしているような不気味な感覚に、本能が激しく警鐘を掻かき鳴ならす。

「……こりゃ、早いとこ仕留めた方がよさそうだなっ！」

　即断するや否いなやカイムが銀の光を纏まとって飛び出す。

　あらゆる防護を貫く最強の矛、文字通り防ぐことすら敵かなわない一撃を棒立ちの黒くろ斗とへと振り下ろし───その腕が上から叩たたき落おとされた。

「な───ッ!?」

　カイムの目が驚きよう愕がくで見開かれる。

　黒斗のやったことは単純明快。カイムの拳こぶしが振るわれると同時に一歩前に踏み込み、銀光の切れ間を縫って手刀で切って落とした。ただそれだけ。

　ただそれだけのことが、予備動作の一つさえ見えなかった。

　踏み込みの瞬間も手刀の軌跡も黒斗がいつ動いたのかさえ、まるで意識の死角に入りこまれたかのように認識できなかった。

　翡翠の瞳がカイムを貫く。

　その瞬間、理由動揺躊ちゆう躇ちよ決意───ありとあらゆる心の工程を省いて、カイムは体内で最大火力の精霊術を組み上げていた。

　今までも決して手を抜いていたわけではない。

　それでもカイムは万が一にも相手を殺してしまうことがないように、殺傷性の高い精霊術は意識して使用を避けていた。

　しかしそのとき彼が選んだのは天災級精霊術アルスマグナの一角。

　円環状の高密度霊刃波動を無数に展開することで範囲内のあらゆる物質を敵味方問わず細切れにする大量殺さつ戮りく用戦略精霊術《蒼破円環刃アブソリユーテイア》。

　刹せつ那なの間に組み上げられた文字通り必殺の精霊術。

　あとは展開だけで一つの死を生み出すそれが。

「させるかよ」




　まるで数分前の再現リプレイのように、一薙なぎで塵ちりも残さず霧散した。




「は───？」

　間の抜けた声が飛び出る。

　精霊術の無効化───可能か不可能かで言えば可能だ。

　精霊術による事象改変、現象の顕けん現げんには必ず基点が存在する。世界を術者の想像で塗り替える事象改変の波、その発生地点。といっても基点が設定されてから事象改変が始まるまでに時間差タイムラグなんてほとんどない。

《雲散霧消》───基点を潰つぶすことで精霊術の発動そのものを無効化する超絶技巧。

　けど、あり得ない。

　天災級精霊術アルスマグナ《蒼破円環刃アブソリユーテイア》。カイムが造り上げた独自の術式。

（あれは……複数の基点を設定する複合連鎖術式だぞっ!?）

　基点を一つ潰すだけで奇跡と呼ぶに充分すぎる技。

　それを複数同時に腕の一振りで正確に薙なぎ払はらう───奇跡というには異常過ぎる、偶然というには出来過ぎている。

　まっすぐ、遠く遠く遥はるか彼方かなたまで見通す翡ひ翠すいの瞳ひとみ。

　───何を見ている。

　ゾクリと恐怖が奔はしり、カイムは気け圧おされるように後ろへ跳ぶと《蒼海蛇ハイドラ》を発動させる。

《雲散霧消》がある以上、相手の近くで発動させた術は全すべて封殺されてしまう。ならば両腕の範囲外から攻撃するまで。───だが。

「分かってたよ。そうくることは」

　小さな呟つぶやき。

　同時に《蒼海蛇》の基点が黒の重力球によって破壊される。

「馬鹿な───ッ!?」

　今度こそカイムは自分の眼めを疑った。

　いつ重力球を放った？

　決まっている。基点の発生と二者の距離から逆算すれば《蒼破円環刃》を破壊するよりも前───ッ！




　きっかけは一ヶ月前、《蒼あおの神霊》ラヴィとの戦いだった。

「私とラヴィ姉様の話が聞こえた？　あの、黒くろ斗と様？　私たちあのとき百メートル近く上を飛んでたんですけど？」

「ああ。だから聞こえるはずないんだが……何か心当たりはないか？」

　機甲都市アヴィオールから旅立って最初の晩。

　静かに燃える焚たき火びを前に、黒斗はフェルに先日の一件のことを話していた。

「……もしかしたら融合の弊害かもしれません」

　考え込んでいたフェルは、やがて小さく答えを導き出す。

「一時的とはいえ存在そのものが繋つながったわけですからね。五感の同調くらい起こっても不思議じゃありません」

「くらいで片付けていいことなのか、それは」

　すぐに治ったとはいえ笑って流せるような問題ではない。もしこの先、聴覚だけじゃなくて別の感覚も共有することになれば───。

「……なあフェル。それ、戦いに応用できないかな？」

「感覚同調を、ですか？　……なるほど。それでしたら視覚の同調が最適ですね。神霊の瞳ひとみは世界の可能性を視みる瞳。戦闘中に発現できれば大きな戦力となるでしょう」

「可能性を視る？」

「ざっくり言えば未来を見通せるんです。ただし、相応のリスクも覚悟してください。私の眼めは世界の真理───本来神しか受け入れられないものさえ『視て』しまいます。それでも、試してみますか？」

　真剣な声色に、黒くろ斗とは側そばで安らかな寝顔を浮かべているイリアを見やる。

　答えは決まっていた。




　───黒が弾はじける。

「ふ───ッ!!」

　虚空に流れるのは彼女フエルと同じ緑宝色エメラルドの双そう眸ぼう。

　未来を「視た」黒斗はカイムの退路を潰つぶし、続けて一息の間に三連撃を繰り出す。

　抉えぐり込むように放つ左右の拳こぶしを囮おとりに顎あごを打ち砕く強烈無比なアッパーカット。しかしカイムは超至近距離から繰り出されたそれらを反射神経だけで躱かわしてしまう。だが───。

「ああ、『視え』てたよ。そうなることもなっ！」

　本当の狙ねらいはその先。死角からの回まわし蹴げり。

　躱せないことは分かっている。そうなる未来に繋つながる軌道とタイミングを選んだから。

　未来視……ではない。そんな便利で使い勝手のいい能力ではない。

　重力を纏まとった襲撃が密度の薄い蒼あおの霊装を打ち砕く。さらにそこから間髪入れずに両手で掌底を叩たたき込こみ、一気に重力波を爆発させる！

「───破ァッ！」

　裂れつ帛ぱくの気合と共に放たれた二つの重力波が体内で重なり、暴れ狂う。

　常人なら一撃で戦闘不能になる壮絶な威力に血を吐きだすカイムだが、すぐさま《蒼破掌フラガラツハ》と〈天元矛グングニル〉の連撃を繰り出してくる。

　黒と蒼そう銀ぎん───二人の放つ閃せん光こうが二十三十と縦横無尽に交差する。

「ごふっ……はははっ、なんだよ！　さっきまでと全然動きが違ちげえじゃねえか！　まじで未来が視えてんのか！」

「無駄口叩いてる暇はねえんだ！　速攻で終わらせてもらうぞ！」

「おいおいつれねえこと言うなよ！　こっからだろ、面白くなってくるのはぁっ！」

　獣のような咆ほう哮こうを上げ、カイムは両手両足を使って襲いかかってくる。

　精霊術と防御不可能な〈天元矛〉を織り交ぜた滅め茶ちや苦く茶ちやな威力の連撃。下手すればかつて味わったクーの双剣舞よりも速い上に、一撃でも喰くらえば嵐あらしのような乱舞に巻き込まれることは必至。

　だが、今の黒斗には通用しない。

〈さあ、行きますよ黒くろ斗と様っ！〉

　フェルが心の中で叫ぶ。

　瞬間───世界が色を失った。

　現実を置き去りにして白黒モノクロに支配される世界。意識は肉体から切り離され、黒斗は神眼を通して超越者たる神の領域へと半歩足を踏み入れる。

　それは圧倒的という言葉ですら生なま温ぬるい情報の奔流だった。

　世界を織り成すありとあらゆる情報。知識、理ことわり、法則……彼の瞳ひとみが見み据すえるのは可能性の海、無限の選択肢を内包した未来の設計図フローチヤート。

　それらが無秩序なまま濁流となって雪な崩だれ込こんでくる！

「──────────────────────────────────────」

　一瞬で処理限界を超えて停止する思考。

　情報の爆撃は精神を侵し、「柊ひいらぎ黒斗」というちっぽけな個を飲み込もうとする。

　───消えろ。ここは貴様が踏み込んでいい場所ではない───

　世界の意思。資格を持たざる者への明確な拒絶。

　人間だろうと精霊だろうと刹せつ那なで発狂するであろうそれを。

「黙れ、邪魔だ」

　悪魔じみた演算能力で情報の大海を捌さばくのでもなく。

　金剛石のごとき強きよう靭じんな精神で耐えきるのでもなく。

　───意思一つで踏ふみ潰つぶす。

　世界に色が戻る。

　放たれる無数の精霊術。その全すべてが僅わずかな狂いもなく《雲散霧消》で吹き飛ばされる。

　嵐あらしのような乱打は完全に軌道を見切られ、回避の隙すきを縫った一撃も力が乗る前に手刀で切って落とされる。

　距離を取ることも許されない。

　回避や後退の動きまであらゆる行動が封殺され、カイムの身体からだに次々と重力波が叩たたきこまれていく。

　これが《融合昇華シンクロライズ》。未来予知───否いな、未来選択の権能。

　足りない経験値を補うのではなく、他者が積み重ねた歳月を無駄と嘲あざ笑わらうための力。

「は───、は───は───っ」

　尋常じゃない呼吸を繰り返す黒斗。

　フェルがほとんどの負担を引き受けているとはいえ、それでもなお荒れ狂う大海を一人で受け止めるような無謀極まる行為。使い続ければ精神が壊れる。

　───二分で終わらせてください。それ以上は許可できません───

　修行では静止状態で三分が限界だった。

　あと残り八十秒。これで決められなければ勝機はない。




　それは永遠にも思える一分間だった。

　精霊術を消し飛ばす黒の波動がフィールド全域に次々と放たれ、その中央では二人が熾し烈れつな戦いを繰り広げている。

　黒と蒼あお、そして銀。

　三色の煌きらめきが織り成す軌跡が闘技場コロツセオを染め上げ、空間全すべてを使った幻想戦役に観客たちが歓声を上げて沸き立つ。

　彼らのほとんどは戦いの内容など理解していない。

　ただ派手な光景に魅せられているだけ。

　だが彼らの次元を理解できてしまう極一部の者たちの反応は違った。

　───馬鹿げている。

　対抗術式の最高峰《雲散霧消》。本来綿密な伏線と戦術の上でさえ滅めつ多たに成功しない奇跡を、あの仮面の少年は呼吸するように行っている。それがどれほど異常なことか。

　あの少年の前では、あらゆる精霊術は無意味なものになり果てる。

　それなのに銀髪の青年は一切引かない。どころか圧倒的な霊力に任せて精霊術を連発、少年の反応速度リソースを着実に削っていく。

　……化け物どもが。

　恐怖に彩られた呟つぶやきは大音量の歓声にかき消され、誰の耳にも届くことはなかった。




　戦いは続く。

　刹せつ那なの間に無数の攻防を交わしながら、二人の「埒らち外がい」は壮絶な肉弾戦を繰り広げる。

　押しているのは翡ひ翠すいの瞳ひとみ───黒くろ斗とだ。

　未来視と《雲散霧消》でカイムの行動全てを封殺し、防御と回避の合間を縫って的確に拳こぶしを叩たたき込こんでいく。その数、すでに二十超。

　なのに倒れない。それどころかカイムの攻撃は一層激しさを増していく。

　まるで「追い詰められているのはお前のほうだ」と言わんばかりに。

「くそっ！　正面から力尽くで押し切るとかでたらめも大概にしろよ、てめえ！」

「はっ、未来が見えるやつに言われたかねえな！」

　未来選択シンクロライズは決して全知全能ではない。

　見通せるのはあくまで数多あまたの未来の情報。そこから未来を「確定」させるのは黒斗自身。ならばその余裕がなくなるほど追い詰めてしまえば、未来選択は意味を為なさない。

　……言葉にすれば簡単に聞こえるが、実際は限りなく不可能に近い。

　未来が見える敵と戦うということはすなわち、戦術でも読み合いでも最初から負けが決まっているのと同義。必然、残された道は正面突破のみ。

　この男は、只ただの物量と力押しでそれを成し遂げようと言うのだ。

　そして、ついに奥の手シンクロライズが破られる。

　腹部を強打するはずだった黒の拳けん撃げきが蒼の掌底に防がれ、力任せに弾はじき飛とばされて距離を取らされてしまう。すぐさま追撃を仕掛けようとする黒くろ斗とだが、押し寄せる情報の津波に呑のみ込こまれて意識が飛びかける。

《融合昇華シンクロライズ》の発動からすでに百秒。限界は近かった。

「さてと、このまま押し切っても構わないが時間がかかり過ぎるな。お前も限界みたいだし、次の試合も控えてる。つーわけで……そろそろ決着つけようじゃねえか!!」

　咆ほう哮こう。そして世界が塗り替えられた。

　カイムの身体からだから噴き上がった夥おびただしい量の蒼あおい霊力、そこに天霊兵装レガリア《デュミナス》が放つ天銀の光が混じり合い、絡み合うように溶け合っていく。

　───この世界には「王」の名を冠する存在が三ついる。

　竜王───最強の精霊・成竜ドラグーンの頂点に君臨する三体の竜。

　魔王───五百年前、魔神の臣下として世界を蹂じゆう躙りんした四柱の【改定者】。

　そして「王権者」。人間の枠を超えた精霊術師に与えられる最強の称号。

　カイム＝トラヴィス＝アガスティア。

　弱冠十五歳にして王権者となった「規格外」。眩まばゆい神気と蒼い霊力を自在に操るその男を人々は蒼き月───【蒼そう月げつの王】と呼んだ。

　大地が鳴動する。

　銀と蒼、神力でも霊力でもない新たなエネルギーとして顕けん現げんした蒼月の光は天を焦がす劫ごう火かのように空間を埋め尽くす。

「……まだそんなの隠してたのかよ」

「切り札ってのは最後まで取っておくもんだろ」

　一目見ただけで分かってしまう強大過ぎる力の結晶。それだけではない。

　───視みえなかった。

　融合昇華シンクロライズはまだ発動している。それなのに未来が全く見えない。

　それはつまり、今のカイムの力が一時的にしろ神霊を超えているということ。

　静せい寂じやくが訪れる。大気さえ張り詰めたような一瞬の無音。

　相対している二人だけではなく数万に達する全すべての観客が察していた。次の攻防で、この戦いに終止符が刻まれると。

　そして───。

「行くぜ……《蒼月蛇皇ウロボロス》!!」

　空間を埋め尽くしていた光が渦を巻く。

　収束する蒼月の輝きは全長五十メートルはありそうな巨大な蛇となり、黒斗を喰くらい尽くさんとばかりに流星のような速度で落ちてくる！

　もはや未来視は意味を為なさない。黒斗は加速して横に躱かわすと最大の重力球を生成、大蛇の眉み間けんへと叩たたき込こむ。触れたものを欠片かけらも残さず圧搾させる黒の領域。しかし大蛇の纏まとう蒼月の鎧よろいはそれを一瞬で消し飛ばしてしまう。

　力じゃない。一切の抵抗も許さず問答無用で重力を弾はじき飛とばしたこれは───。

「《デュミナス》の『貫通』か！」

〈まさか精霊術で概念武装の定義を書き換えたんですか!?　人間の一個体が神器に干渉するなんて、いくらなんでも滅め茶ちや苦く茶ちや過ぎますっ！〉

　迫りくる大蛇から逃れ、連続で重力波を浴びせる。

　しかし蒼そう月げつの鎧よろいに触れた途端、全すべて掻かき消されてしまう。

「やっぱダメだ！　まるで効いちゃいねえ！」

〈こうなれば術者を直接狙ねらいましょう！　ぐだぐだしてると囲まれますよ！〉

　着地の瞬間に重力で床を弾はじき、一気に加速する。

　蒼月の光は全て大蛇の構成に使われている。カイム本人は無防備───。

「そう来ると思ったぜ！　《蒼月蛇皇ウロボロス》、分離！」

　だが、それは罠わな。活路ではなく袋小路。

　カイムの叫びと共に大蛇が無数の光刃へと分離、黒くろ斗との回りを囲んで高速回転しながら球状に展開していく。

「ようやく捕えたぞ。これで───終しまいだ！」

　刃やいばの牢ろう獄ごくが迫る。

　触れた瞬間に切り刻まれる包囲網から抜け出そうと力を溜ためる黒斗だが、何の前触れもなく全身から力が抜けた。

〈黒斗様!?　何してるんですか障壁を！〉

　フェルの叫びも濃霧に霞かすんだように遠い。

　タイムリミット。

　唐突に訪れたそれは容よう赦しやなく黒斗の力を奪い去り、思考が一気に白く染まる。

（あ……これ、まず……）

　朦もう朧ろうとした意識の中で感じたのは絶対的な死の予感。

　もはや身体からだを支えることさえ敵かなわず、自ら無数の刃の中へと倒れこんでいく。異変に気付いたカイムが術を取り消そうとしているが、間に合わない。

　死ぬ───その未来が一瞬先に迫った瞬間、黒斗の奥で何かが弾けた。

　思考が飲み込まれる。

　正体不明の力は黒斗の制御を離れ───闇やみが溢あふれ出だした。

「な───なんだ!?」

　そのときカイムが見たのは、恐怖さえ覚えるほどに濃く深い無明の空間。

　荒れ狂う海のごとく氾はん濫らんする虚無の闇はいとも容易たやすく蒼月の光を喰くらい尽くし、それでも足りないとばかりに闘技場コロツセオを侵しん蝕しよくしていく。

「ちい───ッッ!?」

　喰われる───壮絶な悪寒にカイムが全身全霊で蒼月の光を束ねる。

　そして闘技場もろとも吹き飛ばす一撃を解き放とうとしたところで、闇の中心で灰髪の少年が崩れ落ちた。




『……しょ、勝者……カイム＝トラヴィス＝アガスティア……』




　静まり返る観客の中、勝者を告げる声が響き渡った。





　　　　◆　◆　◆






「……う、あ？」

　黒くろ斗とが目覚めたのは、それからしばらく経たってからのことだった。

　最初に目に入ってきたのは真っ白な天井に簡素なベッド、どうやら医務室で寝かされていたらしい。

「よ～やく起きましたか。このお馬鹿様」

「……フェル？」

「はい。最後の最後にまた無む茶ちやして倒れた黒斗様を懇切丁寧に治してあげた、心優しい素敵な神様・フェルでございますよ～」

　額に青筋を浮かべてこちらを見下ろす神霊フェル。

　声だけ異様に優しいのが、また一段と不気味だった。

「え～っと……フェルさん？　もしかして怒ってる？」

「あはは～逆にどうして怒らないと思ったんですかこのお馬鹿様っ！」

「ごふらっ!?」

　急降下してきたフェルの飛とび蹴げりが額に減めり込こむ。割と本気で痛い。

「なんですか最後のアレ！　あんな理不尽の塊みたいなエネルギー初めて見ましたよ!?」

「いや、俺にも何が何だか……ほとんど意識なかったし」

　思わず手のひらをじっと見つめる。

　自分でも恐ろしいほどの力だった。ほんの少しでも使い方を誤れば全すべてを喰くらい尽くしてしまう───そんな異形の具現化。

「今回は一瞬だったので大丈夫でしたけど、あんな無茶な力の使い方をしてたらいつか本当に死にますよ！　ちゃんと反省してください！」

「分かってるよ───っと……」

　弾みをつけて起き上がろうとしたところで、黒斗はようやくベッドに頭を乗せて眠っているイリアに気付いた。綺き麗れいな金色の髪が真っ白なシーツに散らばっている。

「彼女、凄すごく心配してましたよ」

　肩に降り立ったフェルが告げる。

「大丈夫って何度も伝えたんですけど、意識が戻るまで側そばにいるって聞かなくて。あんまりにも不安そうだったので、ちょっと強引に眠ってもらいました」

　微かすかな寝息を立てて眠るイリア。

　黒くろ斗とがその頭を優しく撫なでると、海のように蒼あおい双そう眸ぼうがうっすらと開かれた。

「あ……くろ、と……？」

「悪い。起こしちまったか？」

　寝起き特有のとろんとした瞳ひとみ。不意にその目元に涙が滲にじみ、黒斗は慌ててイリアをあやすように頭を撫でる。

「こらこら泣くなって。ほら、何ど処こにも怪け我がないだろ？　全然平気だって」

「心配、したんだから……いっぱい、いっぱい……心配したんだからぁ……っ！」

「……そうだな。ごめん」

　ベッドから降りて小さな身体からだを抱き寄せると、イリアは黒斗の存在を確かめるかのように爪つめが食い込むほど強くしがみついてくる。

「怖かった……クロト、死んじゃうかと、思った……っ」

「そんなわけないだろ。俺はお前を置いていなくなったりしないよ」

「うあっ……うあああああああああぁぁぁぁぁぁ……っ」

　感情の堰せきが決壊したように大声で泣きじゃくるイリア。

　それから数十分、黒斗は彼女が泣きやむまで震える小さな身体を抱きしめ続けた。




「お、やっと目が覚めたみたいだな。クロ」

　イリアが泣きやむのを待って医務室を出た黒斗の前に現れたのは、（黒斗の体感では）先ほどまで死闘を繰り広げていた銀髪の男・カイムだった。












「お前、何でここに……」

「俺と戦ってる最中にぶっ倒れたんだ。放ほうっておいたら寝覚めが悪いだろうが」

　近付いてくるカイムの動きは至って正常。軽く三十発以上の重力波を叩たたき込こんだというのに、もう回復したらしい。

「ま、何にせよ大丈夫そうで安心した。もう帰るところか？」

「ああ。これ以上ここに留とどまってる理由もないからな」

　クーとフランは先に帰ってしまった。これから工房アトリエクラリス年に一度の店舗販売がある上に、何か用事があるらしい。

　どちらにせよ、負けてしまった以上は立ち去るしかない。

　黒くろ斗とがカイムに別れの言葉を告げようとしたそのとき、綺き麗れいな銀髪の少女が黒斗の腕に抱きついてきた。

「ク～ロっトさん、お久しぶりです♪」

「うおっ!?　……って、リーゼじゃないか。試合を見てたのか？」

「はい。クロトさんの戦う姿、とても格好良かったですよ」

　黒斗の腕に抱きついたまま、にこにこと可愛かわいらしく笑うリーゼ。その恋人もかくやという振舞いに、イリアは無意識のうちに繋つないだ手をぎゅっと握りしめる。

　だが、少女の行動に最も動揺したのは黒斗でもイリアでもなくカイム。

「……リ、リリリリーゼ？　何してんだ？」

「あら、お兄様。偶然ですね」

　どれだけ動揺しているのか。面白いくらいに震えきったカイムの声。

　対するリーゼは平静そのもの。いや、それより───。

「……お兄様？」

「はい。改めまして……リーゼロッテ＝アガスティアと申します。兄共々、よろしくお願いしますね、クロトさん」

「へえ、兄妹きようだいなのか」

　驚きは少なかった。

　滅めつ多たに見ない銀色の髪もそうだが、顔立ちや雰囲気もどことなく似通っている。

「───で、そのリーゼロッテさんはなにゆえ黒斗様に抱きついているのですか？」

　何が気に喰くわないのか、若干きつい声色で問い詰めるフェル。

　するとリーゼは頬ほおを微かすかに赤く染めて、恥ずかしそうに目を逸そらしてしまう。

「……え、何ですかこの乙女な反応」

　思わせぶりな態度に、イリアとカイムの視し線せんが黒斗に突き刺さる。しかし、そんな周りの反応も気にせず、リーゼは上目遣いで黒斗を見つめる。

「実は、その……先ほどの戦いを見てから、クロトさんの御お姿すがたが頭から離れなくなってしまいまして……」

「え……あ、や、ええっ!?」

「つきましては大事なお話がありますので……どこかで二人っきりになれませんか？」

　恥ずかしそうに頬ほおを赤らめ、熱っぽい潤んだ瞳ひとみを向けてくるリーゼ。思わずくらりとなるほどの可愛かわいらしさに、黒くろ斗との頭の中が真っ白になる。

　そしてリーゼの唇が耳元に寄せられ──。

「───アヴィオールでは随分と御活躍なされたようですね。知ってますよ～、あなたがしたことも、あちらの可愛らしい女の子の正体も、ぜ～んぶ」

　背筋がぞっとするような甘ったるい声で、そう呟つぶやいた。

　浮ついた心が一気に凍りつく。

「くふっ……ね、大事な話でしょう？」

　先ほどまでの可愛らしい表情とはまるで違う、嗜し虐ぎやく的な笑み。

　混乱の極みに達する黒斗を置き去りに、リーゼは黒斗の腕を抱いたまま歩き始める。

「さ、それでは行きましょうか。クロトさん♪」

「ま、待て……お前、なんでイリアのことを───」

「同じだからですよ」

　そう言うと、リーゼはもう一度黒斗の耳元に唇を寄せ───。




「私もあの娘こと同じ、魔神の欠片かけらを宿す存在───特異点です」




　まるで世間話のような気軽さで、衝撃の告白をした。





［第三章］　契約







「……ここに来るのも久しぶりね」

　黒くろ斗とが医務室で眠っていた頃。

　先に闘技場コロツセオを後にしたクー、フラン、エレーネの三人組は東都アガスティア下層の外れにある共同墓地へとやってきていた。

「クー……エルサのほう……先に、行く？」

「……母さんは後にしましょう。先にアイツ──アリスに話したいことがあるから」

「……分かった」

　どこか沈んだ面持ちでやり取りし、クーたちは墓地を進んでいく。（ちなみにエレーネは空気を読んでフランの服の中）

　機甲都市らしく特殊な金属で造られた簡素な墓標。狭い間隔で並べられたそれらを通り過ぎて、三人が向かったのは墓地の端に立つ大樹。その根元に、まるで隠れるようにひっそりと小さな墓標が建てられていた。

「久しぶり、アリス。去年は来れなくてごめんね」

　クーはしゃがみこむと、指先でそっと墓標を撫なでる。

　彼女たち以外、誰一人として悼むことのない友達の死を、世界に仇あだなす悪───魔人として殺された彼女の姿を思い返すように。

「……〈練金アルケミア〉」

　フランがぼつりと呟つぶやくと溢あふれだした霊力が金属へと変わり、墓標の汚れを削そぎ落おとして欠けた部分を修復する。

「フラン、手入れくらい精霊術なしでやりなさいよ」

「こっちの、ほうが……楽、だから」

　そう言って、フランも同じようにしゃがみこんで真新しくなった墓標に触れる。

　───〈練金アルケミア〉。

　無から金属を作り出し、金属の硬度、形状までも自在に操ることができる北方領の貴族エルフリーデの固有術式。北方領でも一、二を争う名門「〈練金〉のエルフリーデ」、中でもフランシスカ＝エルフリーデは幼い頃から「天才」と呼ばれていた精霊術師だった。

　騎士夫婦の一人娘、クーレルカ。

　名門貴族の子女でありながら、親族の謀略によって東都へ追いやられたフラン。

　そして───騎士を志す貧民街スラムの孤児アリス。

　生まれも育ちもバラバラな三人は運命に導かれるように出会い、幼いときを共に過ごしてきた。十年前のあの日までは。

「……もう十年か。月日が経たつのは早いものね」

「……うん」

　かつての温ぬくもりを求めるように、クーとフランは墓標を挟んで座り込む。すると外門の向こう側に、廃はい墟きよと化したかつての貧民街スラムが見えた。

「あそこ、まだ昔のままなんだ。いい加減解体すればいいのに」

「……魔力に汚染されるって……誰も、近づこうとしない、から……」

「汚染って……一番近くにいたアタシたちが平気だったのに？」

　呆あきれるように溜ため息いきをつくクーレルカ。

　機甲都市には特異点を探知する天霊兵装レガリア《オファニム》の範囲内という敷地面積の制限が存在する。そうして平和の上で増加する人口に対応できなくなった結果、誕生したのが貧民街スラムだった。

　劣悪な環境、社会構造から零こぼれ落おちた人々の受け皿。

　そこに捨てられたアリスが特異点として覚かく醒せいしたのは、果たして偶然だったのか。

　魔人として覚醒した彼女は貧民街の人々を一人残らず殺し尽くし、街の中へ侵攻しようとしたところで騎士隊エインヘルに討たれた。クーの母親を含む大勢の騎士の命と引き換えに。

「けど皮肉よね。魔人として残した爪つめ痕あとだけが、あの娘この生きていた証あかしだなんて」

「仕方、ない……アリスの遺品、全部燃やされて……遺灰も捨てられちゃったから……」

「……そうね」

　沈んだ声で答え、クーは遺骨もない空っぽの墓標を見やる。

　少しでも彼女が生きていた証を残したい───そう思って二人で造ったもの。

「……ふう」

　溜息をついて、鬱うつ屈くつした気分を吐きだす。

　ずっと後悔ばかりしてきた。もっと良い方法が、都合の良い未来があったんじゃないかと迷いながら、現実から目を背けて騎士を目指す毎日。貫き通すほどの強い決意も、割り切れるような諦あきらめの良さもなかった。

　けど───今は違う。

「……アリス。アタシね、ようやく一歩踏み出せそうなの」

　その気持ちを伝えるために、ここにきた。

「今はまだ何をすればいいのかも分からないような状態だけど……もう絶対に逃げたりしない。最後まで向きあうから……見てて」

　アリスの存在は魂に至るまで魔神の欠片かけらに喰くい尽くされてしまった。だけど、それでも彼女に届くと信じて、十年越しの誓いを己に刻みこむ。

　やっと言えた───晴れやかな気持ちで空を見上げていると、ふと隣から何か言いたそうな視し線せんを感じた。

「どうかした、フラン？」

「……クー、少し変わった……。やっぱり、クロトのせい……？」

「ちょっと待って。なんでアイツの名前が出てくるのよ」

「だって……好き、なんでしょ……？」

「アンタね……まだそんなこと言ってたの？　遠話で何回も違うって言ったわよね？」

　的外れなフランの指摘に、クーは呆あきれるように肩をすくめる。黒くろ斗とのことを話してからというもの、彼女は頑かたくなにそう主張していた。

　フランは探るような目でじっとこちらを見つめている。何か言わないと納得しそうにない雰囲気に、クーは小さくため息をつく。

「まあ……気になってることは否定しない。けど、フランが言ってるような甘酸っぱいものじゃないわよ。どっちかっていうと興味とか憧あこがれのほうが強いわ」

「……憧れ？　どうして？」

「さっきの試合見たでしょ。アタシは、カイム相手にあそこまで戦える自信はない」

　良い勝負はできる。だけど、自分が何をしようと勝敗は欠片かけらも覆らない───あの戦いを見て、それが分かってしまった。

「自分の強さには自信があるし、今のままでも大抵の相手には勝てると思う。だけど……アタシが目指している場所は、アイツのいる世界は、その程度じゃダメなのよ」

　───本当は、自分で出場してカイムと戦うつもりだった。

　手も足も出なかった相手、絶対に勝てないと思わされた存在と、今の自分は何ど処こまで戦えるのか。かつての諦あきらめてしまったことを覆せるのか───それを確かめたくて。

　だけど、逃げてしまった。

　もし何も変わっていなかったら……自分は一生、あの場所には届かない。そう突き付けられてしまう気がしたから。

「フランはアタシが変わった、って言ってたけど、それは見当外れよ。アタシは何も変わってない。これから変わらなくちゃいけない」

　だから憧れた。自分が躊ちゆう躇ちよしていた場所へ、届かない領域へいとも容易たやすく踏み出した、あの灰髪の少年に。ああなりたいと、思わされてしまった。

「……普通のままじゃ、アイツの隣には立てないのよ」

　強く強く己に刻みつけるように呟つぶやき、クーは弾みをつけて立ち上がる。

「言いたいことも言えたし、そろそろ行きましょ。帰ったら店舗販売の準備しないとね。エレ、衣装は去年と同じ？」

「はい！　言われた通り、クロトさんたちの分も抜かりなく用意してあるのですよ！」

「良し。アタシだけ恥ずかしい思いをするのは嫌だからね。アイツらも道連れよ」

　小さな墓標に背を向けて歩き始めるクーレルカ。

　フランはどこか遠くに見えるその背中をじっと見つめ───。

「クー……やっぱり、変わったよ……」

　道みち標しるべを失った迷子のように、寂しげな声で呟いた。




「…………」

「あ、クーさん。お帰りなさい」

「へ～……これが工房アトリエですか。初めて見ました♪」

　霊光晶エーテルを仕入れてから工房に戻ったクーを迎えたのは、領家の姫リーゼロツテが興味津々に仕事場を歩き回るという予想外な光景だった。

「……何これ、どういう状況？　なんで彼女がここにいるの？」

「あー……いや、リーゼが来たいって言うから……」

　問い詰めるような目に弱々しく答える黒くろ斗と。

　───立ち話もなんですから、クロトさんの部屋にお邪魔してもよろしいですか？

　そう言い出したのは、自ら特異点と名乗った銀髪の少女・リーゼロッテだった。

　アヴィオールでの一件やイリアのことを知っているという彼女。本当だとしたら何が目的なのか───断るという選択肢はなかった。

　フェルたちには何も言っていない。リーゼの真意が分からないこともあるが、「他言無用に願います。お互いのために、ね？」と言われては黙らざるを得ない。

「来たいって……アンタ、いったいお姫様とどういう関係なの？」

「関係も何も先日会ったばっかり───って、お姫様？」

「王族の血を引いてる上にあの美び貌ぼうでしょ。この街じゃ皆そう呼んでるの。それより、どうして彼女が───」

「私からお願いしたんですよ、クーレルカさん。どうしてもクロトさんと二人っきりでお話がしたかったもので」

　二人の間に割り込む形で黒斗の腕に抱きついてくるリーゼ。その瞬間、工房の外から剣けん呑のんな視し線せんが黒斗に、正確にはリーゼと組まれた腕に突き刺さった。

「……それじゃ、あそこで物騒な気配を垂れ流してる不審者は？」

「お兄様は昔から心配性なもので」

　くすくすと笑うリーゼ。一行の視線の先には眼力だけで人を射殺せそうな目をした銀髪の青年、カイム＝トラヴィス＝アガスティアがいた。

　一応隠れているつもりなのか看板の後ろで屈かがんでいる。だが辺りに撒まき散ちらした殺気のせいで悪目立ちしていて───はっきりいえば、もの凄すごく間抜けな姿だった。

「これっていわゆるあれだよな……兄馬鹿？　シスコン？」

「アタシたち、あんなのに負けたの……？」

　その姿に呆あきれる敗北者二人。とても試合で鬼神のごとき力を振るっていた人間とは思えない───というか、情けなくて見たくなかった。

「お兄様のことはお気になさらず。実害はないと思いますので」

「いや、なんかすっごい睨にらまれてんだけど……リーゼ、とりあえず離れてくれない？」

「お断りします♪」

　笑顔で言い切り、リーゼは身体からだを密着させるように強く抱きついてくる。

　小さいながらも充分柔らかい膨らみが二の腕に押し付けられ───一段と強烈な殺気が黒くろ斗との身体からだを叩たたき、背筋に悪寒が奔はしった。

「……くふっ」

　顔を引きつらせる黒斗を見て、リーゼが一瞬だけ嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべる。

　薄々気付いてはいたが、今確信した。

　このお姫様、相当なサディストだ。

「うぅ……」

「イリアちゃん、痛い痛いです～……」

　その一方で、密着する二人を見て不機嫌そうに唸うなるイリア。しかし直接引ひき剥はがす勇気はないのか、代わりにフェルをぎゅっと抱きしめている。

「はぁ……また面倒なことになった……」

　呆あきれ果てたクーの呟つぶやきが、その場の雰囲気を物語っていた。

「……まあ何にせよ、話は後にしてもらえるかしら？　すぐに店舗販売の準備に入らないと間に合わないのよ」

「ああ、毎年やってるってやつか。そうか、負けたら手伝えって言ってたな」

「いつもだったらアタシとエレだけで充分なんだけどね。今年は去年の在庫も丸々残ってるから人手が足りないの。それに、昨日も言ったけど給料も出るわよ」

「良し、すぐやろう！」

　給料という単語に一も二もなく飛びつく。

　賞金という当初の当てがなくなってしまった以上、少しでも旅の資金を稼がなければ。いくら特異点イリアの気配は抑え込んでいるとはいえ、いつ特異点探知オフアニムに見つかるか分からない機甲都市に長居するわけには───。

「……？」

　思考に違和感を覚える。

　少し考えて、すぐにその正体に行き当たった。

「私が本当に特異点なら、どうして探知されていないのか……不思議ですか？」

「───っ!?」

　考えていたことをそのまま言い当てられて心臓が飛び跳ねる。

　もはや仮面にしか見えないお淑しとやかな笑みを浮かべて上目遣いで見つめてくるリーゼ。ただの偶然にしては、あまりに正確すぎる指摘。

　───まさか、思考を読んだのか？

「はい。それが私の能力ですので」

　頭の中で思い浮かべた疑問に答えるリーゼ。それでようやく合点がいった。

　特異点は魂に宿した魔神の欠片かけらの影響で高度な精霊術を行使できる。イリアなら大怪け我がも一瞬で治す治癒能力。リーゼの場合、それが他人の意識に干渉する類なのだろう。

　だとしたら、イリアやアヴィオールでの一件を知っていた理由は───。

「……厄介な能力だな。記憶まで読み取れるのか」

「そうでもありませんよ。欠点もありますから」

　否定の言葉はない。それが何よりの答えだった。

「ちょっとクロト。こそこそ内緒話なんかしてないで、こっちの話を聞きなさいよ」

「ああ、悪い」

　ひとまずリーゼのことは置いておくしかないだろう。

　心の中で「話は後で」と告げると、彼女は微かすかな笑みを零こぼして離れていく。露骨に外の殺気が弱まるのを感じつつ、黒くろ斗とは改めてクーに向き直る。

「それで、俺たちは何をすればいいんだ？」

「やることは簡単よ。こっちが用意した衣装に着替えて接客すればいいだけ。商品の値段は全部同じだから、手間はかからない───っと、そうだ。悪いけどお姫様、ここにいるつもりなら表の不審者アレどうにかしてくれない？　割と本気で迷惑なんだけど」

　クーは顎あごで工房の外───具体的にはそこから黒斗にガンを飛ばしているカイムを指す。あんな殺気立った人間に居座られては営業妨害もいいところだ。

「ふふっ、不審者ですか。確かにそうですね……分かりました。お兄様にはお引き取り願いましょう」

　愉快そうな笑みを零してカイムの元に向かうリーゼ。すると（本人的には）隠れていたカイムが慌てて彼女に駆けよる。

「リーゼ！　大丈夫か、アイツに変なことされてないか!?　何かあったらお兄ちゃんがぶっ飛ばしてやるから、ちゃんと言うんだぞ？」

「誰がするか。むしろ逆だっての」

　シスコン全開な台詞せりふを吐くカイムに小声で突っ込む黒斗。というか、カイムが「ぶっ飛ばす」と言うと洒落しやれにならないので止やめてほしい。

　もはや試合で放っていた覇気など微み塵じんも感じさせないカイムに、リーゼはたおやかな笑みを浮かべ───。

「お兄様、目ざわりなので消えてくださいな」

　直球で毒を吐きだした。

「リ、リリリーゼ？」

「そろそろ準決勝が始まる時間ですよね？　こんなところで油を売っている余裕はないのではありませんか？」

「いや、でもな？　俺はお前のことが心配で───」

「私のことならお気になさらず。今日は一日クロトさんと一緒にいるつもりですから♪」

　瞬間、ミシリと空気が軋きしんだ。

「クロトさんはお兄様と互角に渡り合ったほどの御お方かた。《従士シユバリエ》の称号を持つクーレルカさんもいらっしゃいますし、お兄様がいなくても全く問題ありません。それに……クロトさんとは二人っきりでお話がしたいので……」

　まるで恋する乙女のように頬ほおを染めてうつむくリーゼ。

　本性を知っている黒くろ斗とでさえ勘違いしそうになるほど魅力的な表情。するとおそらくはリーゼの狙ねらい通りカイムの全身から凄すさまじい殺気が立ちのぼり、その全すべてが黒斗だけに叩たたきつけられる。

「……このお姫様、まじで性た質ちわりぃ───うおっ!?」

　気け圧おされるように黒斗が一歩引いた瞬間、カイムが目の前に「出現」する。

「おいこら、クロォ……」

「なんだよ───って近い近い！」

「もし万が一、億が一にも妹に手を出してみろ……身体からだ中じゆうの骨一本残らずすり潰つぶしてやるからな。覚悟しとけよ」

　低い声で物もの凄すごく物騒なことを告げて、カイムは蒼あおい霊力を纏まとって優に数十メートル跳ちよう躍やく、視界からあっという間に消えていった。

「……カイムさんなら、普通にできそうですね」

「だから怖いんだろうが……」

　フェルの呟つぶやきに、黒斗は顔をひきつらせて答えるしかなかった。

　厄介な邪魔者も去り、一行は改めて店舗販売の準備を始めることに。ひとまず売り場となる入口付近を片付けた後、黒斗はエレーネから渡された衣装に着替え───。

「おおっ、良くお似合いなのですよ！」

「そうかぁ？　なーんか着られてる感が凄いんだけど……」

　姿見を覗のぞき込こめば黒の燕えん尾び服ふくに身を包んだ自分が見える。

　着る人が着れば細身で格好良く見えるであろう礼服。しかし乱雑に切きり揃そろえられた灰髪と戦いの疲労で覇気のない瞳ひとみのせいで残念な感じになっている。

　慣れない服装に襟えり元もとを気にしつつ、一階へと降りる黒斗。ちらっと外を覗いてみれば、すでに開店を待つ人々が長い行列を造っていた。

「凄い数だな。いつもはアレを三人で捌さばいてたのか」

「ああ、いえ。店舗に出るのは毎年エレとクー様の二人だけなのです」

「二人だけ？　フランは？」

「何言ってんのよクロト。あのぼ～っとしたフランに接客なんて出来るわけないでしょ」

　答えたのはエレーネではなくクーレルカ。彼女も接客用の衣装に着替えていた。

　白と黒の二色で彩られたクラシカルな正統派メイド服。

　肌の露出は最低限、派手な装いもない清せい楚そな出いで立たちは凛りんとした彼女の雰囲気とミスマッチかと思いきや、不思議なほど良く似合っている。いつもは三つ編みで纏めている髪も真まっ直すぐ下ろしていて、それがまた彼女が内に持つ可か憐れんさを際立たせていた。

　端的に言えば───。

「……すっげえ可愛かわいい」

　気が付けば、思ったことをそのまま口にしていた。

　一瞬だけきょとんとするクーだが、それが自分に向けられたものだと理解して火を噴きそうな勢いで真っ赤にする。

「かわ───っ!?　ばっ……ばっかじゃないの!?　いきなり何言ってんのアンタ!?」

「わ、悪い！　その、そういう服も新鮮で良いっていうか、つい本音が……」

「ぅな───っ」

　うっかり滑らせた言葉に、クーの顔がさらに赤くなる。

　黒くろ斗とも黒斗で今さら自分の発言が恥ずかしくなったのか、二人して顔を赤くしたまま俯うつむいてしまう。何となく声をかけ辛づらい、気恥ずかしい雰囲気。

「その、なんていうか……ありがと。アンタも意外と似合ってるわよ」

　恥ずかしいのか、視し線せんを逸そらしたまま指先で髪の毛を弄いじるクーレルカ。

　その反応が何だかとてもいじらしくて、黒斗は思わず苦笑してしまう。

「意外って何だよ。はっきりと似合わないって言えばいいだろ」

「褒めてるんだから素直に受け取りなさいな。でも、その中途半端な髪だけは何とかしたほうがいいわね……ちょっと待ってて」

　クーは適当な紐ひもを取り出すと自然な流れで黒斗の正面に立ち、頭の後ろに手を伸ばして髪を纏まとめ始める。ちょうど抱き合うような体勢。

「……なんで正面からやるんだよ」

「あ……や、いつもフランにこうしてたから、つい……」

　自分の体勢に気付きながらもそのまま続けるクーレルカ。背丈が違うので少し背伸びする形になり、結果として彼女の身体からだが黒斗に強く押し付けられる。

「う……」

　先ほど密着したリーゼとはまた違う、しなやかな柔らかさ。

　程よい大きさの胸は腹のあたりでふにゃりとひしゃげ、むにむにと女性らしい感触を存分に主張している。さらに形のいい唇が少しかがめば触れられるほど近く、黒斗はごくりと生なま唾つばを呑のみこむ。

「……あんまりこっち見ないでよ。さすがに恥ずかしいわ」

「なら一いつ旦たん止やめて後ろに回ればいいだろうが……」

「やだ。ここで引いたら、なんかアタシが負けたみたいじゃない」

「なんだそれ」

　それっきり無言になり、静かな工房に紐が擦こすれる音だけが響く。

　柔らかい感触の向こうから、トクントクンと心臓の鼓動が伝わってくる。頬ほおを赤く染めてこちらを見上げるクーは、思わず見み惚とれてしまうほど可愛かわいらしくて───。

「……いやー、甘酸っぱい空気でございますねー」

「───っ!?」

　聞こえてきた声に、二人して弾はじかれるように飛とび退のいた。

「え、ええええエレ!?　いつからいたのよ!?」

「最初からいましたです。まあ御お二ふた人りとも互いのことしか見えてなかったようなので、仕方ないのですよ」

　にまにまと意地の悪い笑みを浮かべて囃はやし立たてるように飛びまわるエレーネ。完全にからかいに来ている。

「昨日は否定してましたが、やっぱり良い人が出来たんじゃないですか～！　これは是ぜ非ひとも御主人様に報告なのです♪」

「ちょ、ちょっと待ちなさい！　まさかフランに言うつもり!?」

「当然じゃありませんか。ではでは～」

「エレえええええええええっ！　待てって言ってんでしょうがああああああああっ！」

　フランのいる作業場に向かったエレーネを追って駆け出すクー。

　動きにくいメイド服にもかかわらず霞かすむような速度で走り去っていった直後、階段からフェルとイリアが降りてくる。

「妙に騒がしいですが、何かありましたか？」

「ん、まあちょっとな……お！　イリア、その服よく似合ってるじゃないか！」

「そ、そうかな……？」

　黒くろ斗との前に立ち、くるりと一回転するイリア。

　彼女の衣装は童話に出てくる少女が着ていそうな青いエプロンドレス。イリアが持つ可愛かわいらしさを前面に押し出した服装で、キラキラと煌きらめく金色の髪と相まって思わず抱きしめたくなるほど愛らしい。

「良く似合ってるよ。他のヤツに見せたくないくらいだ」

「あ……えへへ」

　優しく頭を撫なでると、イリアは恥ずかしがりながらもふにゃっと表情を蕩とろけさせる。

　嬉うれしそうな彼女の笑顔に、黒斗の頬ほおも自然と緩み───そこで、一階にいるべき人物がいないことに気付いた。

「なあ、リーゼは何ど処こに行ったんだ？　面白そうだから見学するって言ってたよな？」

「黒斗様に飽きて帰っちゃったんじゃないですか？　今は居座られても迷惑ですし、こちらに集中しましょうよ」

「……そうだな」

　目的があるのなら、また接触してくるだろう。

　黒斗は軽く襟えり元もとを直すと、商品の棚だしをするべく倉庫に向かった。




　それからは全員大忙しだった。

　準備を終わらせて開店した直後に行列を作っていた人々が大挙して流れ込み、黒斗たちは一気にその対応に追われることに。

　その慌ただしさや、この半分でもクーとエレ二人で捌さばいていたとは思えないほど。値段が均一に設定されていなかったら間違いなく会計で潰つぶれていた。

「これ、明らかに価格帯違うよな？　同じ値段にしちゃっていいのか？」

「在庫放出で採算度外視なのですよ。試作品や趣味で造ったものばかりですし、売れるだけで万々歳なのです！」

「そこ、無駄口叩たたいてる暇ないわよ！」

　そんなこんなで慣れない服にも苦戦しながら接客と会計を繰り返し、開店から一時間が経たった頃には商品棚に並んだ精霊機甲は半分近くに減っていた。

「そろそろ補充しといたほうがいいわね。クロト、残りの棚だしお願い！」

「分かった！　フェル、少し外れるぞ」

　自分の持ち場をフェルに任せ、黒くろ斗とはぼーっと座り込むフランの前を横切って工房奥の倉庫へ。

「残ってるのは小さいやつだけか。こりゃ時間がかかりそうだ」

　倉庫には片手で持てる匣はこ型がた精霊機甲がずらり。一つ一つは大した手間ではないが、この量となれば表と倉庫を何往復もしなければならない。

「……ぼやいても仕方ないか。うしっ、早いとこ済ませて───」

「ク～ロっトさん♪　ばあっ！」

「うおおおおおおっ!?」

　気合を入れて仕事に取り掛かろうとした瞬間、背後から軽く背中を押される。

　前につんのめる形で振ふり返かえるも、黒斗は商品棚に背を預ける形で正面から襲撃者───リーゼロッテに抱きつかれ、未発達ながらも充分に女性らしい肉体が、狙ねらってやっているとしか思えないほど強く押し付けられる。

「リーゼ!?　お前いったい何ど処こから───」

「ふふっ、驚いた顔も可愛かわいいですね」

　ドレスのような薄い生地の向こうから、花の蜜みつのような甘い香りが漂ただよってくる。

　否いや応おうなしの本能を刺激する異性の匂におい。リーゼという女の子の魅力に思考をかき乱されながらも、黒斗は一つの疑問を覚えていた。

　───コイツ、どうやってここに入ってきた？

　機甲術師の工房には貴重なものも多く、廊下では暇なフランが座り込んでいた。いかに彼女がぼーっとしていても、目の前を横切られて気付かないはずがない。

　思い返せば、最初に出会ったときもそうだった。

　リーゼは普通に歩くことも困難な人の流れの中を平然と逆行していた。誰ともぶつかることなく、まるで実体のない幽霊のように。

「女の子と二人っきりなのに考え事ですか？　つれない方ですね」

　左手で艶なまめかしく黒斗の頬ほおを撫なでるリーゼ。

　その手首に不思議な輝きを放つ銀色の腕輪を見つけ、黒斗は目を見開いた。

「……《デュミナス》」

「正解です。お兄様のものとは能力が異なりますが」

　天霊兵装レガリア───神霊が残した奇跡の結晶体。

　リーゼは左手を頬ほおに当てたまま、さらに身体からだを寄せてくる。

「右手グングニルはあらゆる防護を打ち抜く矛。そして私の持つ左手は盾。物理的なものだけではなく視し線せんや意識、《オファニム》の探知さえ弾はじく概念防壁……それが、この〈天元盾アイギス〉の力です」

　物理的な攻撃や精霊術を弾く文字通りの「盾」だけではなく、自分に向けられる意識や視線を弾くことで認識操作の疑似迷彩さえ可能にする銀の腕輪。その能力は特異点が無自覚に漏れ出している力の残ざん滓しさえも隠し通す。

　それが《デュミナス》。アガスティア王家に伝わる矛と盾、二個一対の天霊兵装レガリア。

　そんなものまで持ってるのか、と心の内で舌打ちする黒くろ斗と。

　心と記憶を読み取る精霊術に加えて隠おん形ぎようの力を併せ持つ盾。能力が変則的過ぎる。単純に戦闘力が高い相手よりも遥はるかに厄介で面倒だ。

「……ふ～」

「うひゃあっ!?」

　そんなことを考えていると何の脈絡もなくリーゼが耳に息を吹きかけてきた。くすぐるような柔らかい吐息に、背筋に気味の悪い感覚が奔はしる。

「くふっ、可愛かわいい声……ぞくぞくしちゃうじゃないですかぁ」

「おまっ、いきなり何を───」

「私の精霊術って、効き目に個人差があるんですよね」












　黒くろ斗との抗議を無視し、リーゼはいきなり話を切り替える。

「大抵の人は触れただけで記憶も全部読み取れますけど、クロトさんのは霧がかかったみたいにぼやけてるんです。こうして密着していても記憶どころか思考もろくに読み取れません。そういう相手には、どうすればいいと思います？」

「……分かるわけないだろ」

「───動揺させればいいんです」

　簡潔に告げて、リーゼは黒斗に触れた指先を頬ほおから首筋へとゆっくり滑らせる。

　触れるか触れないかのぎりぎりの感覚で、リーゼの指が妖あやしい曲線を描く。

「相手が平静を失えば失うほど心は読みやすくなる。もっとも、クロトさんの場合はそれでも『そのとき強く思っていること』を読むだけで精一杯ですが。こんなに読みづらいのはお父様やお兄様以来です」

「……だから、か。お前が妙に引っ付いてくるのは」

　───動揺させて、心を読みやすくするため。

「さてとクロトさん、ここからが本題です」

　そう言うと、リーゼはしなだれかかるように黒斗の首の後ろに両手を回してくる。

　先ほどのクーと似たような体勢。そこからリーゼはさらに身体からだを押し付ける形で、耳元に唇を寄せ───。

「特異点の情報、欲しくありませんか？」

「……どういう意味だ」

　緊張と羞しゆう恥ち、二つの意味でどくどくと騒ぐ心臓の鼓動を抑えながらなるべく平静を装って問い返す。動揺すれば心を読まれる。

「私は数百年前に行われた特異点に関係した実験資料を持っています。これを読み解けば何か分かるかもしれませんけど、非常に強力な封印が施されていまして。私ではどうにもならないんですよ」

「俺に、その封印を解けと？」

「お兄様の術を打ち破った貴方あなたなら簡単でしょう？」

　リーゼは現領主トラヴィス公の娘、アガスティア王族の末まつ裔えいだ。かつての王国アガスティア絡みの機密文書を持っていても不思議はない。もしそれが本当ならば、何としても手に入れなければ。

「どうやら、興味を持っていただけたようですね」

「分かってるくせに聞くんだな」

「ふふっ……ではこの後、私と一緒に王城に来てもらえますか？　そこで───」

「な、何やってるのクロト!?」

　不意に叫び声が親しげに抱き合っている（ようにしか見えない）二人を貫く。

　倉庫の入り口で立ちすくんでいたのは青いエプロンドレスを着た金色の少女。

「イ、イリア!?　なんでここに!?」

「あら、見つかってしまいましたね。クロトさん」

「───ッ！」

　するりと黒くろ斗とから離れるリーゼ。

　するとイリアは彼女の痕こん跡せきを上書きしたいかのように抱きついてきて、「ふーっ！」と猫みたいにリーゼを威い嚇かくする。だが当のリーゼは悠然と服の乱れを直すと綺き麗れいに一礼する。

「お仕事中に失礼いたしました。それではクロトさん。デート、楽しみにしていますね」

　最後に余計な一言を告げて、リーゼはあっさり倉庫から出ていく。

「……クロト。デートってどういうこと？」

「あ、いや、その……」

「ちゃんと、説明して」

　全身から不機嫌な空気を発しつつ、ぎゅうっと強くしがみついてくるイリア。

　問い詰めるような眼まな差ざしに見み据すえられ、黒斗はどう伝えたものかと頭を抱えた。





　　　　◆　◆　◆






　倉庫での密会から一時間後。

　大盛況のまま在庫を売り尽くして閉店した後、不満げなイリアを何とか説得した黒斗は約束通りにリーゼと王城へ向かうことに。

　だが（何な故ぜか）腕を組んで大通りを進む二人の表情は晴れない。

「まだついてきますね」

「……そーだな」

　あからさまに二人───否いな、黒斗だけに突き刺さる剣けん呑のんな視し線せん。その主は後ろを振ふり返かえるまでもなく確定的に明らかだった。

「ぐぎぎ……っ。あのクソ野郎……俺の可愛かわいい妹と腕なんか組みやがって……っ」

　頭の悪い台詞せりふと一緒にメキメキと何かが軋きしむ音が聞こえてくる。今度は何が圧搾されたのか……正直見たくない。

　工房からずっと後をつけてくる実の兄カイムに、さすがのリーゼも呆あきれ顔がお。

「あの様子では城の中まで付いてきそうですね。お兄様にも困ったものです」

「〈天元盾アイギス〉でどうにかできないのか？　視線を防げるんだろ」

「今も使ってますよ。ですが、残念なことに同じ《デュミナス》を持つお兄様には効かないんです。もっとも、それはクロトさんも同じですけどね。どうしてなんでしょう？」

　黒斗は何も答えず、探るように見つめてくるリーゼから目を逸そらす。

　どうやら【改定者】や救世主絡みのことは彼女にも読み取れていないらしい。

「けどお兄様は本当に目障りですね……撒まいちゃいましょうか♪」

「え……？　うおっ!?」

　言うなり、リーゼは黒斗の腕を引いて細い脇道に飛び込む。そして慣れた足取りで入り組んだ路地を進むと、少し離れた場所から再び大通りに出た。

「……随分と手際が良いな」

「ありがとうございます。念のため、この辺りで少し時間を潰つぶしておきましょうか」

　皮肉も軽く受け流され、黒くろ斗とは肩をすくめて辺りを見回す。と、視界の端に見知った顔を見つけた。相手───透明感のある白髪の少年もこちらに気付いたようで、軽く手を上げて近付いてくる。

「クロトじゃないか。二日ぶりだね」

「よおシトリー。ここで商売してたのか」

「まあね。召礼祭は僕みたいな根無し草でも出店できる貴重な機会なんだよ」

　東都への移動で世話になった流る浪ろうの商人シトリー。外見こそ十代前半の少年だが、その正体は百年以上生きている人型の精霊。その瞳ひとみがもの珍しそうに露店を見て回るリーゼを捉とらえ、驚いたように見開かれる。

「……アガスティアのお姫様じゃないか。クロト、面白い人を連れているね」

「リーゼのこと知ってるのか？」

「もちろん。彼女自身もそうだけど、先祖に当たる救世主トラヴィス……彼の成し遂げた偉業はあまりに有名だからね。ほら、こんな風に」

　そう言ってシトリーが荷台から取り出したのは一冊の本。

　王国アガスティアに召しよう喚かんされた救世主トラヴィスの伝記のようで、表題には「従士シユバリエ」や「魔王」といった単語が載っている。

「……魔王？　魔神じゃないのか？」

「魔王というのは魔神が生み出した四体の魔獣のことさ。それぞれが国一つを相手取れるほどの強大な力を持っていたと言われるよ」

　シトリーの話を纏まとめると、こうなる。

　大陸の中央に坐ざした魔神は己の手足たる四柱の魔王を生み出し、東西南北それぞれに侵攻させた。普通の魔獣とは違って魔神の一部───つまり【改定者】の力を与えられた魔王は限られた強つわ者もの以外では戦うこともできない存在だったらしい。

「そして東に侵攻してきた魔王を迎え撃ったのが救世主トラヴィス。そして彼に付き従った二人の従士シユバリエ───仮面の戦士マクベスと、アガスティア王家に伝わる天霊兵装レガリア《デュミナス》を持った姫騎士フィオナ。三人は死闘の末に魔王を追い詰め、神の力を借りて異界に封印したという話だ。……まあ五百年も前の話だから、どこまで本当かは分からないけどね」

　そう締めくくって本を荷台に戻すシトリー。

　するとタイミングよくリーゼが声をかけてきた。

「クロトさん。そろそろ行きましょうか」

「ああ。……じゃあなシトリー、また機会があったら立ち寄るよ」

「うん。あ、最後に一つ。クロト、君は《異界送り》という言葉を知ってるかな？」

　先に歩き始めたリーゼの後に続こうとしたところで、唐突に質問が投げかけられる。

　脈絡のない言葉に首を傾かしげるも、黒くろ斗とは記憶を漁あさって正直に答える。

「知らないな。異界って単語から察するに、さっきの魔王の話が関係してそうだが」

「関係ないわけじゃないけど、ちょっと違うかな。《異界送り》っていうのは数百年前まで東都にあった刑罰の一つさ。重罪人や街の手に余る存在を神の力をもって異界に追放する……醜いとは思わないかい？」

「……？　なにが言いたいんだ？」

「五百年前に魔王を押しつけただけじゃない。異界は数百年に渡って流罪地として街の、引いては世界の受け皿にされてきた。汚いものや見たくないものから目を逸そらした、見せかけだけの綺き麗れいな景色……その裏側を知ったとき、君は何を思うのかな」

　そのとき感じたものを何と呼べばいいのだろうか。

　底の見えない、得体の知れない何かを目の当たりにしたような感覚。

　引きずり込まれる───理由もなくそう感じて、黒斗は思わず目を逸らす。

「……お前の言ってることは、良く分からん」

「そうかもね。ごめん、今の言葉は忘れて。ほら、急がないとお連れさんを見失うよ」

　不穏なものを感じながらも、黒斗は先を行くリーゼの後を追って歩き出した。




　東都の頂上にそびえ立つ王城は、間近で見るとまた一段と巨大な建物だった。

　大戦時代から在り続けるという王国アガスティアの象徴たる白き巨城。何か特殊な金属が使われているのか、はたまた精霊術の恩恵か。外壁は微かすかな白光を纏まとっており、その在り様は溜ため息いきが出るほど美しい。

　城門へと続く階段を上っていく二人。

　すると城門前で警備に当たっていた衛兵二人組がそれぞれ武器に手をかける。

　あからさまに黒斗を警戒した雰囲気。もっとも、リーゼのほうは〈天元盾アイギス〉の力で見えていないのだろうが。

「……どうするんだ？　俺一人じゃ確実に止められるぞ」

「分かってますよ。まあ見ててください」

　自信たっぷりに歩み寄っていくリーゼ。銀の腕輪はいつの間にか光を失い、衛兵たちは突然現れた領家の姫に、慌てて姿勢を正して敬礼する。

「お、お嬢様!?　外出されていたのですか!?」

「警備ご苦労さまです。通ってもよろしいですか？」

「は、はぁ……。ですが、そこの男は……」

　訝いぶかしげな視し線せんが黒斗に突き刺さる。

　いかに仕えている相手が連れてきた客人とはいえ、身元の分からない人間を城内に通すのは門番として許可できないのだろう。

「彼は私と懇こん意いにしている貴族の方ですよ。この城にも何度か訪れているのですが……覚えていませんか？」

　と、リーゼが妙なことを言い出した。

　騙だます気があるのかと言いたくなる稚ち拙せつな嘘うそ。正しい情報は一つとしてなく、門番が誰であっても間違いなく疑うであろう言葉。

「ああ、そういえばそうでしたね。失礼致しました。どうぞ、お通りください」

　しかし衛兵たちはあっさり態度を翻ひるがえして道を空けるばかりか、貴族というリーゼの言葉を信じきっているかのように敬礼まで送ってくる。

「……リーゼ。お前、精神操作まで出来るのか」

「長く思考を読み取ってきた相手に限られますけどね。城内の人間は二人の例外を除いて全員掌しよう握あく済みです。私の命令一つで彼らは喜んで自分の喉のどを掻かき切るし、私のために命を捨てる死兵となりますよ」

「……っ!?」

　たおやかな笑みを浮かべるリーゼに、ぞくりと悪寒が奔はしる。

　今さらながら実感した。

　リーゼロッテ＝アガスティア。彼女は───危険だ。

　イリアのように欠片かけらの力に振り回されているのではなく、完全に己のものとしている。彼女がその気になれば、街の一つや二つ簡単に支配できるだろう。

「さあクロトさん、行きましょうか」

「……ああ」

　底知れない恐怖を感じつつ、黒くろ斗とはリーゼと共に城内を進む。

　目的の資料はリーゼの私室にあるらしく何度も侍女や執事とすれ違ったが、黒斗の存在が不審に思われることはない。掌握済みというのは本当のようだ。

　そして豪ごう華か絢けん爛らんな大広間を抜けたところで、黒斗は金剛石ダイヤモンドに似た鉱石で造られた像を見つけて足を止めた。天女のような装いといい、フェルによく似ている。

「クロトさん？　神霊の像がどうかしましたか？」

「……やっぱり神霊なのか、これ」

「ええ。五百年前、王国アガスティアに降臨された神霊、ヴァーチ様。私とお兄様の持つ《デュミナス》を生み出した方だそうです」

　神霊ヴァーチ、その名前は以前にフェルから聞いた覚えがある。

　フェルの姉に当たる神霊六姉妹の五女で、確か「ヴァー公」とか呼んでいた。事あるごとに勝負をふっかけてくる負けず嫌いな性格だったらしいが、像を見る限りは神秘的な少女といった印象しか受けない。

「……クロトさん。申し訳ありませんが少し隠れていただけますか？　面倒な方に見つかったようなので」

　不意に、リーゼが小さな声で呟つぶやいた。

　感情の消えた能面のような表情。本来の自分を完全に覆い隠したリーゼを見て、黒斗は素早く像の陰に身を隠す。その直後、廊下の奥から壮年の男が現れた。

「こんにちは、お父様。何か御用ですか？」

「……また城を抜け出していたようだな、リーゼロッテ」

　カイムやリーゼと同じ銀色の髪。厳格という言葉を形にしたような声と氷のように冷たい瞳ひとみは、相対する者の心を否いや応おうなしに引き締めてくる。

　今さら素性を確認するまでもない。

　この男が領主トラヴィス公。救世主の名を受け継ぐ為政者の頂点。

「見張りの眼めを晦くらましてまで、いったい何をしていた？」

「これは妙なことをおっしゃいますね。外出禁止を申しつけられた覚えはありません。何ど処こで何をしようと自由のはずですが？」

「必ず誰かを同行させろと命じていたはずだ。ただでさえお前は日常的に城を抜け出したりと問題行動が多い。これ以上何かあれば、わざわざ付け入る隙すきを与えることになる……何度も言わせるな」

「それは申し訳ありません。何分、貴方あなたと他家の権力抗争には興味がないもので」

　にこやかな笑みを浮かべるリーゼの一言に、辺りの空気が軋きしむ。

　向かい合ったまま互いに表情を崩さない二人。先に引いたのは領主トラヴィスだった。

「……明日の式典の準備もある。以後はみだりに出歩くな」

　最後の最後まで冷たい声で告げて踵きびすを返す領主。その姿が完全に見えなくなったところで黒くろ斗とは物陰から出た。

「随分と険悪な雰囲気だったな。仲悪いのか？」

「あまり好ましい人物でないのは確かですね。為政者としては優秀ですが、人間味というものが完全に欠落していますので」

　たおやかな笑みで告げるリーゼ。そこに親族の情といったものは一切感じられない。

「……母親は？」

「七年前に事故で亡くなりました。さあ、あの人が戻ってくる前に行きましょう」

　冷めた声で告げて、リーゼは再び歩き始める。

　なぜだろう。その背中はどうしようもなく寂しそうに見えてならなかった。




「どうぞ。ここが私の部屋です」

　王城の三階、その一番端にリーゼの私室はあった。

　品の良い調度品の数々に天てん蓋がい付きのベッド。煌きらびやかなドレスが何着も収められたクローゼットなど、まさしくお嬢様といった風情の一室。

「……ここが？」

　だけど、それだけだった。

　この部屋を見ても何も感じない。どんな人間が住んで、どうやって暮らしているのか。その光景が全く見えてこない。

　綺き麗れい過ぎるほどに綺麗な部屋。そこにリーゼロッテ＝アガスティアという少女の個性は何ど処こにもなかった。彼女の演じる「淑女」の仮面があるだけ。

「それでは、早速本題に入りましょうか」

　それを見て思ってしまった。

　自室でさえ己を表せないのなら、本当の彼女の居場所は何処にあるのか。

　特異点───この世に混こん沌とんをもたらす災厄の種であり、仮かり初そめの平和を守るための生いけ贄にえ。どんなに取り繕おうと、この世界にとって彼女たちは害悪でしかない。

　きっと彼女は誰にも、家族にさえも心を許していない。

　この殺風景な部屋を見て、それが分かってしまった。

「ありました。これが例の資料……王城地下の禁きん忌き書庫に収められていた、かつて王国で行われた特異点の実験資料です」

　クローゼットを漁あさっていたリーゼが取り出したのは球状の精霊機甲。両手で抱えられる程度の大きさで、表面には硝がら子すに似た半透明の鉱石が多数飾られている。

「投影書館アルマデルという古代の精霊機甲です。視覚情報を記録して空間に投影するものなのですが、以前に言った通り強力な封印が施されています」

「お前じゃ破れなかったのか？　誰かを操ってやらせるとか」

「すでに試しましたが、無駄でした。お兄様なら難なく突破できるでしょうが、あの人はお父様と同じく数少ない『操れない人間』ですから」

「それで俺に目を付けたってわけか」

「はい。お兄様と互角に戦ったクロトさんなら充分可能でしょう？」

「簡単に言ってくれるな……」

　フェルなしでは微弱な力しか使えない───それが柊ひいらぎ黒くろ斗とに課せられた制約。

　だが黒斗には一つの予感があった。

　昼間の試合、最後に感じた万物を喰くらい尽くす異質な力。あれをほんの少しでも引き出せれば───。

「……試してみるか」

　深く息を吐き出す。

　力の大きさは問題ではない。必要なのは純度であり精度。だとすれば今の状態でも出来るはずだ。

　試合の感覚を思い返しながら人差し指に小粒の重力球を生成する。だが───。

「違う、これじゃない」

　これではただの重力の塊でしかない。それではダメだ。

　この際、重力という固定観念は捨てる。重力に見える何か、触れるもの全すべてを喰らい尽くす「黒」───イメージするのはそれだけ。

（……いける）

　朦もう朧ろうとした意識の中で覚えた感覚が蘇よみがえってくる。

　そして───その指先に虚無が顕けん現げんした。

　大きさは直径わずか数センチ程度。しかしそれはそこにあるだけで光を、時間を、空間を飲み込むほどの深く冥くらい深しん淵えんを宿している。

「リーゼ、危ないかもしれないから少し離れてろ」

　極小の球体が投影書館アルマデルの纏まとう不可視の結界に触れる。すると一切の抵抗も許さず深淵は封印術式の一部を喰くらい、整合性を失った術式は乾いた音を立てて弾はじけ飛とんだ。

「よしっ、上う手まくいった！」

　叫んだ瞬間、少しだけ意識が遠のく。さすがにフェルのサポートなしではきつい。

「御苦労さまでした、クロトさん。では早速……投影書館アルマデル、起動」

　リーゼが手をかざすと、球状の精霊機甲はまるで蕾つぼみが花開くように展開。

　中心部に据えられていた動力源たる霊光晶エーテルが眩まばゆい光を放ち、それに反応して表面に飾り付けられた硝がら子すのような鉱石が空間に映像を投影する。

「さあ、それでは順に見ていきましょうか」

　心なしかリーゼの声も弾んで聞こえる。かく言う黒くろ斗ともこれまで何の進展もなかった特異点の情報に緊張を隠せない。

　だが映像が再生された直後、二人の期待は一瞬にして打ち砕かれた。

「……なんだ、これ」

　黒斗の声は悲鳴に掻かき消される。

　そして同時に、この記録が禁きん忌き書庫に所蔵された上に封印処理までされていた理由も分かってしまった。

　ああ、なるほど。確かにこれは永遠に秘匿されるべきものだ。

　それは特異点内部にあるとされる魔神の欠片かけら、その抽出実験の記録群だった。

　最初の映像は解剖実験。欠片を物質的なものと捉とらえ、複数の治癒術師を用意した上で特異点の肉体を生きたまま切り開いていく。

　特異点が死ねば欠片は転移してしまう。だから殺さない。

　頭を切り開かれようと臓器をすり潰つぶされようと、実験中に死ぬことだけは許さない。そうしてただ生きているだけの地獄を味わわせて、分かったのは「欠片は物質的なものではない」ということだけ。この実験のために十四人の特異点が「解体」された。

「……やめろ」

　実験は続く。次に行われたのは、精霊術を用いた魂への干渉実験。

　欠片を概念的、あるいは霊的エネルギーとみなし、特異点の精神体に術者の意識を同調させる───そのために行われたのは精神的抵抗を極限まで減らすための拷問。

　被験者のことなど何も考えていない強引な干渉に耐えきれず、二十三人の特異点が物言わぬ廃人となった。欠片は霊的なもの、ただそれだけを知るために。

「……もういい」

　それでも実験は終わらない。

　今度は欠片かけらを抽出するべく精神的苦痛によってわざと魔人化を進行させて───。

「もうたくさんだ!!」

　振るった腕が投影書館アルマデルを壁に叩たたきつけ、映像が止まる。

　怒りで頭がおかしくなりそうだった。

　人を人と思わぬ非人道的実験の数々。いや、実験を行った彼らは本気で特異点を人間と思っていなかったのだろう。そうでもなければ、あんな惨むごたらしい真ま似ねができていいはずがない。

「狂ってる……っ」

「そうですか？　特異点の扱いなんてあんなものだと思いますけど」

　さらりと信じられない台詞せりふを言い放ち、リーゼはひびの入った投影書館を拾い上げる。

「完全に壊れちゃってますね。いくら腹が立っても物に当たるのはダメですよ」

「あ……わ、悪い」

「まあ、別に良いですけどね。あの感じだと大した情報は入ってなさそうですし」

　リーゼは普段通り笑っていた。

　目を覆いたくなるほど悲惨な記録を目の当たりにして、自分と同じ存在がどんな目にあってきたのか、その一端を垣かい間ま見みてなお、綺き麗れいで穏やかな笑みを浮かべていた。

「……なんで、そんな顔ができるんだよ」

　気付けば、口が勝手に動いていた。

「……？　突然どうしたんですか、クロトさん？」

「どうしたじゃない。なんであんなものを見せられて笑ってられるんだよ！　お前だって同じ特異点なんだろ!?　もし誰かに正体がばれたら───」

「七年。私が特異点になってから、もうそれだけの年月が経たちました」

　黒くろ斗との言葉を遮さえぎり、リーゼは静かな声で告げる。

「何か勘違いしているようなので言っておきますが、私は別に是が非でも自分の中にある魔神の欠片をどうにかしたいわけではありません。《デュミナス》のおかげで見つかる心配はありませんし、最も恐れるべき魔人化も防いでくれます。人を操れるというのも中々便利ですし」

　本来得られるはずのない平穏な生活。

　それだけじゃない。彼女には領家の姫という何をするにも不自由のない身分もある。

「消せるのなら消してあげてもいい……私のとって欠片というのは、その程度のものでしかないんですよ」

　全すべてを拒むような柔らかい微笑ほほえみに、黒斗はそれ以上何も言えなくなってしまう。

　このままじゃ駄目だ。何か、何か言わないと───理由の分からない焦燥感に駆られる黒斗に、リーゼはそっと唇を寄せ。

「それとも……代わりに、貴方あなたが私の全てになってくれるんですか？」

　そのとき、黒斗の脳裏に浮かんだのはイリアの笑顔。

　何を犠ぎ牲せいにしても助けると決めた大切な少女───彼女さえ満足に救うことができないというのに、他の誰かに手を差さし伸のべようというのか。

「……今日はもうお帰りください。明日は一日中忙しいので、もしかしたら会うのはこれが最後になるかもしれませんね」

　別れをほのめかすリーゼの言葉も遠く、黒くろ斗とは黙って顔を伏せるしかなかった。





　　　　◆　◆　◆






　王城の外に出ると、いつの間にか日は暮れていた。

　夕焼けに照らされて朱色に染まった階段を、黒斗は重い足取りで降りていく。

　───これで良かったんだ。

　今自分が第一に考えるべきはイリアのこと。一ヶ月も進展がないというのに、他のことにかまけている余裕などあるはずがない。

「……くそ」

　分かっている。それなのに───どうしようもなく心がざわつく。自分でも良く分からない何かが感情を掻かき立たて、「放ほうっておくわけにはいかない」と叫び続ける。

　深呼吸して、ドロドロと鬱うつ屈くつした思考を吐きだす。

　とにかく、今日のことをフェルに話してみよう。あんな胸むな糞くそ悪い人体実験でも何か得るものがあるかもしれない───そんなことを考えながら階段を降りていく黒斗だが、その行く手を遮さえぎるように銀髪の男が立ちはだかった。

「……カイム？　何してんだ、こんなところで？」

「お前を待ってたんだよ。たぶん王こ城こだろうと思ってたからな」

　訝いぶかしむ黒斗に、カイムは小さく呼吸を整え───。

「……話がある。ちょっと面貸せ」

　刀剣を思わせる鋭い眼まな差ざしで、そう告げた。





［第四章］　簒奪







「……はぅ」

　歳とし相応の可愛かわいらしい溜ため息いきが朱色に焦げた室内に響く。

　開店時の混雑が嘘うそのような静せい寂じやくに包まれた工房アトリエクラリス。その隅っこで縮こまるようにして、イリアは静かに黄昏たそがれていた。

　海のような蒼あおい瞳ひとみはどこか憂ゆう鬱うつな色を帯び、寂しさを埋めるように人形ドールサイズの神霊・フェルをぎゅっと抱きしめる。

「……溜息、これで十二回目ですね。そんなに黒くろ斗と様のことが気になりますか？」

「別に、そういうわけじゃ……」

「そうですか。黒斗様、今ごろリーゼさんと仲良くしてるころですかね」

「……っ」

　露骨に嫉しつ妬とを煽あおられ、苦しそうに表情を歪ゆがめるイリア。

　予想通り───いや想像以上の反応を見て、フェルはやれやれと肩をすくめる。

（まったく……愛されてますねー、黒斗様）

　それだけに、今日一日の彼の行動には疑問が浮かぶ。

　確かにリーゼは見目麗しい少女だ。街を歩けば数多あまたの男が目を奪われるだろう。だが、その程度で彼がイリアを蔑ないがしろにするとは思えない。

（何か事情がある……そう考えるべきでしょうね）

　それも、自分にさえ隠すほど大きな事情が。

「……わたし、嫌な娘こだよね」

　ぽつりと、小さな呟つぶやきは夕暮れに溶けていく。

　寂しげに顔を伏せるイリアに、フェルは優しく続きを促す。

「嫌な娘……ですか？」

「わたしにはもうクロトしかいないから……クロトがいなくなったら、また一人ぼっちになっちゃう。だから……」

　───ずっと側そばにいてほしい。

　イリアという少女について、分かっていることは少ない。

　特異点であること。二十年近く封印されていたこと。

　そして、この世界で一人ぼっちであること。

　二十年。イリアの年齢を考えれば家族が生きていても不思議ではない年数。だが今まで彼女が家族や故郷について話したことは一度もない。

　亡くなってしまったのか、あるいは捨てられたのか───事情があることはすぐに分かった。だから具体的なことは何も聞いていない。

「ひどいよね。たくさん迷惑かけてるのに、もっと一緒にいたい、もっと見てほしい……そんな風に思っちゃうの」

　幼い独占欲。

　誰もいない真っ暗な絶望を知ってしまった少女は、温ぬくもりに飢える。

（……女の子ですね～）

　その根底にあるものを察して、フェルは口元に笑みを浮かべる。

　きっと彼女は戸惑っているのだろう。

　自分の中に生まれた初めての感情。熱くて冷たくて暗くて温かい、そんな不安定で揺らぎやすく、それゆえに強過ぎる想おもいに。

「不安ですか？　リーゼさんに……いえ、他の誰かに黒くろ斗と様を取られることが」

「……この辺がね、きゅうってするの」

　イリアは自分の胸に手を当てる。

「本当はクロトに『行かないで』って言いたかった。でも、ダメだよね。いっぱい大切なものをもらってるのにそんなわがまま言ったら……迷惑、だよね」

　それはイリアという少女の性質。彼女は溜ため込こんだ感情を飲み込むには幼すぎ、また思うがまま振舞えるほど子供でもなかった。

　このままでは降り積もった想いが彼女を追い詰めてしまう。だから───。

「いいんじゃないですか？　甘えちゃっても」












「……え？」

　そのガス抜きは自分の役目だ。

「イリアちゃんはちょっと考え方が大人過ぎますね～。もっと子供らしく自分に素直になっていいんですよ」

　腕から抜け出し、フェルは不安に揺れるフェルの瞳ひとみと向き合って告げる。

「寂しいなら思う存分甘えればいいんです。少し厳しい言い方かもしれませんが、イリアちゃんは子供です。誰かの庇ひ護ごを受けなければ生きていけない……どんなに背伸びしてもそれは変わりません」

「……うん」

「迷惑なんてかけられるだけかけちゃいましょう。いつか成長したときにまとめて返せばいいんです。大人のふりなんかしてると鈍感な黒くろ斗と様は『一人でも大丈夫なんだな』とか勝手な判断して、もっと離れていっちゃいますよ？」

「そ、そんなのダメ！　クロトと一緒にいるんだもん！」

「もちろん、分かってますよ～♪」

　にこにこと見透かしたような優しい笑みを浮かべるフェル。

　イリアはちょっぴり不機嫌そうに頬ほおを膨らませる。

「……フェル、意地悪」

「ごめんなさい。素直になれないイリアちゃんがとってもいじらしかったもので」

「う～……でも、ありがと。クロトが帰ってきたら……たくさん甘えてみる」

「はい。頑張ってください」

　フェルが腕の中に戻ると、イリアはその小さな身体からだをぎゅっと抱きしめる。

　先ほどまでとは違う、イリアらしい優しさと温かさに満ちた抱ほう擁よう。

　心地よい雰囲気に浸りながら、イリアは灰髪の少年に想おもいを馳はせる。

　───まだかな。早く帰ってこないかな、と。





　　　　◆　◆　◆






「さてと。落ち着いて顔を合わせるのはこれが初めてだな、クロ」

　小高い山のような形をした東都アガスティア。その上層。

　斜面に沿って作られた街並みや街をぐるりと囲む門の外、鋼鉄に彩られた内部とは対照的に自然豊かな外界まで一望できる望遠台に、黒斗とカイムの姿はあった。

　すでに日は傾き、空には鮮やかな朱色と静かな夜の色が綺き麗れいに混じっている。

　哀あい愁しゆうと虚むなしさが入り混じったそれは、召礼祭という祭りイベントに浮かれていた時間を戒めているようにさえ思えた。

「改めて名乗る必要もないだろうが……カイム＝トラヴィス＝アガスティアだ。試合では久しぶりに楽しませてもらったよ」

「そりゃどーも。俺は楽しむ余裕なんてなかったけどな」

　けっ、と不機嫌そうに肩をすくめる黒くろ斗と。

　こっちは文字通り死力を尽くしたというのに、それが「楽しかった」では堪たまったものではない。負け惜しみの一つも言いたくなるというものだ。

「それで、話ってのは？　どうせリーゼのことだろうが」

「……さすがに分かるか」

「俺とお前の繋つながりなんてそれしかないだろ。随分と熱烈な視し線せんをくれてたしな」

「ま、それもそうだな」

　皮肉も軽く受け流し、カイムは鉄てつ柵さくに寄りかかって黄昏たそがれに染まる街を見下ろす。

　黒斗もつられて視線を下げると、空を覆い始めた夜の闇やみに映えるように光り輝く水晶が街の至るところに確認できる。

　一般的な光源である発光匣ルクスではない。

　霊光晶エーテル───霊源地ウルズや大霊源地グラン・ウルズでのみ採掘できる精霊機甲の核。霊力を蓄える性質を持ったそれが地表に露出し、青白く発光しているのだ。

　光度を優先させた人工灯ルクスとは違う、幻想的なものを思わせる自然光。

　さらに大地から噴き出した霊力によって活性化した霊樹が小さな七色の発光体を零こぼし、それがシャボン玉のようにゆっくりと天に昇っていく。

（確か、一年に一度だけ霊力が一気に噴き出す日があるんだったな）

　街に来る道中、シトリーから聞いた覚えがある。

　街中に霊力が満みち溢あふれる特別な日、それが明日の召礼祭最終日。当日は霊樹もさらに活性化し、霊光晶は街中を覆い尽くすほどの光を発すると言う。立ち上る七色の光片は綺き麗れいな星を描きだし、それを目当てに訪れる人も多いとか。

　以前訪れたアヴィオールは鋼鉄の街、夥おびただしい数の精霊機甲が重なりあって構築された街並みだった。黄昏たそがれ時どきが良く似合うと言い換えてもいいだろう。

　だがこの街───アガスティアは違う。

　列車や飛空挺などの大型精霊機甲も充分多い。けどそれらが自然を崩さない見事な調和を果たし、異国情緒ならぬ異世界情緒を構築している。その極めつけは、やはり街の頂上にそびえ立つ王城だろう。

「……あの城、五百年前から建ってるんだよな」

「みたいだな。外壁が全部白霊鋼アダマンタイト製って言われたら納得だけどよ」

　世界最硬の金属、白霊鋼アダマンタイト。

　高密度の霊力が結集したときにごく少量だけ生成される金属であり、その希少性は金剛石ダイヤモンドを遥はるかに上回る。霊的防御にも優れており、天災級術式アルスマグナ並みの精霊術でないと傷をつけることさえ敵かなわない。

「なあクロ。リーゼの部屋を見て、どう思った？」

　カイムが問いかけてきたのは、そんなことを考えているときだった。

「リーゼの部屋の感想？　何だそれ？」

「良いいから答えろよ。入ったんだろ？」

「……何もなかった」

　真剣な雰囲気に気け圧おされ、感じたままを正直に告げる黒くろ斗と。

　一切取り繕うことのない台詞せりふにカイムは小さく喉のどを鳴らして笑う。

「はっきり言うじゃねえか。まあ同感だけどな」

「昔からあんな風だったのか、お前の妹は」

「いや、昔は今と正反対の明るい娘こだったよ。好きなぬいぐるみとか玩具おもちやが部屋にたくさん転がっててな、清掃係の侍女が随分困ってた」

「……あのリーゼがぁ？」

　はっきりいって、今の彼女からは想像できない。

　黒斗の知っているリーゼは「淑女」という言葉を体現している少女で、その本性にしても明るいというよりはひねくれているというほうが適切だ。

「アイツが変わったのは七年前……母さんが事故で亡くなってからだ。その頃から段々と人を寄せ付けないようになって、今では一人でいるのが当たり前になっちまった」

「七年前……」

　確かリーゼが特異点になったのも七年前。

　母親の事故死と同じ年……これは偶然なのだろうか？

「だけど、今日は違った。久しぶりに自分の意思で誰かと一緒にいるリーゼが見られた」

　真まっ直すぐこちらを見み据すえるカイムの瞳ひとみに、思考が打ち切られる。

「お前が初めてなんだ、変わっちまったリーゼが自分から近付いた人間は。クロ……お前が初めてなんだよ」

「…………」

　黒斗は何も答えられない。

　リーゼが自分に近付いてきたのは打算的な目的があってのことだ。カイムが想像しているような話じゃない。あくまで封印術式を破らせて特異点関連の情報を得るため───。

（……ん？）

　自分の思考に微かすかな引っかかりを覚える。

　何か違う、何か見落としている───だけど、その違和感の正体が分からない。

「お前たちの間にどんな繋つながりがあるのか、詮せん索さくするつもりはない。リーゼがお前にだけ事情を話したのなら、そうするだけの理由があるんだろうよ」

「……なら、何のために俺を待ち伏せしてたんだ？」

　てっきり妹との関係を問とい質ただすためかと思っていたら違うらしい。

　するとカイムは小さく深呼吸して───。




「……無理を承知で頼む。アイツの、リーゼの側そばにいてやってくれないか」




　そう言って深く深く頭を下げた。

「お前といるときのリーゼは、本当に楽しそうだった」

　黒くろ斗とが呆あつ気けにとられる一方、カイムは頭を下げたまま言葉を続ける。

「アイツの笑顔が見られたのは本当に久しぶりだったんだ。だから、ほんの少しでもいいんだ。力になってやってほしい」

　真まっ直すぐな言葉が胸を打つ。

　そんなカイムが眩まぶしくて直視できず、黒斗は目を逸そらしてしまう。

「……違う。カイム、お前の勘違いだ。リーゼが俺に近付いてきたのは……」

　───本当に？

　脳裏に浮かぶのは領家の淑女リーゼロッテ＝アガスティアの微笑ほほえみではなく、背筋がぞくぞくするような小悪魔的で嗜し虐ぎやく的な表情。黒斗が知る、リーゼという少女の魅力。

　───あれは、あの笑顔は。

　───彼女の本心だったんじゃないのか。

「……っ」

　胸のあたりに微かすかな痛みが奔はしる。

　まただ。偶たま々たま交わった二つの線が離れるだけのこと。それだけのはずなのに、何かが引っかかって離れてくれない。

「……カイム。一つだけ聞かせろ。どうしてお前はそこまでする？　単に妹だからってだけじゃないだろ。お前にとって、リーゼは何なんだ？」

「また難しいことを聞いてくれるな」

　小さく笑い、カイムは昔を思い出すように遠い目をする。

「……俺はずっと一人だった。自分で言うのもあれだが、霊力も身体能力もずば抜けてたからな。次期領主って肩書きもあって、友達と呼べる人間は誰もいなかった」

　生まれながらの特別───いや「異常」。

　それがどんな扱いを受け、どんな目で見られてきたのか。同じ「異常」である黒斗は痛いほど良く分かる。

「でも、あいつは……リーゼだけは違った」

　リーゼロッテ＝アガスティアは普通の少女だった。

　容姿こそ飛び抜けて可か憐れんだったが、兄カイムと違って特別な才能を持っているわけでもない。それでも家族というだけで、二人は同じ時を過ごしてきた。

　どこにでもいる、当たり前の兄妹きようだい───それが全て。

「特別仲が良かったわけじゃない。それでも、ただ側にいてくれた……それだけのことがどうしようもなく嬉しかったんだよ」

「…………」

「そのときに思ったんだ。俺の力はきっと、この娘こを守るために与えられたんだって」

　そこにある何かを幻視するかのように、自分の手を空にかざすカイム。

　その強い意志を秘めた瞳ひとみを見て分かってしまった。

（……ああ、そうか）

　なんてことはない、同じなんだ。

　柊ひいらぎ黒くろ斗とがイリアと出会って力の意味を見み出いだしたように。守るべき存在を得てどうしようもない人生から救われたように。

　───コイツも、リーゼに救われたんだ。

「……そこまで大切に思ってるのに、俺にリーゼを任せるのか？」

「俺だって出来るなら自分の力で何とかしてやりたかったさ。どうしてよりにもよって男なんかを俺の可愛かわいい可愛い妹に近付けさせなきゃならねえんだよ」

「おい殺気漏れてるぞ殺気」

「でもダメなんだよ。俺じゃどうすることも出来なかった。だから……頼む」

　もう一度、深く深く頭を下げて懇こん願がんしてくるカイム。

　表情は見えない。だけど「ぎりっ……」と歯を食いしばるような音が聞こえて、黒斗の中で何かが揺れ動いた。

　どうして、そこまで出来る？

　悔しいはずだ。気に喰くわないはずだ。自分の無力さを思い知らされているに等しい。

　それなのに───。

「……時間をくれ。少し考えたい」

　自分の中にある迷い、その正体をはっきりさせなければ。

　今何となくのまま答えてはいけない───何も分からない中、それだけは確かだった。




　工房アトリエクラリスに戻ると、日はすっかり沈んでいた。

「あ、クロト！　お帰り！」

「ただいま、イリア」

　こちらを見つけて駆け寄ってきたイリアを軽く抱きとめる。ずっと外で待っていたのだろうか、その身体からだは驚くほど冷たい。

「わざわざ外で待っててくれたのか？　ごめんな、寒かっただろ」

「ううん。少しでも早くクロトに会いたかったから」

　見ているだけで幸せになりそうな笑顔。

　寒さで赤くなった頬ほおに手を当てると嬉うれしそうに目を細める彼女を見て、改めて彼女を守りたいと思い直す。

　自分もカイムと同じだ。この笑顔を守るためなら何だって出来る。

　そのはずなのに。

　───それとも……代わりに貴方あなたが私の全すべてになってくれるんですか？───

　イリアと他の誰かを天てん秤びんにかけるなんて出来るはずがない。だけどあのときのリーゼの寂しそうな声が、孤独を押し隠したような表情が、頭にこびりついて離れない。

「クロト？　どうしたの？」

「……何でもない。それよりフェルに話したいことがあるんだけど、いないのか？」

「はいはーい。ここにいますよー」

　もこっとイリアの髪の合間から飛び出してくるフェル。どうやらイリアの服の中で暖を取っていたらしい。

「お帰りなさいませ、黒くろ斗と様。デートは楽しかったですか？」

「そんなんじゃないっての。だからイリアもむくれないでくれ」

「う～……」

　ぷくっと頬ほおを膨らませるイリア。ほっこりしてくるような可愛かわいいさだった。

「それで黒斗様、私に話というのは？」

「ああ、そうだった。実はイリアの中にあるものについて、ちょっと情報があるんだ」

「欠片かけら絡み、ということですか」

　その瞬間、フェルの顔付きが変わった。

　色恋沙ざ汰たをからかう悪戯いたずらっ子から、超越者たる神霊へ。

「部屋で詳しく聞かせてください。誰かに聞かれるのは好ましくないので」

「ああ。イリアも一緒に来てくれ」

「……うん」

　何ど処ことなく緊張した様子のイリアを連れて、一行は工房の二階にある黒斗の部屋へ。

「……なるほど、人体実験ですか。確かにそういうことが行われていても不思議ではありませんが、やはり聞いていて気分の良いものではありませんね」

　一通りのことを聞いたフェルは小さく吐き捨てる。考え込むように宙を舞う彼女は一見すると冷静に見えるが、その声は抑えきれない怒気を孕はらんでいた。

　イリアは青ざめた顔で肩を震わせている。

　過去の話とはいえ、自分と同じ特異点を使った非人道的な行為の数々。気にするなというのが無理な話だろう。

「けど黒斗様。これって国家機密レベルの情報ですよね？　いったいどうやって……」

「偶然だよ。ちょっとそういうのに触れられる機会があったんだ」

　適当に言葉を濁にごす黒斗。

　入手経路を話すと、どうしたってリーゼのことは避けて通れない。今はまだ彼女のことを二人に話す気分にはなれなかった。

「それで、何か役に立ちそうな情報はあったか？　正直、俺には得るものがあるとは思えなかったんだけどさ」

「そうですね。参考になるかどうかは分かりませんが……精霊術による魂への干渉というのは少し興味を惹ひかれました」

「それって心が壊れちゃった実験のことだよね……？」

「ええ。といっても私が着目したのは結果ではなく過程のほうですけど」

　フェルは何ど処こからか指し棒を取り出し、空中に図面を描き始める。

「精神体───つまり魂への干渉はそう簡単なことではありません。人の意識というのは基本的に異物を拒絶するようにできていますから。その実験では対象を精神的に疲労させることで無理やり突破したようですが、それでは魂が負荷に耐えられません。だからそんな結果になってしまったと思われます」

「……それはつまり方向性としては間違ってない、ってことか？」

「欠片かけらは魂に宿っているから、どうにかするためには魂に干渉しなければならない───論理的には何も間違っていません。といっても、精霊術では不可能に近いと言わざるを得ませんけどね」

「ふーん……」

　なら精霊術でそれを成し遂げたリーゼの力、ひいては彼女に宿る欠片はそれだけ強力ということだろう。そんなものを宿して七年───いかに天霊兵装レガリアの守護があるとはいえ、人の心が耐えられるものなのだろうか。

「黒くろ斗と様？　難しい顔をしてどうしましたか？」

「ああ、いや……そうだ。精霊術じゃ厳しいって話だけど、お前はできないのか？　弱ってるって言っても神様だろ？」

「フルパワーの私なら余裕ですけど、今は無理ですね。それに、仮に干渉できたとしても【改定者】の一部である欠片は私と相性最悪です。あくまで主体は黒斗様じゃないと」

「要は俺がお前の力を使えればいいわけか。そんな都合のいい真ま似ね……あ」

　あるじゃないか。

　神ならざる身にして神の御み技わざを行使する───そんな御都合主義チート技が。

「「……融合昇華シンクロライズ」」

　黒斗とフェルの声が重なる。

　カイムとの戦いで使ったのは「瞳ひとみ」の共有による未来選択の権能。だがそれは副産物に過ぎない。その本質は黒斗を主体とした神霊との高次元的融合。

　元々、二人の融合は歪いびつだった。あくまで黒斗の能力制御を補佐するためのもの、融合というよりはフェルという処理機能を外付けしたような状態。

　だが、融合昇華シンクロライズは違う。

　本来の意味での融とけ合あい───言ってしまえば【改定者】柊ひいらぎ黒斗でも神霊フェルでもない存在へ上り詰めるための技。

「試してみる価値はあるか？」

「ですね。あの状態の私たちなら欠片に干渉できるかもしれません。……イリアちゃん」

　高度を下げ、まっすぐイリアを見つめるフェル。

　その真剣な瞳に、イリアも自然と背筋を正す。

「私たちは今言った方法を試してみたいと思います。もちろん細心の注意を払うつもりですが……どうしたって不安因子は残ります。それでも構わないと言うなら───」

「いいよ。やろ？」

　迷うことなく即答したイリアに、フェルも黒くろ斗とも一瞬だけ呆あつ気けに取られる。

「イリア、本当に良いのか？　最悪、その場で魔人化が進行するかもしれないんだぞ」

　何が起こるか分からない以上、その可能性は否定できない。

　あの存在が食い荒らされる恐怖は彼女が一番よく知っているはず。それなのに、イリアの顔には脅おびえの欠片かけらもない。

「大丈夫だよ。二人のこと信じてるから」

　───信頼。

（……まいったな）

　そんな顔をされては引くに引けないじゃないか。

「フェル、指示してくれ」

「……力の制御は私に任せてください。黒斗様にお願いしたいのは主に二つです」

　覚悟を決めた黒斗の瞳ひとみに、フェルも迷いを捨てる。

「一つは言うまでもなく欠片の吸収。これは【改定者】である黒斗様にしかできません。そしてもう一つ……ちょっと言いづらいんですが、少しでも成功確率を上げるためにイリアちゃんとの繋つながりを強くしてほしいんです。できれば心身ともに」

「繋がりを……強く？」

　首を傾かしげる黒斗に、フェルは何な故ぜか気まずそうに目を逸そらす。

「先ほども言った通り、今の私には独力で魂に干渉できるだけの力がありません。ですから、その分を二人に補ってもらいたいというか……」

「そう言われても、具体的に何をすればいいんだ？」

「うえっ!?　あー、それはそのー……」

　一ヶ月、一ヶ月も待った。

　彼女を救うと決めて旅立ってから何の進展もなかった無為の時間。その中でようやく見つけた希望の糸───絶対に逃すわけにはいかない。ましてや些さ細さいなミスで失敗するなどあってたまるか。

　そんな黒斗の想おもいを察したのか、フェルは視し線せんを彷徨さまよわせ───やがて消え入りそうな声で呟つぶやいた。

「…………です」

「ん、なんだって？　よく聞こえなかったから、もう一度言ってくれ」

　窓を揺らす夜風にかき消されてしまうほど小さな声。

　黒斗が聞きかえすとフェルはもう一度、先ほどよりほんの少しだけはっきりと答える。

「だから……っ。せ……うい、です」

「声が小さいっての。もっとはっきり言え」

「う、うううううぅぅぅ～……あー、もーっ！」

　再三にわたる請求に、フェルは苛いら立だつように桜色の髪を振り乱し。




「だから！　性行為です！　肉体的にまぐわえって言ってんですよ！」




　即死級の爆弾を投下した。

「……………………は？」

　時間が止まる。

　世界そのものが活動を止めてしまったかのような静せい寂じやく。その中で、フェルの言葉が頭の中でぐるぐると回り続ける。

（…………せい、こうい？）

　強く「繋つながる」という言葉。フェルの言いづらそうな態度。肉体的なまぐわい。

　ここまで言われたら、どんな馬鹿でも分かってしまう。

「せいこ───っ!?　お、お前いきなり何言ってんだ!?　頭のネジ何ど処こに置いてきたっ！」

「ああああああだから言いたくなかったんですよおおおおおおおおおっ！」

　器用に空中で頭を抱えて転がるフェル。だが今の黒くろ斗とにはそれを気にする余裕もない。

「あ、あうあうあうあう……あうう……」

　イリアは赤い顔で口をぱくぱくさせている。

　そして海のように蒼あおい瞳ひとみが黒斗を捉とらえ───。

「っ!!」

　その行為を想像してしまったのか。火を吹きそうな勢いで顔を真っ赤にし、俯うつむいてしまうイリア。

　その反応は嫌がっているものではなく。

　むしろチラチラと上目遣いでこちらの様子を窺うかがってくる瞳は、羞しゆう恥ちに染まりながらも何処か期待していて───。

「フェルうううううううううううっ！　おまっ、どうしてくれんだこの空気！」

「わ、私のせいにしないでください！　魂の接続には粘ねん膜まく接触が最適なんです！　できる限り成功確率を上げるために最善の選択肢を挙げただけじゃないですかっ！」

「だからって選よりにも選ってそれかよ！　できるわけねえだろうがッ！」

　そう、できるわけがない。

　可能か不可能かは別にしても、イリアはまだ子供だ。越えちゃいけないラインくらいは分かっている。

「なしだ、なし！　何か別の方法、倫理的に問題ないやつ！」

「同じ粘膜接触のキスなら……効力はだいぶ落ちますけど」

「ぐ……っ。キ、キスか……」

　キスならぎりぎりセーフ……いやアウトだろうか。比較対象がアレ過ぎていまいち判断に困る。

「手を繋つないだり、抱き合ったりとかは……」

「論外です。魂の最奥に干渉するとなれば最低でも粘ねん膜まく接触でないと」

「いや、でも───っ」

「あ、あのっ！　わたし、大丈夫だから！」

　会話を遮さえぎるようにイリアが声を張り上げる。

　黒くろ斗とと視し線せんを合わせると顔を赤くして目を逸そらしてしまうが、小さく深呼吸してたどたどしく言葉を紡ぐ。

「キス、しなくちゃいけないんだよね。クロトなら、いいから……」

「いいって……ダメだろ。そういうのは将来のために取っておかないと」

　言い聞かせるようにしゃがみこんで目線を合わせる。

　だが。

「クロトは……わたしとするの、いや……？」

　羞しゆう恥ちで赤く染まった頬ほお、上目遣いの潤んだ瞳ひとみ。

　体勢、状況シチユエーシヨン、台詞せりふ───それら全すべてが混じり合って暴力的なまでの可か憐れんさとなり、黒斗の思考を彼女イリア一色に塗りつぶす。

「……分かった。やろう」

　それ以外の答えなど、あるはずもなかった。




「…………」

「……あぅ」

　立ったままというわけにもいかず、ベッドに座って向かいあう黒斗とイリア。

　妙な緊張感が漂ただよっていた。

　初めて……ではない。一ヶ月前にフェルと一度だけしたことがある。だがあのときは戦闘中だった上に、してきたのはフェルのほうだった。

　だから自分からするのは、これが初めて。

「では始めましょう。黒斗様、失礼します」

　黒斗の肩に降り立ったフェルがそのまま身体からだの中に沈み込んでいく。

　融合。そして完全に同化したまま、二人は心の中で同時に呟つぶやく。

　───融合昇華シンクロライズ。

〈それでは、打ち合わせ通りに。興奮して盛ったりしちゃダメですよ？〉

　かなり失礼なことを言って（彼女なりに場を和ませようとしたのだろう）、黒斗の内部で力を練り込むフェル。

　魂の深奥に接続する神の御み技わざ。その発動を待ってから黒斗はイリアの肩に手をかける。

「それじゃ……するぞ」

「……うん」

　どくんどくんと心臓が跳ねる。

　微かすかに顎あごを上げて目ま蓋ぶたをぎゅっと閉じるイリア。こうして間近で見ると、改めて彼女の幼さを強く感じ取ってしまう。

（───よし）

　時間が経たつと躊躇ためらってしまいそうで、黒くろ斗とは決心すると軽く身を乗り出し───。




　差し出された小さな唇に、そっと口付けした。




　触れたのは一瞬だけ。

　それでもぷっくりとした桜色の唇は本当に柔らかくて、黒斗はずっとこうしていたい欲望を押し切って身体からだを離す。

「は、ぁ……っ……。しちゃった……クロトと、キス……しちゃった……♪」

　唇が触れた部分を指でなぞり、うっとりとするイリア。

　幼い外見とミスマッチな「異性」の顔を垣かい間ま見みて、黒斗は慌てて目を逸そらす。

「フェ、フェル！　今ので大丈夫か!?」

〈何言ってるんですか。あんな一瞬で繋つなげられるわけないでしょう〉

　黒斗にしか聞こえない声は呆あきれかえっていた。

〈キスは欠片かけらの回収が終わるまでずっとしていること。それと、黒斗様は「キス」を意識し過ぎです。必要なのは唇を通じてイリアちゃんの奥に入っていくイメージ……そう言いましたよね？〉

「う……っ。ってことは───」

〈もう一回お願いします。私の力にも限りがあるので、今度はちゃんとしてくださいね〉

　そう言って、フェルは再び力を練り始める。

「……悪いイリア。すぐ離れちゃったから、やり直しだそうだ」

「ふぇっ!?　む、無理だよ！　今のでも恥ずかしくて死んじゃいそうだったのに……」

「ごめん。でも、ここで止やめるわけにはいかないんだ。頼む」

「う、うにゅ……」

　イリアは少しだけ視し線せんを彷徨さまよわせ、やがて小さく呟つぶやいた。

「じゃ、じゃあ……後ろからぎゅってして？　そしたら落ち着けると思うから……」

「ん、分かった」

　黒斗はイリアの背中に回ると、その小さな身体を気持ち強めに抱きしめる。

　煌きらめく金色の髪から漂ただよう花のような匂におい、さらさらとした心地よい感触に浸っていると次第にイリアの鼓動も落ち着いてきた。

「……ありがと、クロト。もう大丈夫だよ」

　そう言うと、イリアは身体を捻ひねってこちらを見上げてくる。

　完全な受け入れ態勢。

　黒斗は首の後ろに手をまわしてイリアを引き寄せると、静かに唇を重ねた。

「ん……」

　一回目と同じ軽く触れ合うだけのキス。

　イリアの漏らした吐息さえも唇を通じて黒くろ斗との中に流れ込み、肺から血流に乗って全身に回っていく。

〈黒斗様、行きますよ〉

　柔らかくて優しい感触に浸っていた黒斗をフェルの声が現実に引き戻す。

　行為に集中している場合じゃなかった。本来の目的を果たさなければ。

（イメージ……だったな）

　想像するのはイリアの根源、魂という名の深海へと潜り込んでいく自分。同時にフェルの術が発動、唇を通じて二人の間に不可視の絆きずなを結ばれる。

　イリアとの間で何か糸のようなものが繋つながった感覚。

　それを伝って、意識だけとなった黒斗は彼女の中に入っていく。

（……あったかいところだな）

　深く深くへと潜っていく黒斗を迎えるのは包み込むような優しい温ぬくもり。それはきっとイリアという少女の温かさ、魂の温度。

（……ん？）

　その中に一ヶ所。凄すさまじい悪寒を放つ場所を見つけ、黒斗は一直線に降りていく。

　そして───それを見つけた。

　イリアの魂に巣食うそれを、何と言い表せばいいのだろうか。

　吐き気を覚えるほどおぞましく、物質化されるまで濃縮された殺意と憎悪の塊。取り込んだ存在を変質させ、世界さえ滅ぼす可能性を秘めた災厄の具現化。そして───イリアの人生を狂わせた元凶。

（……やっと、見つけた）

　───魔神の欠片かけら。

　欠片というには巨大過ぎる大山のごときエネルギーを秘めたそれの前に降り立ち、黒斗はおもむろに手を伸ばす……が、微かすかな反発と共に弾はじかれてしまう。

（そう簡単にはいかないか。やっぱり端から削り取っていくしかないな）

　無数に分裂した一片とはいえ、フェルをして最悪と言わしめた【改定者】の一部。

　同じ【改定者】であるはずの黒斗と比べてもなお、存在の桁けたが違う。これでは少しずつ黒斗の中に移していくしかない。だが───。

（……どうやればいいんだ？）

　強大過ぎる力の塊。それを削り取るイメージがどうしても湧わいてこない。

　フェルの声もここまでは届かないらしく、呼びかけても返事はない。あるいは欠片の放つ禍まが々まがしい気配に打ち消されているのかもしれない。

　想像だけじゃダメだ。

　これに干渉するほど強固なイメージを構築するには、キスでイリアの中に入ったように現実の行為と同期リンクさせるしかないだろう。

　必要なのは対象を削り取る───否いな、こそぎ取る感覚。

（……あ、そうか）

　なんだ、あるじゃないか。ちょうどいいものが。

　黒くろ斗とは頭の中でイメージを固めると、己の舌をイリアの口の中に滑り込ませた。




「んぅ───っ!?」

　唇の隙すき間まからそれが入ってきた瞬間、イリアはびくんと身体からだを震わせた。

　口内を蹂じゆう躙りんするのは熱く滑ぬめった舌。

　ぬるりとしたそれは獲物を求める蛇のようにのたり狂い、綺き麗れいに生はえ揃そろった歯の一本一本や頬ほおの裏側を丹念にねぶっていく。

「ぷはっ、くろ、ひょっ……ろうしたの、あむぅ……っ」

　それまでのキスとはまるで違う、完全に未知の感覚。

　背筋がぞわりとする感触から逃れようとするイリアだが、強く抱きしめられて離れることもできない。その間にも黒斗は湿った水音を響かせ、イリアの口を好き勝手に蹂躙していく。

　そしてついに黒斗の舌は一番深いところまで辿たどりつき───。

「あ、やぁ───っ!?」












　舌と舌が絡み合い、粘ねん膜まくが擦こすれる感覚に意識が飛びかけた。

　脳髄が痺しびれる。

　単なる快感じゃない。まるでとろとろに蕩とろけた脳のう味み噌そを直接啜すすられたような、今まで味わったことのない感覚。

（これ、すご、い……あたま……とけ、る……）

　舌は変わらず口の中を舐ねぶり続けている。だけど───弱い。先ほどの快感に比べたらどうしようもなく弱過ぎる。

　魂を喰くわれる圧倒的な快楽───それはまさしく麻薬だった。

　ずるりと舌が引き抜かれる。そこに宿るはイリアに巣食っていた欠片かけらの一端。

　黒くろ斗とは目に見えないそれを自分の中に取り込むと、もう一度唇を寄せていく。

（だ、め……こわれ、ちゃう……）

　溺おぼれる───本能的に逃げようとするイリアだが、身体からだに力が入らない。

　それどころか自分の意思とは正反対に、唇は半開きになって自ら異物を受け入れようとしている。

（もう……いいや……とけ、ちゃお……）

　思考は蕩けきって何も考えられない。

　そして流されるように再び唇が触れ合おうとした瞬間───。

「な・に・してんですか、この超絶お馬鹿様あああああああああああああああッッ」

「がふっ!?」

　音速を超えた桜色の閃せん光こうが、黒斗の頭部をピンボールのように蹴けり飛とばした。

　ごすんと嫌な音が響く。

　頭ず蓋がい骨こつが陥没するかのような衝撃に、黒斗はたまらず我に返って叫ぶ。

「てめ、フェル!!　いきなり何すんだ!!」

「そ・れ・はこっちの台詞せりふです！　あんな小さい娘こ相手にドサクサ紛まぎれでなあああああにやらかしてくれちゃってるんですかああああああああああ!!」

「……はい？」

「はい、じゃない！　ついさっきまで自分がやってたことを思い返してみなさい！」

　激しい権けん幕まくで詰め寄られ、黒斗は改めてつい今しがたの行為の糸をたぐる。

　イリアの中で見つけた全すべての元凶たる魔神の欠片。彼女の存在を喰くい潰つぶそうとするそれを取り除こうとしたが、欠片の力は想像以上に強大だった。だから少しずつ削り取ることにして、そのために舌を───。

「………………」

　舌を……どうした？

　いや、本当は分かってる。自分はイリアとキスしたまま舌を使って───。

「……まさかとは思いますけど、無意識でやってたんですか？」

「あ、う、なあ───っ!?」

　ようやく自分が何をしでかしたのか気付いて、頭の中が真っ白になる黒くろ斗と。

　欠片かけらを削り取る以外の意図はなかった。それは本当だ。けど、いくらなんでもさっきのあれはない。アウトとかセーフとか、そういう次元を盛大に踏み外している。

「…………っ」

　口の中にはまだイリアの味が残っている。

　触れた唇の柔らかさ、肺に漂ただよう甘い吐息。そしてつるりとした舌の感触───その全すべてがたまらなく男の本能を掻かき乱みだす。

「えと、イリア？　その……大丈夫か？」

「ふぁ……？　あ、にゃあ……」

　返ってきたのは少女とは思えない艶つやっぽい声。

　その蕩とろけきった表情を見て、背筋にぞくりと電流が奔はしった。

　頬ほおは熱に浮かされたように上気し、目はとろんとした涙目。濡ぬれて艶なまめいた唇は誘うように半開きで、口の端からはつぅ……と透明な雫しずくが零こぼれる。

「はぁ……っ。くろ……とぉ……」

　呂ろ律れつの回らない舌足らずな声。

　焦がすような熱を帯びた吐息が、黒斗の脳髄をちりちりと刺激する。

「……黒斗様。もしかしなくても変なこと考えてませんよね？」

「あ、当たり前だ！　後こう遺い症しようがないかどうか見てただけだ！」

「ならいいですけど……それで、欠片はちゃんと回収できましたか？」

　改まって尋たずねられ、黒斗は己の内側に意識を向ける。

　すると魂の端のほうにイリアから奪い取った欠片の一部、その存在をしっかりと感じ取ることができた。

「ああ。ほんの少しだけど、間違いなく俺の中にある」

「そうですか。ひとまず成功ですが……やはり効率的には問題があるようですね。どれくらい奪い取れたか、分かりますか？」

「……たぶん１％以下。下手したら桁けたがもう一つ下がるかもしれない」

　フェルが「キスは最低限」と言っていた理由が良く分かった。確かにこれでは効率が悪すぎる。さすがに今のを百回以上も繰り返すのは───。

「取り込んだ欠片は一日もすれば完全に黒斗様の一部になると思います。それまではあまり無む茶ちやなことをしないように。何の拍子に活性化するか分からないので」

「分かった」

　黒斗は以前にイリアの魔人化、つまり欠片の活性化を防いだことがある。しかしあれは漏れ出した力を取り込んだだけ。それに対して、今回は一部とはいえ欠片そのもの───用心するに越したことはないだろう。

「後はこっちですね。イリアちゃん、イリアちゃん！　しっかりしてください！」

「あ……ふぁ……？」

　ぺちぺちと頬ほおを叩たたくと、ようやく微かすかな反応を示すイリア。

　しかしそれでもまだ夢心地状態で、フェルは語気を強めて尋たずねる。

「率直に聞きます。イリアちゃん、身体からだに異常はありませんか？　肉体的なものでも精神的なもの、どんなに些さ細さいなことでも言ってください」

「あ……フェル？　え、えっと……」

「ゆっくりでいいから確かめてください。必要なことなんです」

　真剣な瞳ひとみに気け圧おされ、イリアは自分の胸に手を当てて深呼吸する。

「うん、ちょっと疲れちゃったけど平気だよ。特に変な感じはない……あれ？」

「何か違和感があるんですか!?」

　不思議そうに首を傾かしげるイリアに、フェルは思わず声を荒げて詰め寄る。黒くろ斗とも気が気ではなく、半分腰を浮かせて続く言葉を待つ。

「なんだろうこれ……クロトの、記憶？　みたいなのが頭の中に……」

「俺の記憶？　どういうことだ？」

「一時的とはいえ魂を繋つないだわけですからね。そういうこともあるんじゃないですか？　なんにせよ、その程度のことで良かったです」

　安心したのか、ほっと胸を撫なで下ろすフェル。

　だが、確かに魔人化などの異常に比べたら大したことではない。記憶を読まれたところで何か不都合があるわけでも───。

（って、ちょっと待て。俺の記憶ってことはリーゼのことも……ッ!?）

　嫌な予感がして、背中に冷や汗が流れる。

　はたしてそれは正しかったようで、イリアは驚いたようにこちらを見て───。

「……リーゼ、わたしと同じ特異点だったの？」

「…………っ」

　イリアから逃げるように目を逸そらす。

　記憶とはエピソードと感情の組み合わせ。それはつまり、出来事を知ったということはそれに対して黒斗がどう思ったのかも知られてしまったということ。

「リーゼさんが特異点？　黒斗様、どういうことですか？」

「それ、は……」

　答えられず、無言のまま俯うつむいてしまう黒斗。

　ばれてしまった以上は話すしかない。そんなことは分かっている。だけど───。

「……ね、クロト」

　イリアの両手が頬に当てられる。まるで迷う心を包み込むように。

「クロトは、リーゼをどうしたいの？」

「どうしたい、って……」

　脳裏に銀髪の少女の姿が浮かび上がってくる。

　己を偽り、誰も信じていない孤独な少女。領家の子女らしい淑しとやかな佇たたずまいとは裏腹の、蠱こ惑わく的てきで嗜し虐ぎやく的な笑み。

「助けたいんだよね？　放ほうっておけないんだよね？」

「……違う。俺は……」

「嘘うそついちゃだめ。クロトの記憶も感情も、全部わたしの中にあるんだから」

　イリアは優しい笑みを浮かべている。

　───どうして、そんな顔ができる？

　イリアを守ると誓った。そのためには他の全すべてを捨てても構わないと。それなのに今の自分はリーゼに手を伸ばそうか迷っている。

　どうしようもない裏切りだ。自分の安っぽさに反へ吐どが出る。

　それなのに、どうして……。

「……わたしね、クロトに助けてもらうまで本当につらかった」

　黒くろ斗との両頬ほおに触れたまま、イリアは静かに言葉を紡ぐ。

「真っ暗な世界に一人ぼっち。寂しくて、誰でもいいから触れたくて、でも仕方ないって諦あきらめてたわたしを、クロトが手を握ってくれた。抱きしめてくれた。泣いちゃうくらい、嬉うれしかったんだよ」

「イリア……」

「だからね、リーゼの気持ちも少しだけ分かるの」

　特異点、世界に殺される存在。

　偶然欠片かけらを宿してしまった───ただそれだけで、彼女たちは普通に生きることさえ否定されてしまう。

「今のわたしにはクロトがいてくれる。でも、リーゼにはきっと誰もいない。だから……迷ってるなら手を差さし伸のべてあげて。周りのことなんて考えないで、クロトがしたいと思ったことをしてあげて。わたしは、そういうクロトに救われたんだよ」

　ぎゅっと、黒斗の頭が優しい温ぬくもりに包まれ、服の向こうからイリアの鼓動が伝わってくる。とくんとくんと、幾重にも縛られた心を解きほぐす、温かな音色。

　その瞬間、分かってしまった。

（……ああ、そうか）

　最初から、これで良かったんだ。

　自分の弱さを受け入れ、それでも前に進もうと必死にもがく。そのために誰かの手を借りることを惜しまない───誰もがそうやって生きている。あのカイムであっても。

　弱くたっていい。でも自分を偽るな。

　今の自分を認めて、少しずつ少しずつ、大切な人と一緒に歩いていけばいい。

「ごめん、イリア。それと……ありがとう」

　心配をかけたこと、無む茶ちやをしたこと、何も相談しなかったこと。それらを全部ひっくるめて、想おもいを言葉にして告げる。

　もう逃げない。

　考えよう。自分が何をしたいのか、リーゼという少女に何をしてあげられるのか。

　様々な想おもいを乗せて、召礼祭二日目の夜は更けていった。





［第五章］　反転







　召礼祭三日目、最終日。

　この日になると、東都アガスティアは一気にその姿を変える。

　世界に十ヶ所しか存在しない霊力の巨大な噴出孔、大霊源地グラン・ウルズ。その活性化に合わせて急成長し、天高く枝葉を伸ばす霊樹。街に溢あふれかえる膨大な霊力は地表付近で結晶化、霊光晶エーテルや白霊鋼アダマンタイトといった霊的鉱物が景観を彩る。

「……この日は相変わらず煌きらびやかですね」

　幻想一色に染まる街を見降ろし、リーゼロッテ＝アガスティアは憂ゆう鬱うつそうに呟つぶやいた。

　微かすかな風が彼女の佇たたずむバルコニーに吹き寄せ、二房に纏まとめられた銀色の髪がしゃらんと涼やかに靡なびく。それはまるで一枚の絵画のような美しい光景だった。

　リーゼが纏うのは上品な純白のドレス。素肌は首から肩、背中に至るまで惜しげもなく外気に晒さらされ、思わず目で辿たどってしまうほど綺き麗れいな曲線を描いている。

　風になびく髪を押さえるのは白のオペラグローブ。指先から肘ひじの付け根まで白い肌を覆い隠し、彼女の持つ清せい楚そさを一層引き立たせている。

　白と白、二つの色が織り成すハーモニー。

　空から舞い散る七色の光片に照らされたリーゼは、見るもの全すべてを魅了する暴力的なまでの美しさを振ふり撒まいていた。

　だが、その表情は眼下の景色とは裏腹に何ど処こか陰いん鬱うつで───。

「随分とつまらなそうな顔してるな、リーゼ」

「……お兄様。妹とはいえ女性の部屋なのですから、ノックくらいしてくださいな」

　いつの間に入ってきたのだろうか。気付けばカイムが隣に立っていた。

　こちらはリーゼと違っていつも通りの動きやすい服装。

「何か御用ですか？　見ての通り式典の準備で忙しいのですが。お兄様も選抜の決勝戦が控えているはずでしょう？」

「いや、ちょっと表の侍女から面白い話を聞いたもんだからさ」

　顎あごで扉のほうを指し示すカイム。

　その向こうには領主である父の命令で見張りが数人配置されている。もっとも、リーゼがその気になれば抜け出すことなど容易たやすいのだが。

「さっきクロが訪ねてきたらしいな。どうして追い返したんだ？」

「……相変わらず口の軽い方たちですね」

　記憶を消しておけば良かった、と今さらながら後悔する。

　噂うわさ話ばなしの種となれば城内全てに広がるのは時間の問題だろう。事情も知らない有象無象に好き勝手言われるのは、何だかとても不愉快だった。

「もう会うつもりはないのか？」

「ええ。今日は何かと忙しいですし、それに……彼との縁は切れましたから」

　そう、もう終わったことだ。

　期待していた内容ではなかったが、ずっと気になっていた投影書館アルマデルの中身を知ることができた。彼の役目はそれで終わり。

「そうか、残念だな。アイツと一緒にいる時のお前は、良い顔してたんだけど」

　だから続く兄の言葉は、彼女を驚かせるのに充分だった。

「……良い顔？　私がですか？」

「すっげえ分かりにくかったけどな。多分、気付いたのは俺だけだろうよ」

　リーゼロッテ＝アガスティアにとって、カイムは最も身近な「家族」だった。

　幼い頃はその姿に憧あこがれもしたが、特異点となった今では精神操作も認識迷彩デユミナスも通用しない「厄介な人」でしかない。それでも、自分を一番知っているのは間違いなく兄だ。

　そんな兄が「彼と一緒にいた自分は楽しそうだった」と口にした。

　その事実を認めたくなくて、リーゼはすぐさま反論する。

「申し訳ありませんが、それはお兄様の勘違いですよ。私は───」

「いいや、ずっとお前を見てた俺が言うんだ。間違いねえよ」

「普通に気持ち悪い台詞せりふですね」

　一歩間違えれば犯罪者ストーカー紛まがいの告白。

　だがカイムは突き刺さる冷たい視し線せんも気にせず笑いかける。

「自分をさらけ出せる相手っていうのは貴重だぞ。余計なお節介かもしれないけど、そういう機会は逃さないようにな」

「……本当に余計なお節介ですね」

「お兄ちゃんからの、そんでもって人生の先輩からのありがたーい言葉だ。覚えといて損はないと思うぜ？」

　それだけ告げて、カイムはひらひらと手を振って部屋から出ていく。そのお気楽な背中を見送って、リーゼは苛いら立だつように目を細めた。

「お兄様。残念ですが、それは私には当てはまりませんよ」

　特異点になった七年前から、ずっと孤独に生きてきた。

　ただ生きるためだけに周り全すべてを欺き、利用する毎日。それ以外の生き方なんて知らないし、ましてや楽しむ余裕なんてあるはずがない───そう思っていたのに。

「……どうして」

　どうして、昨日のことが頭から離れないのか。

　彼に接触したのは力を利用するため。過剰に触れあったのは動揺させて心を読みやすくするため。それ以上でも以下でもなかった。

　それが自分の中で変わったのは、いつからだろう。

　分からない。分からないけど───。

「楽しかった……の？」

　一度言葉にしてしまえば、受け入れるのは簡単だった。

　たった一日否いな、半日にも満たないほどの短い時間。それでも嘘うそ偽りのないありのままの自分でいられた時間は、とても楽しかった。だけど───。

「……いつまでも夢に浸ってるわけにはいきませんよね」

　自分に言い聞かせるように呟つぶやいて、リーゼは煌きらびやかな街の景色に背を向ける。

　少し時間が経たてば、またいつもの日常が始まる。淑女という名のヴェールで自分を覆い隠し、「リーゼロッテ＝アガスティア」を演じる毎日。

　それが彼女の居場所。変えられない現実。

　そうして、少女は冷たい世界へと帰るための一歩を踏み出し───。

「うおおおおおおおおおお、やばいやばいぶつかるリーゼどけええええええええっっ!?」

「……え？」

　空から、夢の続きが落ちてきた。





　　　　◆　◆　◆






「……よし、目標に命中。これでいいのよね？」

「はい。ナイスな人間砲弾です、クーさん」

「こんなことで褒められてもね……」

　呆あきれたような溜ため息いきはたゆたう風の残ざん滓しに溶けていく。

　工房アトリエクラリスの屋根上。渦巻く風を纏まとう精霊剣《ルドラ》を鞘さやに収め、クーレルカはたった今灰髪の少年を送り届けた白き巨城を見上げる。

「しっかしクロトのやつ、また無む茶ちやなこと言ってくれたわね。王城の、それも姫様の部屋に吹っ飛ばしてくれ～なんてさ。これ、結構な重罪よ」

「ごめんね。クー以外に頼れる人がいなくて……」

「もう、どうしてイリアがそんな顔するのよ」

　自分のことのように謝るイリアに、思わず苦笑してしまう。

「アイツには散々迷惑かけられてるからね。今さら一つ増えても大差ないわよ。だからイリアが気にする必要なんてない、分かった？」

「クー……ありがと」

「どういたしまして。それじゃ、アタシはフランと合流して霊光晶エーテルの採掘でもしてくるわ。従士シユバリエ授与の式典には行くから、そこで落ち合いましょう」

「分かりました。場所は闘技場コロツセオですか？」

「ええ。席はエレに用意させとくから」

　それだけ言って反発足甲エアレイドを発動させたクーは屋根上から飛び降り、大気を弾はじいて空を駆け抜けていく。その背中が完全に見えなくなったところで、フェルは小さく尋たずねる。

「……良かったんですか？」

「うん」

　黒くろ斗とをリーゼの元に行かせて良かったのか───その問いに、イリアは迷わず頷うなずく。

「クロトが決めたことだから。反対する理由はないよ」

「でも、どうしたって黒斗様と一緒に居る時間は減っちゃいますよ？」

「そうかもね。でもその分、甘えられるときにいっぱい甘えるよ。それに……誰かのために必死で頑張る、わたしが好きになったクロトはそういう人だから」

　蒼あおい瞳ひとみに嘘うそ偽りは一切ない。本気で「クロトのためならそれでいい」と思っている。

「まったく……こういうときの女の子は強いですね～」

　自分を押し殺していた以前の彼女とは違う。

　狂おしいほどの想おもいを自覚して、ずっと側そばにいたいと強く願いながら、自分から離れていくかもしれないと知りながら、それでも構わないと、そう言っているのだ。

　自分の好きな彼でいてほしい───ただ、それだけのために。

「フェル、下に戻ろ？　話したいことがあるんだ」

「ふふっ……分かりました。黒斗様が嫉しつ妬とするくらい、楽しく過ごしちゃいましょう」

　にこやかに笑いあって、二人は家の中へと戻っていった。





　　　　◆　◆　◆






「痛いってええ……くそ、もうちょいうまく着地できるはずだったのに……」

　バルコニーの床に激突、部屋の中に転がりこんで壁に頭をぶつけたところでようやく止まり、黒くろ斗とは呻うめき声ごえを上げる。

　全身が燃えるように痛かった。

《ルドラ》の風撃はもちろんのこと、いくら桁けた外はずれに頑丈とはいえ音速で打ち出されては衝撃も相当なもの。目には思わず涙が浮かび───。

　滲にじむ視界に、彼女を見つけた。

　溜ため息いきが出るほど美しい純白の出いで立たち。神々しいものさえ感じてしまう少女の姿に、黒斗は全身の痛みも忘れて見入ってしまう。

　───だけど……違う。

　───自分が会いたい少女は、救いたいと思った彼女は、このリーゼじゃない。

「……何、してるんですか？」

「お前に会いに来た」

　一瞬も躊躇ためらうことなく本音を告げる。

　直球過ぎる言葉に呆あつ気けにとられるリーゼだが、すぐに切り返す。

「もう会うことはないって言いましたよね？　それにこんな方法……一歩間違えたら大怪け我がしてましたよ」

「お前が会ってくれないから、こうやって直接乗りこむしかなかったんだろーが」

　衝突で崩れた壁を手で払って立ち上がる。

「脅迫まがいの台詞せりふで無理やり協力させておいて、用がすんだらハイサヨウナラ？　そんなの納得できるか。俺にも旨うま味みがないと割に合わねえだろうが」

「旨味……お金をお望みですか？　でしたら───」

「馬鹿言え。そんなもん要るかよ」

　全身を這はいまわる痛みを気合いで耐え、彼女に一歩近づく。

　───さあ、ここが正念場だ。

　彼女に拒絶されてしまえばそれで終わり。だけど、いくら考えても正しい方法なんて分からなかった。

　だから真まっ直すぐぶつかって押し切る。

　精一杯の自分で、今ここにある想おもいを言葉にして叩たたきつけるだけ。

「リーゼ。今から俺とデートしてくれ」

「…………はい？」

　意味が分からないと首を傾かしげるリーゼに、黒斗は畳みかけるように続ける。

「デートだよデート。俺と街に出て遊ぼうって言ってるんだ」

「……どういう過程を辿たどったら、そんな結論になるんですか？」

「お前は封印解除とやらのために俺の貴重な時間を奪った。おかげで召礼祭もほとんど回れてない。だからお前の時間も寄よ越こせ！」

「………………」

　あまりに滅め茶ちや苦く茶ちやな言い分に、リーゼは言葉を失う。

　取られたから返せ───子供じみた暴論だ。いくらなんでも自分勝手すぎる。

　だけど、差し当たって彼女が確認したいことは一つだけ。

「……貴方あなたは」

「ん？」

「貴方はそんなことのために、あんな危険な真ま似ねをして私に会いに来たのですか？」

「そーだけど？」

　能天気な答えに、今度こそ絶句する。

　この街で王城への無断侵入は重罪、ましてや領家の子女の部屋に押し入ったのだ。捕まれば実刑は免れない。彼はそのことを知らなかったのだろうか。

（……違うでしょうね）

　心の中で自分の考えを否定する。

　知っていようが知っていまいが彼は同じことをしただろう。なにせ少女一人のために都市一つを壊滅させた少年だ。それはきっと極刑だろうと変わらない。

「最初に言ったろ。お前に会いに来たって」

　どこまでも自分勝手に、灰髪の少年は自分の目的を追い求める。

「……あはっ」

　その傲ごう慢まんさに、馬鹿みたいな行動力に。現実を乗り越えていく意思に。

　気付けば、リーゼは声を上げて笑っていた。

「あははははははははははははっっ！　何ですかそれ！　私を笑い死にさせたいんですか、くふっ、くふふふふふふ……っ！」

「……そんなに笑うことないだろ。こっちは真剣なんだぞ」

「も、申し訳ありません……っ。でも無理ですよ、くふふっ」

　ああ───楽しい。

　こんなに楽しいのなら……夢の続きを見るのも悪くないかもしれない。

「……っと、さすがにちょっと騒ぎ過ぎたか」

　気付けば、扉の外に複数の気配を感じる。おそらくは城に詰めていた衛兵、中に踏み込まれるのも時間の問題だろう。

「リーゼ、能力で誤ご魔ま化かせるか？」

「できなくはありませんが、相手が五人以上となればさすがに無理です。もしもお父様が居たら面倒ですし」

「ですから───」

　そう言って、リーゼはオペラグローブに包まれた手をそっと伸ばし───。

「私をここから連れ出してもらえませんか、誘拐犯さん？」

「……喜んで、お姫様」

　黒くろ斗とは迷うことなく、その手を取った。

　その瞬間、部屋の扉が力任せに破られる。雪な崩だれ込こんできた人の中には監視役の侍女だけではなく、武器を持った近この衛え兵へいの姿まで。

「やっべ───リーゼ、行くぞ！」

「ふふっ、はい！」

　うち一人が剣を取るのを見て、黒斗はリーゼの手を引いてバルコニーに走り出す。

　そして手すりに足をかけて飛び出す寸前、聞き慣れた声が聞こえた。

「おいクロ！」

　他を威圧する鋭い一声。

　霊力を帯びた音声波動は侍女や近衛兵の動きを縛り、その中から銀髪の男が悠然と進み出てくる。

「決勝戦、なるべく長引かせてやる！　式典が始まるまでには戻ってこい！」

　ぐっと親指を立てて言い放つカイム。

　黒斗はそれに応こたえるように一瞬だけ振ふり返かえり───。

「悪いカイム！　助かった！」

「ありがとうございます、お兄様！　それと……行ってきます！」

　リーゼを抱え、霊力光に満みち溢あふれた空中へと身体からだを躍らせた。




　風をかき分け、二人は一直線に地表へと落ちていく。

　ぎゅっと強くしがみついてくるリーゼ。彼女を支えるように背中に手を回すと、滑らかで弾むような素肌の感覚が手のひらに伝わってくる。

「これ、着地はどうするんですか？　このままだとぐちゃっと潰つぶれちゃいますよ？」

「心配すんな！　落下制御くらいできる！」

　昨夜イリアの欠片かけらを取り込んだからか。黒斗はフェルなしでも多少の力を使える程度まで回復していた。といっても出来るのは重力の相殺くらいだが。

「……リーゼ、頼みがある。今だけは認識迷彩デユミナスを切ってくれないか？」

「《天元盾アイギス》なしで街を歩けと？　クロトさん。私、これでも有名人ですよ」

　黒斗の提案に、リーゼは露骨に嫌そうな顔をする。

　アガスティア家の子女であるリーゼが男と二人で街を歩く……その手の人間にとっては格好の餌えさだろう。そんなことは黒斗にも分かってる。でも───。

「デートの相手が誰にも気付かれないなんて、俺が嫌なんだよ。ついでにそれじゃ他の男に自慢できないだろうが！」

「……くふっ。なんですか、それ」

　リーゼは愉快そうに、でも何ど処こか嬉うれしそうに笑うと左手首の腕輪に軽く触れる。

　完全に解除したわけではない。街の中を監視する天霊兵装レガリア《オファニム》に捕ほ捉そくされない最低限の迷彩は残している。だが多数の視し線せんを弾はじく効力はない。

「御要望の通りにしましたよ。これで一躍注目の的ですね」

「そのくらい覚悟してるっての！」

　悪戯いたずらっぽく笑うリーゼに言い返し、黒くろ斗とは落下制御を施して大勢の人で賑にぎわう大通り、そのど真ん中に勢いよく降り立った。

　人々のどよめきで騒然となる大通り。

　突如として空から降ってきた二人組。しかも片方は純白のドレスを纏まとって見目麗しい美少女となれば仕方のないことだが、不ぶ躾しつけなまでの視線が二人に突き刺さる。

「お、おい……あれってもしかしてリーゼロッテ様じゃないか？」

　誰かがそう言えば、広がるのは一瞬だった。

　通りはあっという間に大騒ぎになり、大きなうねりとなって二人を飲み込む。

「お、おいリーゼ。そろそろ降りてくれ。さすがにお姫様だっここのままはまずいだろ」

「いやです♪」

　視線に耐えかねた提案は一言で却下される。

「覚悟、してくれたんですよね？」

　甘えるように首に手をまわし、耳元で囁ささやくリーゼ。

　そう言われては何も言い返せず、黒斗は小さく溜ため息いきをつき。

「……最初の目的地に着くまでだ。それ以上はだめだからな！」

　大勢の群衆が見ている中、リーゼを抱えたまま走り出した。

　そうして針のむしろのような大通りを十分ほど駆け抜けると。

「時間通りだね、クロト。随分と面白いことになってるみたいじゃないか」

　待ち合わせていた裏通りの一角に据えられた大きな荷車。その陰から出てきた年若い白髪の少年───に見える人型の精霊・シトリーに、黒斗はリーゼを下ろしながら不満げな声を返す。

「俺だってここまで騒ぎになるとは思わなかったよ。で、例のものは用意出来たのか？」

「もちろん。お客様の要望には可能な限り応こたえるさ」

　シトリーはコン、と荷車を叩たたく。

「とはいえ、さすがに今朝いきなり『服がほしい』って言われた時は驚いたよ。しかも女性用と来た。もしかして、そちらのお姫様へのプレゼントかい？」

「まあ、そんなところだ。というわけでリーゼ、ちょっと着替えてくれないか？　さすがにドレスのまま歩き回るわけにはいかねえだろ」

「私はこのままでも構いませんよ？　それとも……似合ってませんか？」

　リーゼはドレスの裾すそを軽くつまむと優雅に一礼する。

　似合ってない？　冗談じゃない。むしろ似合い過ぎるくらいに似合っている。

　彼女のためにあるといっても過言ではない雪のように真っ白なドレス。首筋から肩、背中への艶なまめかしいラインは美しさの中に微かすかな色気を併せ持っている。

　見るもの全すべてを虜とりこにする可か憐れんな「お姫様」。

　でも、だからこそ。

「……俺が一緒にいたいのは『リーゼロッテ＝アガスティア』じゃない。人の困った顔が大好きで、ちょっぴりひねくれた『リーゼ』って女の子なんだよ」

　───今だけは、その肩書きを脱ぎ棄すててほしい。

　そんな黒くろ斗との願いを察したのか、リーゼはくすりと笑みを零こぼす。

「分かりました。折せつ角かくクロトさんが用意してくれたわけですし、ありがたく着させていただきます。商人さん、この中で着替えてよろしいですか？」

「構わないよ。それじゃクロト、僕はこれで」

「ああ、色々助かったよ」

　シトリーが表通りに消えると同時に、リーゼは荷車に入り込む。

　そして数分後。

「クロトさん、お待たせしました」

　着替え終えたリーゼを見て、黒斗は服を選んだ過去の自分を全力で褒ほめ称たたえた。

　リーゼが着ていたのは薄手の黒いワンピース。

　真っ白な肩はサマードレスのように剥むき出だしで、てらてらした光沢のある黒とのコントラストが眩まぶしい。ぴったりとした生地は豊満とは言えないものの充分に女性らしい彼女の肢体を浮き彫りにし、彼女の持つ妖よう艶えんさを引き立てる。

　一見すると大人っぽい雰囲気の出いで立たち。

　しかしそこに容よう貌ぼうを幼く見せる二つ結いが加わり、まるで咲きかけの蕾つぼみのような、思わず手折ってしまいたくなる妖あやしい魅力を携えている。

「……感想をいただくつもりでしたけど、必要なくなってしまいましたね。そんなに熱のこもった目を向けられては困ってしまいます」

「あっ、いや、その……!?」

「ふふっ。それで、誘拐犯のクロトさんは私を何ど処こに連れて行ってくださるのですか？」

　悪戯いたずらっぽく笑って腕を絡めてくるリーゼ。その際に強く押し当てられた双乳がふにょんと柔らかくひしゃげる。

　生温かい人肌の温度。服の生地が薄いことを含めても生々し過ぎる感触。

「リ、リーゼ……お前、下着……」

「どうかしましたか？　クロトさん」

　全て見透かしたような目で覗のぞきこんでくるリーゼ。

　そういえば、あのドレスは背中が開いていた。あれで下着をつけているわけが───。

「さ、行きましょう？」

　ふにょふにょと形を変えるそれに気を取られながらも、二人のデートは始まった。

　自分から誘ったとはいえ、黒斗は東都についてほとんど無知。当然、デートスポットなど知っているはずもない。

　なので男としては非常に情けないが、行き先はリーゼが決めることに。

「こういう時は女性をリードしないとダメですよ？　ちょっと減点です」

「ぐっ……悪い、そこまで気が回らなかった」

　なにせリーゼに関かかわると決心したのは、今朝になってからのこと。

　それからフェルとイリアに相談、クーやシトリーに手伝いを頼んで……と色々やっていたら、時間なんてあっという間に過ぎてしまった。

　改めて表に出ると、大通りは思ったより人が少なかった。もしかしたら、選抜の決勝戦が近いせいかもしれない。

　服のおかげかリーゼに気付く人間も少なく（それでも男性諸君の視し線せんを独り占めしていたが）、二人は難なく次の目的地に辿たどりついた。

「ここですよ。早速入りましょう」

　黒くろ斗との返事も待たず、リーゼはアンティーク調の扉を開けて店内へ。

　おそらくは喫茶店。佇たたずまいこそ古く寂さびれたイメージだったが、中は全く別物で内装や店員の制服はお洒落しやれ。客層も十代二十代の若者が多い。

「奥の席をお願いできますか？　私たち、こういう関係なので」

　近付いてきたウェイトレスに見せつけるよう、より一層密着してくるリーゼ。すると店内のあちこちから囃はやし立たてるような声が上がる。

「なんだよ、奥の席って」

「すぐに分かりますよ」

　意味深に微笑ほほえみ、リーゼは黒斗の手を引いて店の奥に向かう。

　そこにあったのは二人分に届かないくらいのスペースしかない小さな席。明らかに男女の組で使用することを想定した空間───いわゆるカップルシートというやつだ。

　黒斗とリーゼは肩が重なるほどくっついて席に座る。

「このお店には恋人でないと頼めない特別なメニューがあるんです。ずっと興味があったのですが、クロトさんのおかげで叶かなえられそうです」

「そんなのよく知ってたな。一応貴族だろ？」

「普段から城を抜け出して散策していますから。良いところも悪いところも含めて、この街のことは一通り知っているつもりですよ」

　そうこうしていると再び店員が現れ、リーゼが頼んだ「恋人用の特別なメニュー」とやらを小さなテーブルの上に乗せて去っていく。

「……やっぱりこういうやつか」

「ふふっ、美お味いしそうですね」

　果たしてそれは黒斗の予想通り、多種多様な果物や氷菓アイスがふんだんに盛り付けられた一品だった。元の世界で言うところのパフェ。

　そしてこれまた予想通り、食器スプーンは一つだけ。

「さあクロトさん。お願いしますね」

　黒くろ斗との胸に寄りかかったまま、促すように小さく口を開けるリーゼ。

　黒斗は覚悟を決めて端のほう───苺いちごのような赤い果実とクリーム色のアイスをすくい、色素の薄い唇の間に差し込んだ。

「あむ……」

　丸く広がった食器スプーンの先端部、そこに舌が絡みついて乗っていた物を攫さらう。そして引き抜く動作に合わせて唇がすぼまり、残った味も残さず削そぎ取っていく。

「ん、やっぱり美お味いしいです」

　ちろりと赤い舌が唇を這はう。

　視し線せんを惹ひきつけて止やまない、妖あやしく艶なまめかしい動き。間近からそれを見てしまった黒斗の心臓はドクンと跳ねる。

「今度はこちらの番ですね。さあ、どうぞ」

　グミのような紫色の小さな球体と乳白色のアイスの乗った食器が差し出される。

　……これ、さっきリーゼが───。

　そこで思考が停止する。

　普通の間接キスなら、ここまで意識することはなかっただろう。だけど今の黒斗には彼女の唇や舌が強烈に焼き付いている。意識するなというほうが無理だ。

「ほら、溶けちゃいますよ？　早く早く」

「───っ、ああもう！」

　黒斗は意を決すると、差し出されたものに食らいついた。

　───美味しい。

　ベリー系統の甘酸っぱさを優しいミルク味が包み込み、甘さを引き立てている。

　続いてグミのような紫の球体。以前リーゼにもらった菓子とよく似ており、噛かむと表面が解け、固体と液体の狭間はざまのような不思議な食感が口の中に広がる。

　なるほど、リーゼがずっと食べたかったというのも納得の美味しさだ。

　だけど。

「……ぅ」

　こちらをじっと見つめるリーゼ、その唇に視線が吸い寄せられる。

　黒斗の反応に気を良くしたのか、わざとらしく赤い舌が唇を濡ぬらし───。

「たっぷり味わって食べてくださいね……くふっ」

　蠱こ惑わく的てきな瞳ひとみに、口の中にとろりとした蜜みつのような甘みが広がった気がした。





　　　　◆　◆　◆






「……なに、リーゼが城を抜け出しただと？」

　黒斗とリーゼが街をぶらついていた頃。王城の一角、執務室では公務に当たっていた領主トラヴィスが近この衛え兵へいの報告を受けていた。

「見張りはいったい何をしていた？　絶対に外に出すなと言ったはずだ」

「それが、その……城の外に協力者がいたようで。加えてカイム様まで助勢を……」

「カイムが？　あいつめ、何を考えている……」

　今日は式典、その重要性は二人とも充分理解しているはずだ。

　式典───それは選抜の優勝者（ここしばらくは準優勝者だが）に〈従士シユバリエ〉の称号を授ける儀式であり、その閉会後に催される召礼祭の最後を飾る盛大なパレードを含めた一連の行事のことを指す。

　召礼祭とは元来、救世主が呼び出されたことを祝う大祭。

　ゆえにその目玉であるパレードの主役はその年の〈従士〉であり、アガスティア王家の血をひく領家の者たち。中でも王家の象徴たる姫君───その役割を担うリーゼロッテ＝アガスティアの存在は大きい。称号の授与役からパレードの中核まで、まさしく式典における最重要人物といった扱いだ。

　そんな彼女が式典にいないのでは話にならない。

「まったく……手間をかけさせてくれる」

　近この衛え兵へいを下がらせ、小さな溜ため息いきをつく領主。その表情には微かすかな疲れが見てとれる。

　大戦時代、人類にとっての敵は侵略者たる【魔神】だった。

　だが平和な現代、領主たる彼の敵は同じ人間である有力貴族たち。

　よくある権力を巡る政治闘争───こう聞くと大抵の人間は誤解するが（おそらく娘であるリーゼさえもそうだが）、彼はいわゆる「権力」には全く興味がない。

　トラヴィス───代々領主が名乗ることを許された遠い先祖である救世主の名。それを先代である父から受け継いだ瞬間から、彼は己の全すべてをこの街の発展に捧ささげてきた。

　純粋な滅私奉領。

　だが、他の貴族たちは違う。彼らの大多数は自分の利益しか考えていない。

　そして厄介なことに、そういう貴族に限って政治的能力とは何ら関係ない失態をネタに権力を削そぎ落おとそうとしてくるのだ。

　隙すきを見せれば容よう赦しやなく喰くわれる。ゆえに彼は子供にも完かん璧ぺきであることを求めてきた。

　全ては、先祖が代々守ってきたこの街のため。

「万が一戻ってこないようであれば、捜索の兵を出すしかないか───む？」

　念のため兵を手配しておこうとしたところで、微かな羽音が耳を打つ。

　視し線せんを上に向ければ何ど処こから入ってきたのか。蒼あおい小鳥が天井付近を飛び回っていた。

「精霊……いや、疑似霊フアミリアか。誰の差し金か知らんが、稚ち拙せつな術式だ」

　領主自身もカイムほどではないが優れた精霊術師。すぐにその正体を看破する。

　精霊術によって造られた疑似生命体。主に遠隔攻撃や諜ちよう報ほうに使われているもので、あれほどの小型となれば目的は間違いなく後者だろう。そして、この手の斥候型は見つけてしまえば対処は容易たやすい。

　領主は立ち上がると小規模な攻撃術式を展開する。

　威力は限りなく低く、質よりも数を重視した風の散弾。一発でも当たれば疑似霊フアミリアは霊力に戻って霧散する───そうなるはずだった。

「なに……っ」

　疑似霊は精霊術の発動と共に急降下、防御障壁で散弾を消し飛ばすと領主の目の前で停止する。そしてその瞳ひとみが怪しく輝いた瞬間、激しい目眩めまいが領主を襲った。

「ぐ───っ。意識干渉系の、術式か……っ」

　頭の中が掻かきまわされるような不快感にたまらず膝ひざをつく。

　だがあり得ない。意識干渉系は精霊術の中でも最高位、疑似霊ごときが使えるようなものではないはず───そんなとき、脳内に正体不明の声が響く。

「さすがは救世主の末まつ裔えい。分散させた一部とはいえ、僕の術にここまで抗あらがうとはね」

「貴様、なに、ものだ……」

「知る必要はないよ。どうせすぐに忘れる。君には彼女を追い詰めるための駒こまになってもらうよ」

　声が掻かき消きえ、同時にあれほど激しかった目眩が嘘うそのように治まる。

　だがその瞬間には領主の意識はすでになく、何事もなかったように立ち上がると執務室を後にして騎士隊エインヘルの詰所に向かう。

　その様子をじっと見つめた後、蒼あおい霊鳥は何ど処こかへと飛び去って行った。





　　　　◆　◆　◆






　それからは、ひたすらリーゼに振り回されっぱなしの時間だった。

　連れられる場所は二人でなければ楽しめないところばかり。それに着替えたといっても「お姫様」であるリーゼに気付く人間もおり、ひたすら好奇の視し線せんに晒さらされ続けた。

　しかも今は召礼祭の真っ最中。人は大勢いる上にカップル向けの出店も多い。

　そんなところばかり回った上に突き刺さる無数の視線。

　極めつけは「周りのことなんて知らない」とばかりに振ふり撒まかれるリーゼの小悪魔的な誘惑。それに耐え続けた黒くろ斗との精神的疲労は計り知れず───。

「リ、リーゼ……頼む、ちょっと休憩させてくれ……」

　デート開始から二時間が経たった頃には、気力もすっかり磨すり減っていた。

　一方のリーゼは黒斗から生気を吸い取ったかのようにつやつやとしている。

「もう……殿方が先に音を上げてどうするんですか。情けないですよ？」

「仕方ないだろ。普段から慣れてるお前と違って、あんな経験は初めてなんだよ……」

　元々半分引きこもりのような生活を送っていた身。あんな拷問に等しい視線への耐性なんてあるわけがない。

「けど、ちょうど良かった。今から最後の目的地に向かおうと思っていたんです。そこなら存分に休めますよ」

「……ちょっと待て。最後？」

「ええ、そうですよ。このデートの、そして……私たちの関係の終着点です」

　夢の終わりを告げて、リーゼは歩き出す。

　互いに無言のまま歩き続けること十数分。

　大通りから道を二つほど外れた、上層と中層の狭間はざまに位置する裏通り。昼間だというのに光の届かない薄暗い道に、目的の建物はあった。

　上流階級の邸宅を真ま似ねたのか、品のある外観。裏通りにあるのが不思議なほど立派な装飾が施された扉を開けて中に入ると、やたらと手狭な玄関口に出る。

「一部屋、お願いできますか？」

　リーゼが受付らしき場所に金貨を置くと、代わりに奥から鍵かぎが差し出される。

　───利用者の素性を隠す造りに、裏通りという不自然な立地の豪華な宿泊施設。

　大半の人間はこの段階でここがどういった場所か分かるものだろう。

　しかし良くも悪くも人間的な経験値の足りていない黒くろ斗とは一切気付くことなく、リーゼに続いて部屋に入り───。

「な───あ……っ!?」

　ようやく自分が何ど処こに連れ込まれたのか理解した。

　質の良い調度品が良く似合う、上品な一室。窓の類は一切なく、赤みを帯びた微かすかな光が室内を妖あやしく照らしている。室温も管理しているのか、外と比べるとやや暖かい。

　これだけでも普通の部屋とはだいぶ趣が異なる。

　だが何よりも部屋の中央に置かれた一つの家具、複数人で使うことを想定しているとしか思えないキングサイズのベッドが、その部屋の意味を如実に表していた。

「リリリ、リーゼさん？　ここってもしかしなくても───」

「ええ。クロトさんの想像通りの場所ですよ」

　いわゆる男女の休憩所、というやつ。

　途中で気付くべきだった。だけど、まさか最後の目的地がこんな場所───いや、ある意味間違ってはいないのか。

「な、なんでこんな場所に───うおっ!?」

　突然のことに固まる黒斗だが、不意にその背中を突き飛ばされて真っ白なシーツの上に倒れこむ。それでも何とか身体からだの向きを変えて起き上がろうとした瞬間、リーゼが身体を密着させるように覆いかぶさってきた。

「逃げちゃダメですよ、クロトさん」

　耳元で囁ささやかれ、ぞわりと背筋が震える。

「お、お前……何して……っ」

「ここですることなんて、一つしかないと思いますけど？」

　そう、聞くまでもない。

　分からないのはそこに至るまでの過程プロセス。

「最後って言ったのは、お前だろ……!?」

「最後ですよ。だからこそじゃないですか」

　白磁のような指先が耳の後ろから首筋に流れ、黒くろ斗との胸元を撫なでまわす。

「今日は本当に楽しかったです。この先どんな未来が待っていても今以上の時はない……そう思ってしまうほどに。ですから───」

　二人分の体重を受けてベッドが軋きしむ。

　薄い布地の向こうにある蠱こ惑わく的てきな肢体。目の前で誘うように揺れるうなじ、艶つややかな銀色の髪から漂ただよう花のような香りと、ほのかに混じった汗の匂におい。

　その全すべてが強烈なまでの「異性」を放ち、黒斗の頭をくらくらさせる。




「私の初めて……もらってくれますか？」




　脳髄を蕩とろかす甘いおねだりに、一瞬で理性が崩れ落ちる。

　このまま彼女を滅め茶ちや苦く茶ちやにしたい───そんな獣のような欲求に身体からだの芯しんまで焼き尽くされ、視界が真っ赤に滲にじむ。

　自分の熱で頭がおかしくなりそうだった。

　これを欲望のまま叩たたきつけられたら、いったいどれほど楽だろうか。

「……嫌だね」

　───それでも。

「俺はこれで最後にするつもりはない。だから、思い出なんて造ってたまるか」

　自分の決めた道を貫き通すために、彼女を拒絶する。

「……終わらせるつもりはない、ですか。随分と勝手なことを言いますね」

　上半身を起こし、感情の消えた冷たい声で言い放つリーゼ。

　その目に宿った明確な否定の意思を、黒斗は怯ひるむことなく真正面から受けとめる。

「今日のデートはただの気き紛まぐれ、少しだけ長く夢に浸っているだけのこと。私にも貴方あなたにも帰るべき現実せかいがある……違いますか？」

「ああ、そうだな。お前の言ってることは正しいよ」

　そう、何も間違っていない。

　それぞれに守りたいものや譲れない想おもいがあり、いるべき場所がある。道中でどんなに迷い抗あらがっても、運命がそこに繋つながる道を造る。

　───でも。

「だったらどうして、俺に自分が特異点だなんて言ったんだ？」

「え……？」

　その一言に、リーゼの瞳ひとみが微かすかに揺れた。

「お前の目的は俺に投影書館アルマデルの封印を解かせること。確かにそれは間違いじゃないんだろうよ。けどな、それだけならわざわざ自分のことを話す必要なんてない。適当な理由をつけて脅迫なり何なりすれば、それで済んだはずだ」

　そう、最初から全すべておかしかったのだ。

　万が一黒くろ斗とが騎士隊エインヘルに密告でもすれば、リーゼは一巻の終わり。いくら心を読める力を持っていたとしても、封印一つのためにそれほどの危険を冒すなんてあり得ない。

「……動揺して心が読みやすくなるかもと思っただけです。深い意味はありませんよ」

「確かに、そういう狙ねらいもあったかもな。でも、本当にそれだけか？」

　黙りこくるリーゼの目を見て、黒斗は畳みかけるように言葉を重ねる。

「そんな打算的なものじゃない。リーゼ、お前は───」

　明確な根拠なんて何ど処こにもない。証拠と言えるものは自分が特異点だと告げたリーゼへの違和感だけ。それでも、それだけを信じて言葉を叩たたきつける。

「……今の居場所から、逃げ出したかったんじゃないのか」

　───私をここから連れ出してもらえませんか、誘拐犯さん？───

　あの言葉はきっと。

　ずっと自分を偽り続けてきた少女の。

　───不器用過ぎるＳＯＳ。

「……都合の良い解釈ですね。私はそこまで夢見がちじゃありませんよ」

　だけど、彼女の態度は変わらない。

　頑かたくななまでに今の自分を守ろうとする。

「どうやらクロトさんは私を他の誰かと重ねているようですが、この際はっきりと言っておきます。私は他の特異点とは違います。《オファニム》に見つかることもなければ、魔人化に脅おびえる必要もない……今いるここが、私の居場所なんですよ」

「違う！　居場所っていうのは自分が自分でいられる場所のことだ！　あの空っぽの部屋の何処に、お前がいるって言うんだよ！」

　王城にある彼女の私室を思い出す。

　誰の色も見えない空虚な部屋。ただ寝て起きて生きるためだけの空間。あんなものが誰かの居場所であっていいはずがない、あってなるものか。

「どうして自分から孤独になろうとする!?　本当は寂しくて仕方ないくせに、少しでもいいから誰かと触れあっていたいのに！　どうしてそこまで人が信じられない!?　少なくともカイムは、アイツは本気でお前のことを───っ！」

「……信じるなんて、できるわけないでしょう」

　ぞっとするほど冷たい声。

　感情という感情が抜け落ちたそれに貫かれ───黒斗は一つの確信を得た。

（ああ、くそ。やっぱり……そうなのかよ）

　杞き憂ゆうであってほしかった。

　人を信じられないという彼女、その理由として思い描いていた中でも最悪の想像。

「七年前のこと……調べたよ。お前が特異点になって、母親が死んだ年だ」

「へえ、それはまた奇特なことを。それで、何か分かったんですか？」

「……母親の死因は転落、王城のバルコニーから足を踏み外しての事故だ。まだ幼いお前と数人の衛兵の目の前で落ちた」

　言いたくない。このまま知らないふりを、気付かなかったふりをしていられたら、誰も傷つくことなく日常に戻れる。

　それでも───この先に進むためには避けては通れない。

「───記録上は、そうなってる」

　彼女を孤独の闇やみから救い出す。

　そのためにたとえ彼女を追い詰めて傷つけることになろうと、躊躇ためらわない。

「……まるで事実は違う、と言っているように聞こえますね」

「ああ、そう言ってんだよ」

　疑問の余地を挟まない断言に、リーゼの瞳ひとみが激しく揺れ動く。

「……当時、事故の現場にいたのはお前と近この衛え兵へいが二人。その全員が『領りよう妃ひは足を踏み外して落ちた』と答えた。ああ、確かに疑いようもない事故だろうよ。でも……お前の能力があれば話は別だ」

　精神操作───すなわち記憶と認識の書き換え。

　そのたった一つの要素が「不幸な事故」を根底から覆す。

「証拠は何もない。だから間違ってたら否定してくれ。リーゼ、お前は母親を───」

「……あはっ」

　黒くろ斗との言葉を遮さえぎったのは小さな、本当に小さな笑い声。

「───だって、お母様ったら酷ひどいんですもの」

　それは心の底から可お笑かしそうな声だった。

「私が助けてほしくて特異点だって告白したら、いったいどうしたと思います？　その場で騎士隊エインヘルを呼んで封印しようとしたんですよ？」

　幼い少女が母親に求めたのは庇ひ護ご。

　だけど、現実はいとも容易たやすく期待を裏切る。

「娘を殺そうとした母親……そんなの死んで当然だと思いません？　あははははっ！」

　母をその手に掛けたと告白しながら、少女は可笑しくて堪たまらないと笑い続ける。

　ああ……彼女の言う通りだ。信じられるわけがない。

　彼女は最も信頼していた母ひ親とに裏切られて、殺されかけたのだから。

　───けど。

「……なら、どうしてお前はそんなに辛つらそうなんだよ」

　手を伸ばし、頬ほおを伝う透明な雫しずくを拭ぬぐいとる。

　───泣いていた。

　母親なんて死んで当然だと言って淑女と呼ぶに相応ふさわしい綺き麗れいな笑顔を貼はり付けたまま、リーゼは静かに涙を流し続ける。

（何が「私の全すべてになってくれるんですか」だ……っ）

　彼女はもう───。




　とっくの昔に、壊れてる。




「……っ!!」

　心をずたずたに引き裂かれた彼女を見ていられなくて、黒くろ斗とは彼女の身体からだを力いっぱい抱きしめる。

「……痛いです。離してください」

「嫌だ。そんな顔してるやつを放ほうっておけるか！　俺は絶対にお前をここから連れ出す、だからお前も俺を信じてくれ！」

「……今の話を聞いて、まだ私に人を信じろと言うんですか。私はもう、どうやって人を信じればいいのかも分からないのに」

　彼女の不幸は人の心が読み取れたこと。

　秘めた感情も隠したい真実も、彼女の前では全てが浮き彫りになる。ならば───誰かを信じるなんて余計な工程プロセスは必要ない。

「自分がどれだけ無む茶ちやなことを言ってるかなんて分かってる。それでも……それでもお前は誰かを信じたいから、ここにいるんじゃないのか！」

　本当に心の底から人を信じられないのなら、心の読めない黒斗と一緒にいて「楽しい」なんて思えるはずがない。

　彼女はまだ間に合う。本当に微かすかな糸だが、まだ引き戻せる。だから「助けたい」というその想おもいを真正面からぶつける。

　───でも。

「おっしゃっている意味がよく分かりませんね。言いたいことはそれだけですか？」

「リーゼ……っ」

　必死の言葉は彼女の心を変えることはできず、冷たい目が黒斗を見み据すえるのみ。

「……クロトさんが手を出してくれないのなら、ここにいる意味もありませんね。式典も始まることですし、そろそろ戻りましょうか」

　あれほど密着してきたのが嘘うそのように、リーゼはするりと黒斗の腕から逃れる。

　その顔には小悪魔的な微笑ほほえみではなく、彼女が自分を守るために造りあげた淑女の仮面が貼はり付いていた。




「…………」

「…………」

　二人して無言のまま闘技場コロツセオへとやってくる。

　ちょうど決勝戦が終わった直後のようで、会場には優勝者であるカイムを称たたえる歓声が響き渡っていた。

「……ここでお別れですね。さようならです、クロトさん」

　それだけ告げて、会場の控室へ向かおうとするリーゼ。咄とつ嗟さにその手を掴つかんで彼女を引き留める黒くろ斗とだが、リーゼは冷たい声で拒絶する。

「離してもらえますか？　もう時間がありませんので」

「駄目だ、行くな」

　この手を離せば、彼女は二度と手の届かない場所に行ってしまう。今度こそ、周りの誰も信じられない孤独の闇やみに沈んでしまう。

　だけど、そこまでだった。彼女の心を変えられる言葉が見つからない。

「……失礼します」

　未練がましい手を軽く振り払い、リーゼは黒斗に背を向けて歩き去っていく。




「───止まれ、リーゼロッテ」




　その行く手を、突然現れた騎士隊エインヘルの面々が取り囲んだ。

　隠おん形ぎよう術式───透過迷彩を施して空間に潜んでいた騎士三十名超、そして彼らを従えるように立つ領主トラヴィスに、リーゼは問とい質ただすような声色で尋たずねる。

「……随分と物々しい雰囲気ですが、いったい何事ですか。お父様？　私を探すためにそんな大部隊を引き連れているわけでは……なさそうですね」

「当然だ。そこまで時間を持て余してはいない」

「では、いったい何の真ま似ねですか？」

　一見すると冷静に応対しているリーゼだが、その裏にはわずかな動揺が見て取れる。

（なんだ、何がどうなってる？）

　それは黒斗も同様で、目の前の光景に頭の理解が追い付かない。

　物々しい雰囲気もそうだが、何よりも異様なのは騎士たち全員が鎧よろいに付与している高度な防御術式。それも物理衝撃ではなく、対精霊術に特化した仕様。

「何の真似、か……それはこちらの台詞せりふだ」

　そう、まるで精霊術による霊的干渉を警戒しているような───。




「よくも今まで我々の目を欺いて来られたものだな───特異点」




「…………え？」

　瞬間、彼女の世界は音を立てて崩れ落ちた。

「捕えろ」

　領主の命に応じて騎士の精霊術───光の輪がリーゼの四肢を完全に拘束する。

「まさかこれほど身近に特異点が潜んでいるとは思わなかった。どうやって《オファニム》の探知をすり抜けてきたかは知らないが、その幸運もここまでだ。これからすぐに封印を執り行う」

　淡々と自らの娘に死刑を告げる領主トラヴィス。

　だが捕らわれの身となったリーゼには、そんな父の声でさえ届かない。

　───どうして？

　疑問を投げかけた瞬間、心が端のほうから腐り落ちていく。

　特異点探知オフアニムは問題なくすり抜けていたはずだ。ならば残された可能性はただ一つ、事情を知っている誰かが密告したとしか考えられない。

　だけど───。

　だけど───。

　そのことを知っているのは、今後ろにいる彼だけ───。

「あ……ぁ……っ」

　絶望が全身を支配する。

　信じられない、信じたくない───そんな心とは裏腹に突きつけられる非情な現実。

（ああ、そういう、こと……ですか……）




　自分はまた、身近な人に裏切られた。




「─────────────────────────っ」

　壊れる。心が、魂が、彼女の世界が壊れていく。

　同時にドクン、と身体からだの奥深くで何かが胎たい動どうした。

　存在を喰くらうおぞましい汚濁はリーゼの絶望を喰らって活性化し、圧倒的な破壊衝動となって彼女の心を蝕むしばんでいく。

（もう……なんでも、いい……好きに、して……）

　抗あらがう気力もなく、リーゼはその衝動を受け入れる。

　そして目に見える全すべてを、生きとし生けるもの全てを滅ぼそうとする意思に身を任せた瞬間、七年間積もり積もった負の感情がおぞましい瘴気となってリーゼを塗ぬり潰つぶし、存在を造り変える。




　それは五百年前から続く呪のろいの具現化。

　この世に恐怖と絶望をもたらす災厄の使者。




　魔人リーゼロッテの誕生だった。





［第六章］　覚悟







　静せい寂じやくが空間を支配する。

　異様な光景だった。

　彼女を捕えるべく周囲を取り囲んでいた三十人超の騎士隊エインヘル、その誰一人として言葉を発しない。否いな、できない。

　誰もが頭でなく本能で理解していたのだ。

　その存在が振ふり撒まく、ただそこにあるだけで心臓が鼓動を止めてしまうほどの生物的なおぞましさを。

「リ、リー……ゼ……………」

　集団から一歩離れた所に立ち、呆ぼう然ぜんと少女だったモノの名前を呟つぶやく黒くろ斗と。

　───少女だったモノ。

　その表現は何も間違っていない。むしろそれ以外に何と形容すればいいのか。それほどまでに目の前にいるソレは、「人間」という存在をあまりに踏み外し過ぎていた。

　───闇やみに侵され、褐色に染まった肌。

　純白のドレスは穢けがされたように黒々と輝き、狂気に彩られた瞳ひとみは真紅の光を湛たたえる。

　肩甲骨の辺りから生えた蝙蝠こうもりのような翼は理外の証明。生きとし生ける存モ在ノ全すべてを呪のろう瘴気を漂ただよわせ、ソレはただ存在するだけで世界を蝕むしばんでいく。

　もはや疑う余地などない。

　これが魔人。欠片かけらの力に呑のみ込こまれた特異点の末路。

「………………」

　リーゼ───魔人リーゼロッテは冷たい双そう眸ぼうで虚空を見上げている。まるで周りにいる騎士隊や領主など目に入らないかのように。

「───やれ。魔人を討滅しろ！」

　隙すきだらけの魔人に、領主はただ冷徹に死刑を宣告する。

　その命を受け、三十人以上の騎士たちが拘束術式を一瞬で攻撃術式───否、殺傷術式に切り替える。それぞれが類たぐい稀まれな才能を持ち、この街を外敵から守るために研けん鑽さんしてきた高度な精霊術師。その威力は想像を絶する。

　───だが。

「く……っ、魔力結界かっ!?」

　全力の精霊術を弾はじかれ、騎士の一人が叫ぶ。

　魔力───霊力とは根本から異なる魔神の力。濃厚な瘴しよう気きとなって顕けん現げんしたそれはあらゆる攻撃を弾く無敵の鎧よろいと化す。

「……………」

　明確な敵対行動を受けて、魔人の瞳ひとみが騎士たちに向けられ───暴風が吹き荒れた。

　無差別に放たれた瘴気は至近距離にいた騎士五人と心が抜け落ちたかのように無防備に佇たたずむ領主を数百数千の肉片に解体し、霊的防御の上から騎士たちを薙なぎ倒たおす。

　そして黒の暴風が晴れたとき、魔人リーゼロッテの姿はなかった。

「闘技場コロツセオ内部だ！　急げ！」

　同どう朋ほうの死にも怯ひるまず、騎士たちは魔人を追って走り去っていく。

「───っ、呆ほうけてる場合か！」

　一瞬遅れて、黒くろ斗ともその後を追って中に駆け込む。

　会場内は動揺とざわめきに満ちていた。

　まるで空間を統すべるかのように舞台中央に坐ざす魔人リーゼロッテと、それを囲む騎士隊エインヘルの面々。突然目の前で繰り広げられる非日常に、数万の観客は逃げることもせずに事の成り行きを見守っている。

　不意に、魔人が空を掴つかむがごとく両手を広げる。

　そして。




「────────────────────────────────ッッッッ」




　狂気と悲哀を秘めた声で、謳うたった。

「が───っ!?」

　鼓膜が破れるほどの音量に堪たまらず耳を塞ふさぐ。

　翼を増幅機関として拡声された音波は物理衝撃さえ巻き起こし、鋼鉄で固められたアリーナを破壊。高周波は鼓膜から体内に入り込み、肉体の制御機構たる脳に侵入する。

　グチャリと、頭の中で這はいまわる「音」。

　ヤバい───壮絶な悪寒に突き動かされ、黒斗はわざと異能を暴発。自分諸もろ共とも思考を侵す音波を強引に吹き飛ばす。

　制御を離れた重力波に全身を打たれ、アリーナを二、三転して血を吐く黒斗。

　そして急いで顔を上げ。

「───────」

　視界に飛び込んできた異常な光景に言葉を失った。

　ざしゅりと肉を力任せに引き裂くような音が響き、頬ほおに生暖かい液体がかかる。

　目の前には先ほどまで魔人を取り囲んでいた二人の騎士。

　それぞれが領内の有数の戦力を保有する屈強な騎士が───。




　狂ったように笑いながら、互いの瞳を抉えぐり合っていた。




「…………………………なん、だ…………これ…………」

　潰つぶれた眼球が零こぼれ落おち、真っ赤な血が吹き出る。

　明らかに致死量を超えた出血。しかし騎士たちは倒れることなく、まるで楽しむように人肉を掻かきむしっていく。

　彼らだけではない。

　舞台上では警備隊の兵士たちが四肢を順番に切り落とし、控室脇では城仕えの侍女たちが指で喉のどを掻き切って自殺する。

　観客席はもっと酷ひどい有様だった。

　子供を喰くい殺す母親。想おもい人の心臓を嬉うれしそうに弄もてあそぶ青年───狂い狂った領民たちは嬉き々きとして家族や知人、見知らぬ誰かを殺し、その血を啜すする。

　死臭と狂気に満ちた混こん沌とん。

　それを地獄絵図と呼ばずに何と形容すればいいのか。

「精神を、汚染する音……っ」

　精神操作───リーゼが特異点として有していた能力。

　魔人はそれを音波にして解き放ったのだ。己が狂った破壊衝動を乗せて。

　ほんの少し前まで湧わき上がるような歓声と悦楽に満ちていた空間は、壮絶という言葉ですら生なま温ぬるいほどの狂乱に支配されていた。

　豪雨のように飛び交う悲鳴や怒号。

　精神汚染波も観客席全すべてには届かなかったようで、異変があったのは舞台上に近かった前列のみ。だが汚染波を受けた亡者は狂った叫び声をあげ、手当たり次第に逃げ惑う観客を手にかけていく。

　ざりっ───麻ま痺ひした思考の端で、ソレが動き出す。

　魔人リーゼロッテ。救いたいと思った少女の姿をした「ソレ」は頭上、街の頂上にそびえ立つ白き巨城を見上げ、堕天使のごとき黒き翼を広げる。

　そのとき。

　──────……助けて……──────

　魔人の中から、微かすかな声が聞こえた。

「え……？」

　ほとんど聞き取れない、今にも消えてしまいそうなか細い声。

　だけど覚えている。これはまごうことなき彼女の───。

「リーゼ……」

　そうだ。何を呆ほうけている。

　目の前の惨さん劇げきがどうした。何があってもやることは変わらない。

　彼女がそこにいて助けを求めているのなら───どんな手を使ってでも助け出す！

「迷っている暇なんか、ねえんだよ！」

　全力で足元を蹴けり、正面から魔人に突っ込む黒くろ斗と。

　フェルがいないこの状況では使える力もたかが知れている。無策で突っ込んでも殺されるだけだ。それでも、ここで引くわけにはいかない。

　文字通り決死の突撃。

　だが黒くろ斗との手は彼女に届くことなく、横から割って入ってきた精霊剣の斬ざん撃げき───先ほどまで魔人に剣を向けていた騎士の一人に阻まれる。

「この……邪魔、するなっ！」

　完全に精神を汚染され、狂った叫び声を上げて斬きりかかってくる騎士。

　精彩を欠いた剣技は大振りで軌道も読みやすい。だが人体が意識して出せる限界を超えた膂りよ力りよくと強烈な斬撃を撃ち出す精霊剣に弾はじき飛とばされ、胸に赤い裂傷が奔はしる。

　その間に魔人リーゼロッテは黒翼を羽ばたかせ、上空に飛び去ってしまう。

「くそ……っ。リーゼええええええええええええっ！」

　黒斗の叫びも届かず、黒い背中はどんどん遠ざかっていく。

　───まずい。

　魔人が王城に向かった理由は見当がつく。あそこは街の中央であり最も高い場所───つまりあそこで汚染波を放てば、その効果は街全域に及ぶ。

　闘技場コロツセオの中だけで地獄絵図これなのだ。

　もし汚染波が東都全体に広がれば───この街は死の都と化す。

　東方領首都の滅亡。だけど、それだけじゃない。

　リーゼの魂はまだ生きている。それは確かに感じ取れた。だが───それもおそらくは時間の問題。こうしている間にも彼女の魂は蝕むしばまれ……確実に消えてなくなる。

「……落ち着け。まずはフェルと合流だ」

　逸はやる鼓動を無理やり鎮める。力もまともに使えないままでは話にならない。

　イリアたちは大丈夫なはずだ。事前に聞いていた座席は舞台から離れていたし、いざとなればクーもいる。荒事で遅れをとることはないだろう。

　だから、問題はこちらのほう。

「何人いやがんだよ、畜生……っ！」

　数十人にも及ぶ亡者が血走った目で黒斗を見み据すえる。

　舞台上にいた人間はすでに大半が亡者化。最も近くにいた騎士隊エインヘルは一人残らず狂乱し、手当たり次第に周りの人間へ襲い掛かっている。

（こうなりゃ一か八か、広範囲の重力波で押おし潰つぶすしか───）

　もう反動だ何だと言っている場合じゃない。

　黒斗は片腕を失う覚悟で辺り一帯を叩たたき伏せる重力波を生成し───。

「堕おちろ───〈蒼嵐剣クリスタロス〉!!」

　蒼あおの霊力剣が濁流と化して降り注ぎ、亡者たちを一瞬にして薙なぎ倒たおした。

　爆散した水流は器用に黒斗だけを避よけて舞台上に存在する全すべてを飲み込み、水圧で根こそぎ押し潰していく。

　天災級術式アルスマグナ〈蒼嵐剣〉。こんなものを使える人間は一人しかいない。

「無事かクロ！　狂ったりしてねえだろうな！」

「カイム！」

　蒼あおい霊力を全身から漲みなぎらせ、黒くろ斗とを庇かばうように立つカイム。

　その手の動きに合わせて水流が無数の蛇となり、観客席で暴れる亡者たちを正確に叩たたきのめしていく。

「お前、今まで何ど処こに……」

「悪い。ちょっと自分を立て直すのに時間かかっちまった」

　そう告げるカイムの瞳ひとみはまっすぐ王城を見み据すえている。

「なあクロ。さっきのあれは、リーゼなんだよな？」

「それは……」

「誤ご魔ま化かさなくていい。どんな姿になろうと、俺がアイツを見間違うかよ」

　黒斗と違って何も知らなかったカイム。最愛の妹が異形の存在となってしまった彼の精神的衝撃は、果たしてどれほどのものだったのか。

「……リーゼは特異点だった。七年前からだ」

　こうなってしまった以上、もはや隠す意味はない。

「知られたら問答無用で封印される。だからアイツはそのことをずっと隠してきた。事情がなかったら俺にも話さなかっただろうよ。痛いたっ……」

　斬きられた傷口がズキンと痛む。

　重傷というほどではないが、ぱっくりと割れた傷口は相当生々しい。

「結構深いな。悪いけど治癒術式は苦手なんだ。治したいならどっかから治癒匣ルミナを調達してくるぞ？」

「いや、そんなことしてる余裕はない。早くリーゼのとこに行かねえと……」

　迷いなく告げるとカイムの瞳がわずかに見開かれる。

　その信じられないようなものを見る反応が、やたらと癇かんに障った。

「何驚いた顔してやがる。お前の妹を助けるって言ってんだよ」

「……方法はあるのか？　この五百年、魔人を元に戻せたことは一度もないぞ」

「どうすればいいのかなんて俺にも分かんねえよ。でも、だからって諦あきらめるわけにはいかねえだろ！　方法がないなら無理やりにでも造り出す、不可能だろうが何だろうが知ったことか！」

　そう、やることなんて一つしかない。

　どんな理不尽な現実だろうが力尽くでねじ伏せる───そのために、ここにいる。

「……お前。自分がどれだけ無謀なこと言ってるか、分かってるよな？」

　カイムは現実を突きつけるように冷たい声で告げる。

「俺はまだガキだったけど、十年前の魔人討滅のことはよく覚えてる。一体、たった一体の小さな魔人を仕留めるために軍が総力を結集させて、それでも数千人が犠ぎ牲せいになった。はっきり言って……死ぬぞ」

「てめえの命も懸けないで、誰かの命なんて救えるわけねえだろ」

　───お前は違うのか。リーゼを助けたくないのか？

　挑発以外の何物でもない問いかけに、カイムは一瞬だけ呆あつ気けに取られ……すぐに獰どう猛もうな笑みを浮かべる。

「……それはつまりあれか。お前は、俺がビビってるって言いたいのか？」

「違うのか？　色々言ってたが、要は魔人と戦うのが怖いってことだろ？」

　わざとらしく軽けい蔑べつの視し線せんを送ると、カイムは微かすかに肩を震わせ───。

「……上等だ。たかだか魔人程度、さくっとぶちのめしてやるよ！」

　蒼そう光こうを滾たぎらせて吼ほえた直後、大だい瀑ばく布ふが空を覆い尽くした。

　さながら絨じゆう毯たん爆撃のように雨あめ霰あられと闘技場コロツセオに降り注ぐ霊力の雨スコール。

　活性化の最高潮を迎えた大霊源地グラン・ウルズ、その膨大な霊力を最大限利用した巨大な術式は数千人もの亡者を圧倒的な速度で叩たたきのめしていく。

　───だが。

「ちっ、想像以上に厄介だなコイツら！」

　骨の数本は確実に砕く霊弾の嵐あらし。しかし亡者は打ち倒した端から再び起き上がり、何事もなかったかのように暴力を振ふり撒まき続ける。

　その姿はさながら死兵ゾンビ。

　彼らは肉が避けようが骨が砕けようが止まることはない。物理的に動けなくなるまで、その心に植え付けられた破壊衝動を満たし続けるのみ。

　そして二人の背後で激流に沈んでいた騎士たちが静かに起き上がり───。

「クロト、伏せなさい！」

　鋭い一声に黒くろ斗とが身をかがめた直後、紅ぐ蓮れんの炎が亡者を飲み込んだ。

　物理的な火か焔えんではない。精霊剣《アグニ》───精霊術によって生み出された浄化の炎は体内に残留する汚染波のみを焼き払い、心を縛る狂想曲を失った亡者たちが次々と地に伏せていく。

「半分仕留めた！　フラン、残りお願い！」

「……〈練金アルケミア・貪触鎖鉄グレイプニル〉」

　小さな呟つぶやきと共に空から落ちてきたのは錆さび色いろの流体金属。

　鉛色の弾丸は着弾と同時に動きを封じる鋼鉄の拘束具となって展開。亡者を指一本動かせないほど徹底的に縛り上げると同時に金属の表面が不気味に胎たい動どう、まるで貪むさぼるように霊力を吸い上げていく。

「こういう死喰鬼グールみたいな手合いはまともに相手するだけ時間の無駄よ。倒すんじゃなくて動きを止めるの」

　大気を弾はじく具足・反発足甲エアレイドで空から落ちてきた赤毛の騎士・クーレルカ。

　その腕に抱えられて落ちてきたイリアは黒斗の負傷に気付くと、慌てて治癒の精霊術を発動。するとあれだけ深かった傷口が瞬く間に塞ふさがっていく。

「クロト、大丈夫？　痛くない？」

「イリアのおかげで治ったよ。それにクーとフランたちも、正直助かった」

「はいです！　あの程度ならお茶の子さいさいなのです！」

「……どもー」

　小さい身体からだで御主人様フランを支えて落ちてきた機甲人形オートマタエレーネと、緊迫した事態を感じさせない気の抜けた返事を寄よ越こすフラン。その向こうから桜色の燐りん光こうを放つ少女が現れて、黒くろ斗とは真まっ直すぐ彼女と向き合う。

「……リーゼを救いたい。頼む、力を貸してくれ」

「どうせ止めても無駄なんでしょう？　イリアちゃんのときといい、こうと決めたら平気で無む茶ちやするんですから」

「……悪いな」

「謝る必要なんてありませんよ。言ったじゃありませんか、貴方あなたは貴方が思うままに生きればいい……私はそれを全力で支えるだけです」

　慈愛の微笑ほほえみを浮かべ、フェルは薄紅色の光となって黒斗に吸い込まれていく。

　融合───この世の理ことわりを統すべる超越存在オーバーロードの一角たる神霊の力を得て、柊ひいらぎ黒斗は闇やみのごとき黒衣をその身に纏まとう。

　これで戦う準備はできた。だが、目の前の惨さん劇げきを放ほうっておくわけにもいかない。

「……クー。悪いけど亡者アイツらの相手、頼めるか？」

「いいわよ」

　迷うことなく即答し、クーは精霊剣から真紅の炎を迸ほとばしらせる。

「急いでるんでしょ？　しっかり足止めしておいてあげるから、こっちはアタシに任せて早く行きなさい。フラン、悪いけど手伝ってもらうわよ」

「……うん」

「うん、ってあの～フラン様？　ゾンビな方々、ざっと見て数千はいるんですけど……あれ全部相手にしないといけないのですよ？　そこのところ分かってらっしゃいます？」

「……気合い、で……頑張る」

「超精神論でございますね！　無策に等しいですが、そういうの大好きなのです！」

　あっさりと引き受け、亡者の群がる観客席に向かっていくフランとエレーネ。そのあまりに気楽な後ろ姿に不安がこみ上げてくるも、クーは心配ないとばかりに笑う。

「大丈夫よ。アタシもいるし、ああ見えてやることはきっちりやる娘こだから」

　そう言うとクーは双剣───風剣ルドラと炎剣アグニを引き抜いて加速、浄化の緋炎を纏って勇ゆう猛もう果か敢かんに亡者の群れへ切り込んでいった。

　敵は数千もの狂人ゾンビたち。だが二人の少女は数の差など全く感じさせない圧倒的な制圧力で亡者たちを無力化していく。

「……あれならここは大丈夫か。あとはイリアの安全を確保しないとな。一いつ旦たん工房アトリエに戻るから、終わるまでそこに隠れて───」

「やだ！　わたしも一緒に行く！」

　イリアの口から飛び出したのは明確な拒絶の言葉。

　そこに込められた強い意思に、黒くろ斗とは思わずたじろいでしまう。

「クロト、わたしのときみたいに無む茶ちやするつもりなんでしょ？　だったら私も連れて行って！　クロトが怪け我がしたらすぐに治してあげたいから、お願い！」

「イリア……」

　必死の懇こん願がんに心が揺らぐ。

　彼女は自分が守られる存在であることを理解している。理解しているからこそ、自分に出来る精一杯のことをしたい。ただ見ているだけなんて嫌だと。

〈……黒斗様。ここで言い争ってる時間はありませんよ〉

　───ああ、分かってるよ。

　心の中でフェルに応こたえて小さく溜ため息いきを吐つくと、黒斗はイリアに重力障壁を纏まとわせる。

「この上に結界も張るから、そこから出ないこと。いいな？」

「……うん！」

「そっちの用事は終わったか？　なら、そろそろ行こうぜ」

　黒斗がイリアを抱きかかえたところで、カイムも霊力の補充チヤージが完了する。

　これで全すべて整った。後は行動に移すのみ。

〈では、向かいながらでいいので詳しい状況を教えてください。私が何とか突破口を見つけますので〉

「頼んだ。それじゃ───行くぞ！」

　それを合図に黒斗は重力制御で飛行、カイムは水流に乗って空を駆け昇る。

　目指すは王城。魔人リーゼロッテが座す、決戦の地。





　　　　◆　◆　◆






　白霊鋼アダマンタイトに覆われた白き巨城。その頂上に安置された機械仕掛けの青水晶───天霊兵装レガリア《オファニム》の元に、魔人リーゼロッテの姿はあった。

　その内に宿る黒き衝動に侵されたように浅黒い肌。禍まが々まがしい漆しつ黒こくの翼を広げる彼女の周りに十数発の霊力弾が生成され、次々と水晶に撃ち込まれる。

　魔力───魔神の力を濃縮させた黒き魔弾は通常手段では傷つけることさえ敵かなわない神の遺物を容易たやすく破壊し、粉砕された水晶の欠片かけらが粉ふん塵じんとなって舞い散る。

　瞬間、魔人の放つ威圧感が一気に膨れ上がった。

　あまり知られていないが、青水晶オフアニムの力は特異点の探知だけではない。範囲内に存在する魔力を縛る能力も有している。もしこれがなければ、最初の汚染波による被害は数倍に跳ね上がっていただろう。

　だが───たった今、その枷かせは破壊されてしまった。

（……もう一度あの汚染波を使われたら終わりですね）

　街を壊滅させる災害を引き起こしている自分───魔人リーゼロッテを内側から見て、リーゼは不思議な感覚に陥っていた。

　肉体の制御権はとうにない。今の彼女は〈天元盾アイギス〉の庇ひ護ごで辛うじて存在しているだけ。破壊と暴力を振ふり撒まく自分を止めることはおろか、その思考に割って入ることもできない。

　ただ圧倒的なまでの意思に喰くわれるのを待つ───それだけの存在。

　身体からだに纏まとわりつく水晶の粉を振り払い、魔人は再び両手を広げる。すると以前のときの数倍、いや数十倍近い魔力が空間を埋め尽くしていく。解放されたが最後、被害は東都だけに収まらない───それほどまでに強大な魔力。

　もしこの場に他の人間がいれば、問いかけずにはいられなかっただろう。いったい何が目的なのか、と。

　だが内側にいるリーゼには分かる。この存在に、目的なんてものはない。

　ただ目に見える全すべてを、敷かれた森羅万象を、神が造りし世界そのものを根底から破壊し尽くす───それだけの殺さつ戮りく兵器。

（どうして、こんなことに……）

　ただ生きたいだけだった。そのために必死に自分を、周り全てを偽ってきた。

　生きるために自分を殺す空虚な人生。

　そんな中でほんの少し、ほんの少しだけ本心を見せてもいいと思える人が現れた───その結末がこのバッドエンド。

　こんな末路を迎えるのなら。

　こんな運命しかないのなら。

　生きてきたことに、意味なんて無かった───。




「───何言ってんだ。そんなわけないだろ」




　声なき声に応こたえたのは、たった今思い返していた少年の声。

　その瞬間、見上げる空を膨大な量の水流が覆い尽くした。

　湖一つをまるごと持ってきたかのような莫ばく大だいな水量は王城を丸ごと飲み込み、外界から切り分けるように厚さ数十メートルにも達する球状の膜を形成する。

「末路だとか運命だとか、勝手に終わった気になってんじゃねえよ。俺とお前はまだ始まってもいない。楽しいことも嬉うれしいことも辛つらいことも悲しいことも、全部これからだろ。それでも意味がないとか言うなら、俺がお前の全てになってやる。だから───」

　蒼そう海かいを背に、二人の男が魔人の前に立ちはだかる。

　一人は生まれたときから一緒にいる兄。

　片やもう一人は出会ってまだ数日なのに、あっという間に心の一番深くまで入り込んできた人。自分の正体を知ってなお、利用されてなお近付いてきた歪いびつな存在。

「約束通り、攫さらいに来たぞ。リーゼ」

　瞳ひとみに強固な意志を湛たたえ、改定者───五百年の時を隔てた反救世主・柊ひいらぎ黒くろ斗とは世界を救うためでも街を守るためでもなく、少女一人を救うために立つ。




　───混こん沌とんが渦巻く。

　カイムが張り巡らせた王城を丸ごと覆い尽くす水の結界・蒼界水牢メルクリウスの内部、外界から完全に隔離された空間を埋め尽くすのは濃密な瘴しよう気き。

　一息で精神を侵し、人体を死に至らしめる毒───その発生源は一人の少女。

　魔人リーゼロッテ。

　この世ならざる禍まが々まがしさと世界の敵たるおぞましさを放ち、神の定めた理ことわりから外れた存在はただそこにある。

〈……改めて見ると人が媒体とは思えないほどの魔力ですね。黒斗様、はっきり申し上げます。手加減など微み塵じんも考えないでください。死にますよ〉

「本当にはっきり言ってくれるな……」

　黒斗の実力を一番よく知っている彼女がそこまで告げる───それはつまり、柊黒斗と魔人にはそれだけの「差」があるということ。

　だが、これは彼女を討ち滅ぼすための戦いではなく、彼女を救うための戦い。

　ならば、万が一にも倒すわけにはいかない。












　普通にやっても殺されるほどの相手を倒さないように配慮しながら戦い、フェルの作戦を完かん璧ぺきに遂行。おまけに時間制限付き───難易度が鬼畜過ぎる。

「カイム、作戦は頭に入ってるよな？」

「ああ───つっても、作戦なんて大層なもんじゃないだろ。魔力装甲を可能な限り削ってから俺の〈天元矛グングニル〉で風穴を開け、リーゼを引ひき剥はがす……こんな単純なことで大丈夫なのか？」

「そこは信頼していい。なにせ神様のお告げだからな」

　フェルによれば、リーゼはまだ完全に変異したわけではないらしい。

　いわば魔力の鎧よろいに取とり憑つかれているような状態。だからそれを力尽くで引き剥がせば、ひとまず魔人化を解除することができる。

　極めて単純な策。だがその難易度は想像を絶する。

　そもそも常人では触れただけで気が狂うような魔力。それが集約して構成された装甲を削ることは超一流の精霊術師でも困難を極める。それをたった二人だけで成し遂げなければならないのだ。

「お前が言うなら信じるが……俺の〈蒼界水牢メルクリウス〉もそう長くはもたないぞ。流石さすがにこれだけ大規模な結界は維持が難しい」

「分かってる。早いとこ決めるぞ！」

　結界が破られたら再び精神汚染波が街を襲う。下に置いてきたイリアを守る結界も、はたしてどこまでもつか。なんにせよ、戦いを長引かせるわけにはいかない。

「やるぞカイム！　弐に速そく───《夜や叉しや》!!」

「おう！　喰くらいつけ《蒼海蛇ハイドラ》!!」

　鬼神の衣を纏まとう黒くろ斗とに続き、カイムが八つ首の水蛇を顕けん現げんさせる。

　それが開戦の合図だった。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおっっ！」

　重力を結集させた黒こつ拳けんと高密度に圧縮された水流が棒立ちの魔人に叩たたき込こまれる。

　共に並の術師ならば数十人単位で屠ほふれる威力。霊力による衝撃こそ城を形作る白霊鋼アダマンタイトに全すべて吸収されてしまったが、そこらの建物なら余波だけで倒壊させるほどの振動が城全体を揺らす。

　───だが。

「こ、の……ビクとも、しねえ……っ!?」

　見上げるほどの高峰に殴り掛かったような感覚。

　拳こぶしは確かに魔人の胸元に突き刺さっている。しかし質量で劣っているはずの魔人は物理法則を踏ふみ躙にじるがごとく微動だにせず、棒立ちのまま空虚な瞳ひとみを向けるのみ。

　感情という感情が欠落した能面のような表情。それを見て分かってしまった。

　ダメだ。目の前にいるこれはもう、生物として終わっている────。

〈黒斗様、避よけて！〉

　悲鳴のような叫び声。

　気付けば魔人の周囲には黒色の弾丸が無数に展開、その全すべてが黒くろ斗とめがけて流星のごとく降り注ぐ！

　───死ぬ。

　壮絶な悪寒が全身を駆けめぐり、咄とつ嗟さに魔人を突き飛ばす形で後ろに逃れる。

　大きさは精々小石程度。しかし濃縮された魔力の弾丸は掠かすめただけで弐に速そくの障壁を削り取り、霊力を弾はじくはずの白霊鋼アダマンタイトに容易たやすく風穴を開ける。

　尋常ならざる貫通力。だが、それだけではない。

　着弾地点から広がった瘴しよう気きは瞬く間に王城の床を飲み込み、汚染された鉱物は腐り落ちるように崩壊していく。

　それはこの世ならざる力の結晶体。

　存在を変異させ、根底から消失させる黒の浸しん蝕しよく魔弾。

「カイム、一発たりとも当たるんじゃねえぞ！」

「分かってら！」

　機銃掃射のごとく放たれる魔弾の嵐あらしから逃れ、後退を余儀なくされる二人。

　浸蝕魔弾は蒼あおの水蛇も城の内壁も何もかも無差別に薙なぎ払はらい、その悉ことごとくを欠片かけらの抵抗も許さず消し飛ばす。

「コイツ、有限って言葉を知らねえのか!?　これじゃ近付けねえ！」

　重力飛行で宙を駆けながら無数に放たれる弾丸から逃れる。

　これほどの破壊力に加えて、避よける余地もほとんどないほど濃密な弾幕。消費する魔力は想像を絶するはずだ。しかし魔人から感じる力に衰える様子はない。

　無尽蔵───その単語が脳裏を過よぎる。

　それほどまでに、魔人リーゼロッテの持つ魔力は桁けたが外れていた。

　幸いだったのは同じ改定者なら魔弾に干渉し、軌道を逸そらせること。見ればカイムも右手に付けた天霊兵装レガリア《デュミナス》で浸蝕魔弾を弾いている。

「クロ、俺が道を造る！　左右から同時に行くぞ───《激竜征覇フラツドリード》！」

　叫ぶなり強引に魔弾を振り払って飛び出すカイム。

　その動きに呼応して《蒼界水牢メルクリウス》を構成する膨大極まる水量、その一部が二頭の竜となって飛び出し、左右から魔人に喰くいかかる。

　その勢いたるや、まさに洪水。

　浸蝕魔弾も物量で押し流し、街一つを容易く壊滅させる蒼き激流は文字通り魔人を飲み込むも、魔力装甲に触れた端から消し飛んでしまう。

　事象だけでなく現象の因果さえ無効化する絶対防御。しかしカイムの狙ねらいは魔人への攻撃ではない。その本当の目的は激流を利用した高速移動。

　流れに乗って距離を詰めた二人は至近距離から最大火力を叩たたきこむ！

「これで───どうだっ！」

　黒と蒼あおが混じり合い、大気を根こそぎ薙なぎ払はらうような凄すさまじい衝撃波が舞い起こる。

　片や空間を喰くらう圧縮重力球五発。

　片や天災級術式アルスマグナ《蒼嵐剣クリスタロス》と《蒼破円環刃アブソリユーテイア》の連撃。

　闇やみのごとき黒と海のように輝く蒼───相反する二つの力は魔人を基点に爆散し、遍あまねく全すべてを粉砕させる壮絶な破壊力となって炸さく裂れつする。

「ぐ───ッ!?」

　白霊鋼アダマンタイトでなければ城そのものが吹き飛んでいたほどの威力。その余波は黒くろ斗とたち自身にも及び、全身が軋きしむ衝撃に数十メートル近く吹き飛ばされる。

　手て応ごたえはあった。

　魔人の鎧よろいがいかに堅けん牢ろうでも、あの同時攻撃を喰らって無事で済むはずがない。

「──────────」

　小さな音波が響き、残留する波動が瘴気に吹き飛ばされる。

　その奥から現れた魔人リーゼロッテは顕けん現げんした時と変わらない、底の見えない威圧感を放ってそこに在った。

「……効いて、ないのか？」

〈いえ、魔力は確実に減っています。ただ今のままだと圧倒的に手数が足りません。もっと強力な攻撃を連続で叩たたき込こまないと……〉

「今ので結構ぎりぎりだったんだけどな……」

　冷たい汗が背中を伝う。

　ただでさえ慣れない重力飛行を使いながらの戦闘。それも一度きりの捨て身という手が使えない以上、勝ち目のないまま突っ込むわけにもいかない。

「カイム、お前あの蒼そう月げつはどうした？　温存とかふざけたこと言うなよ」

「使ってもいいが数分でぶっ倒れるぞ。その後は結界も維持できないし、援護も無理だ。お前こそ未来予知はどうした？」

「……無理だ。やってみたけどまるで見えない」

　融合昇華シンクロライズは神霊の力。【改定者】の力を持つ魔人相手では効果がない。

　文字通り八方塞ふさがり。このまま攻め続けるだけ。

　選んだ末の選択肢ではない。それ以外は全て潰つぶされてしまった、ただひたすらに強大で圧倒的な「力」によって。

（けど……やるしかない）

　時間をかけ過ぎれば、リーゼの魂は完全に飲み込まれてしまう。何としても、その前に救い出さなければ───。

（……待て。そういえば、いつからリーゼの声を聞いていない？）

　戦いが始まる前まで聞こえていた心の声。それが全く聞こえない。

　まだ生きている。それだけは確かだ。

　だけど気配が弱い。最初に感じた気配が濃密に思えるほど、彼女の存在をわずかにしか感じられない。

　そして次の瞬間、魔人から尋常じゃない量の瘴気が噴き上がった。

「まさか魔人コイツ、今まではリーゼを殺すことに力を注いで───っ」

「お、おい……これ相当まずいぞ……」

　空を覆い尽くす絶大な魔力と、この世全すべてを押おし潰つぶすような威圧感。

　それはまるで混こん沌とんの雲海。神の定めた理ことわりすら塗り替えるほど練り込まれた高密度の魔力は弾丸、否いな、「砲弾」と化して流星雨のごとく降り注ぐ！

　精霊術の最高位・殲滅禁呪カタストロフに匹敵する災厄。

　無差別に放たれた数百にも達する砲弾を縫うように躱かわして、黒くろ斗ととカイムは全力で宙を蹴けって空中に躍り出る。

　策など無い。それはもはや原始の本能。

　───前に出ろ。さもなくば死ぬぞ。

「もう一度同時に叩たたき込こむ！　カイム、結界分の余力も全部攻撃に使え！　リーゼの魂は限界だ。これで決めるぞ！」

「後先考えている余裕はないってことか！　なら全力で───」

　カイムが霊力と神威を融合、蒼そう月げつの力を解放しようとした直後。

　躱したはずの浸しん蝕しよく魔弾が突如としてその軌道を変えた。

「なに───っ!?」

　誘導弾───対象を追撃する魔弾はカイムの練り込んだ力に反応、速度を維持したまま物理法則を無視して反転すると四方八方からカイムを撃ち抜いた。

　予想外の挙動に防御も間に合わず、撃墜されて地上へ落ちていくカイム。

「カイ───がっ!?」

　その手を取ろうと急降下した直後、一際大きな砲弾が黒斗に撃ち込まれた。

　榴りゆう弾だん───装甲を撃ち抜くことに特化した弾は咄とつ嗟さに張り巡らした重力障壁を紙切れのように吹き飛ばし、飛散した小さな魔弾が腹部に大量の風穴を開ける。

　内臓を引きずり出されるような痛みと、真っ赤に染まる視界。

　霞かすむ意識の中で黒斗が見たのは、澱よどんだ空から雨あめ霰あられと降り注ぐ夥おびただしい数の侵しん蝕しよく魔弾。

　そして黒斗が地に落ちた直後、三ケタにも達する対地殲せん滅めつ射撃が二人を飲み込んだ。




　───心が塗りつぶされる。

「ぐ……があああああ……っ」

　廃はい墟きよと化した王城に響く微かすかな呻うめき声ごえ。

　五百年この地を見守り続けた白き巨城は無残に崩壊し、内装も調度品も何もかも滅め茶ちや苦く茶ちやに散らばって瘴気の中に消えていく。

　黒斗は辛うじて生きていた。

　だが体内に撃ち込まれた浸蝕魔弾は徐々に肉体を、魂を魔力で汚染、端から喰くらい尽くしていく。

〈黒くろ斗と様、気を確かに!!　飲み込まれたら二度と戻ってこれなくなりますよ！〉

　フェルの叫びも遠い。

　存在が塗り替えられるような感覚。

　自分ではない何か───圧倒的で絶対的な意思が「柊ひいらぎ黒斗」を喰くい潰つぶす。

（……ああ、これが「自分を失う」ってやつか）

　イリアやリーゼは、こんなおぞましい感覚に何年も耐えてきたのか。

　辛つらかっただろう。苦しかっただろう。

　いっそ死んでしまえばどれほど楽になれることか───それほどの苦痛。

　だけど、だからこそ、彼女たちは幸せになるべきだ。

　今までの不幸を帳消しにするほど幸福な人生を送らなければ───こんな人の形をしたバケモノより幸せじゃなければおかしいじゃないか。

「フェル。先に……謝っとく。ちょっと、無む茶ちやするぞ」

　答えを待たずに力を練り上げていく。

　今までと一線を画した強大な力。だが大怪け我がを負った身体からだがその負荷に耐えられるはずもなく、あっという間に口の中に血の味が広がる。自ら命を縮める───否いな、投げ捨てる愚かな行為。

〈……黒斗様。貴方あなたは、彼女を助けるために死ぬつもりですか？〉

「死なねえよ。死んでたまるか」

　即答。

　一切の迷いなく、秒単位で生命力を失いながら灰髪の少年は告げる。

「一人助けて一人失ってたら何の意味もない。これから先もずっとアイツらを守っていくために、俺は絶対に生きて帰らなくちゃいけないんだ」

　生き抜いてなお、彼女たちを守り通す───それは己自身に課す制約。

「だから……頼む。俺に力を貸してくれ」

〈無茶するのが分かっているのに、ですか？〉

「虫がいいのは分かってる。でも……お前がいないとダメなんだよ」

〈──────〉

　……ああ、もう。本当にこの少年はずるい。

　そんなことを言われたら、何が何でも力になってあげたくなるではないか。

〈二分です。二分間だけ、持てる力の限りを尽くして反動を抑え込みます。だから───好きに暴れてきてください〉

「……ありがとう、フェル」

　短い言葉に万感の思いを込めて立ち上がる。身体は羽のように軽かった。

　直後、少し離れた場所で眩まばゆい蒼そう月げつの光が煌きらめき、瘴しよう気きを振り払ったカイムが黒斗の隣に並ぶ。重傷だが、その瞳ひとみには一点の曇りもない。

「クロ、そろそろ決めるぞ」

「ああ。参さん、速そく────ッ」

　イメージするのは最強の自分。

　光さえ飲み込む無む間けんの闇やみ。森羅万象を塗りつぶす虚無は融合した神霊の性質を得て黒き雷となって顕けん現げん、言霊と共に世界を書き換える！

「───《黒こく王おう》ッッ」

　溢あふれ出だした闇が灰色の髪を黒く染める。

　瘴しよう気きさえその身に飲み込み、柊ひいらぎ黒くろ斗とは【改定者】の深奥へと足を踏み入れた。

「っああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」

　音を置き去りにし、黒斗は雷鳴と化して飛び出す。

　人間の知覚速度を超えた肉体は移動するだけで直線上の全すべてを薙なぎ払はらい、空間さえ捻ねじ曲まげる漆しつ黒こくの雷が魔人の胸に突き刺さった。

　空間がひび割れるように軋きしむ。

　それまであらゆる攻撃を無効化してきた魔力装甲は黒の雷撃を受けとめて激しく歪ゆがみ、振り抜かれた拳こぶしが轟ごう音おんと共に不動の魔人を吹き飛ばした。

「まだ、まだあああああああああああああッ！」

　反撃の隙すきなど与えない。

　一条の光と化した黒斗は魔人の真上に回ると、闇を背負うがごとく極大重力の塊を打ち下ろす。

　山河さえ飲み込む破滅の黒雷。

　圧倒的という表現すら生なま温ぬるいエネルギーの結晶体は着弾と同時に凄すさまじい衝撃波を巻き起こし、その余波で城を囲む《蒼界水牢メルクリウス》が歪いびつに変形していく。

　濁流のように押し寄せる衝撃波に弄もてあそばれ、宙を舞う魔人。

　その漆黒の翼から夥おびただしい数の侵しん蝕しよく魔弾が生み出され───蒼そう月げつの大蛇が弾丸ごと魔人を飲み込んだ。

「喰くらい尽くせ───《蒼月蛇皇ウロボロス》ッッ!!」

　貫通───遮さえぎる存も在の全てを打ち砕く絶対概念を有した神威の銀光、そこに膨大な霊力を混ぜ合わせた蒼月の奔流は天地を穿うがち、魔力装甲を削り取っていく。

「カイム、攻撃を一ヶ所に集中させる！　畳みかけろぉっ！」

「当たり前だ！　途中で力尽きんじゃねえぞ！」

　それはもはや「戦い」ではなく「戦争」だった。

　黒と蒼あお───共に一騎当千と呼ぶに相応ふさわしい二人の王。

　ただの一撃で地形すら変革せしめる二者は死力を尽くして猛攻に猛攻を重ね、凄まじい速度で魔人の纏まとう魔力装甲を砕いていく。

　降り注ぐ浸しん蝕しよく魔弾は全て身体からだで受ける。回避に割く余力なんてない。

　誘導弾、榴りゆう弾だん、散弾───一つ一つが即死級の破壊力を秘めた魔弾の嵐あらしは確実に黒斗とカイムの命を削り、それでもなお二人の力は秒単位で高まっていく。

　───まだだ。この程度じゃ足りない。

　限界なんて知らない。そんなものはとうに投げ捨てた。

　譲れない想おもいを燃料に現実を覆す───この力は、ただそのためだけにある。

　数十発目の極大重力球が魔人を飲み込む。

　魔力装甲は未いまだ健在、しかし首と胸の間、その一点には深い亀き裂れつが刻まれてる。

　あと少しで突き通せる───そのとき魔人が禍まが々まがしい黒翼を広げた。

　精神汚染波。

　その予兆を見てとる前に、黒くろ斗ととカイムは同時に動いていた。

「「さ、せるかああああああああああああああああああああああああああああっっ!!」」

　二人の拳こぶしが増幅機構たる黒翼を貫き、根元から吹き飛ばす。

　宙に座す権利を失い、落ちていく魔人。

　黒斗はすかさず急降下すると十発同時に重力波を叩たたき込こみ、亀裂の入った一点で波動を重ね合わせる。

　共鳴黒点波レゾナンスバースト───瞬間的に数十倍まで高められた重力波が脆もろくなった一点で炸さく裂れつし、装甲全体に亀裂が広がった瞬間。

「カアアアアアアアァァァァァァイムッッ！　やれええええええええええええええっ！」

「貫け───《蒼天神槍ロンギヌス》ッッ」

　超高密度に固められた蒼そう月げつの槍やりが、魔人の胸元に突き刺さった。

　亀裂を正確に穿うがった最高密度の「貫通」。しかし魔人は損傷箇所に魔力を結集させ、全身全霊を込めた破邪の槍を受け止めようとする。

「このっ、まだそんな余力があるのか!?」

　いったいどれだけの攻撃を叩き込んだと思っているのか。まさしく「でたらめ」という言葉を形にしたような存在。

　だが───。

「往生際が───悪いんだよっ!!」

　再び急降下した黒斗の拳が《蒼天神槍》の柄を打つ。

　それが最後の一押しとなって蒼月の槍は魔力装甲を打ち抜き、その内側から助けると決めた少女の姿が覗のぞき───。

　断末魔の悲鳴のように、崩壊した魔力装甲が散弾となって黒斗たちを飲み込んだ。





　　　　◆　◆　◆






　───一方、戦いの続く闘技場コロツセオ。

「はぁっ！」

　炎剣《アグニ》の一いつ閃せんと共に真紅の炎が奔はしり、数十人の亡者を焼き払う。

　さらに風剣《ルドラ》の暴風が炎を巻き上げ、火か焔えん旋風となって観客席の一画を丸ごと浄化していく。

「さすがに、きつくなってきたわね……っ」

　肩で息を吐つき、背後から襲いかかってきた亡者を蹴けり飛とばすクーレルカ。

　無力化した亡者は優に数百を超えた。周辺一帯を根こそぎ金属へと変える天災級精霊術アルスマグナ《鋼脈樹界ユグドラシル》を行使しているフランと合わせれば軽く千は下らないだろう。

　だが、それでも約半分。それなのに霊力はすでに底を尽きかけている。

　いくら大霊源地グラン・ウルズの恩恵があるとはいえ、個人が制御できる霊力にはどうしたって限界が存在する。これ以上は身体からだがもたない。

　このままじゃいずれ突破される───そのときだった。

　東都の頂上付近で魔力爆発が巻き起こり、王城を囲っていた水の結界が消し飛ぶ。

　湖に匹敵する膨大な水量は雨となって街に降り注ぎ、同時に狂ったように暴れ回っていた亡者たちが糸の切れた人形のごとく一斉に倒れこんだ。

「これって……もしかして……」

　世界を狂わしていた魔力、その気配がない。

　それはすなわち、司令塔たる魔人本体が消滅したということで───。

「……ごめんフラン、エレ！　ここの後始末任せた！」

「あ、ちょっとクー様!?　どちらへ行かれるのでございますか～!?」

　居ても立っても居られなくなり、クーはなけなしの霊力をかき集めて反発足甲エアレイドを起動。勢い良く空を駆けると、一直線に廃はい墟きよと化した王城を目指す。





　　　　◆　◆　◆






　───水滴が顔を打つ。

　陽ひだまりに浸っているかのような温かさが全身を包み込み、感覚のなくなった肉体を少しずつ癒いやしていく。

「クロト……クロトぉ……」

「イ……リ、ア……泣く、なよ……」

　目覚めて最初に目に入ってきたのは、瞳ひとみいっぱいに涙を湛たたえたイリア。

　その涙を拭ぬぐいたくて彼女の頬ほおに手を伸ばすと、全身に突き刺すような激痛が奔はしる。

（そう、か……俺、至近距離から爆発を喰くらって……）

　辺りは一面血の海。

　崩壊した魔力装甲は無数の刃やいばとなって爆散、限界間近の障壁では受け止めきれずに全身の肉を抉えぐった。見ればカイムも少し離れたところで血だまりに沈んでいる。辛うじて生きているようだが───重傷だ。

（……リーゼ、は……？）

　爆発の中心にいた少女を探す黒くろ斗との目に映ったのは、滞留する瘴気に苦しむリーゼの姿。禍まが々まがしい汚濁は少しずつ彼女を浸しん蝕しよくし、その存在を再び変質させていく。

「く、そ……ダメ、なのかよ……っ」

　魔人リーゼロッテを形作っていた魔力装甲は確かに破壊した。

　だけど魔弾によって浸蝕された存在が新たな魔力の供給源となり、収束した魔力は再び魔人を造り上げる。

　無限ループ。終わりのない永久機関。

（どうすれば、いい？　どうすればリーゼを救える？）

　フェルの意識はまだ消えたままだ。神の力は当てにできない。

　リーゼと魔人を構成する魔力、その繋つながりを断ち切らなければ───。

「……ああ、そうか。そういうことか」

　ようやく分かった。彼女を救い出す方法が。

　これから何をすればいいのかも、全すべて。

「クロト……？」

「イリア……俺は、いいから……カイムを……相当、やばそうだ」

「そんなのどうでもいい！　まだ起き上がっちゃダメ、本当に死んじゃうよ!?」

　目を腫はらし、悲痛な声で叫ぶイリア。

　黒斗はそんな彼女の頭を優しく撫なでると、血を吐きだしそうになるのを堪こらえながら立ち上がる。

「大丈夫、お前を置いていなくなったりしないよ。だから……待っててくれ。すぐに戻ってくるから」

　それだけ告げて、黒斗は瘴気の嵐あらしに向かって歩き出す。

　一歩歩くたびに身体からだの何ど処こかが壊れていく。

　それでも止まらない。止まるわけにはいかない。

　どれだけ壊れていようと知ったことか。動けるのなら、生きているのなら───前に進み続けろ。

「……よぉ、リーゼ。助けに来たぜ」

　渦巻く混こん沌とんの前に立ち、喘あえぎ苦しむリーゼに声をかける。

　こちらを見やる彼女の瞳ひとみは弱々しく、今にも折れてしまいそうに衰弱しきっていた。

「なに、を……しに……来たの、ですか……」

「今言ったろ。助けに来たんだよ」

「助、け……？　止とどめを刺しに、の……間違い、でしょう……？」

　この期に及んでもまだリーゼの声は冷たく、拒絶で彩られている。黒斗はそれを無視してさらに一歩踏み出す。

「殺すのなら……早く、してください……。もう自分じゃ……抑えられ、ない……また、おかしくなったら……今度こそ、この街は……」

　───滅び去る。続く言葉は嫌でも分かってしまった。

「……そうだな。お前の言う通りだ」

　黒くろ斗とがそう告げると、リーゼの肩が微かすかに震える。

「さすがにもう一度魔人と戦う力は残ってない。次は大した抵抗も出来ずに殺されるだろうよ。街もただでは済まないな」

「なら、早く……」

「でも、俺はそんなことしたくない。してたまるか」

　今ここでリーゼを殺す……それはきっと限りなく最良に近い選択肢。

　彼女がもう一度魔人化すれば被害はさらに増える。少なくとも満まん身しん創そう痍いの黒斗とカイムは確実に殺されるだろう。だけど、そんな選択に何の意味があると言うのか。

　いつだってそうだ。

　一人の命と引き換えに多くの命が救われるのならば、それは尊い犠ぎ牲せいだとか必要な被害だとか、そんな飾りつけたような美麗文句で正当化されてしまう。

　そんなものは認めない。認めてたまるか。

　世界が彼女の死を是とするならば、柊ひいらぎ黒斗だけはそれを否定する。

　たとえ何を敵に回そうとも自分一人だけは彼女の味方でいる、彼女のために全すべてを懸ける───そのために、ここに来た。

「俺はお前を救い出す。そのためなら何だってしてやる！　捨てるためじゃない。この力は、何もかも全部選ぶために磨いてきたんだ！」

「どうして……そんなに、私を……」

「お前のことが気になって仕方ないから」

　その言葉に、リーゼは呆あつ気けにとられたように目を見開く。

「この前のデートが楽しかったからもう一度してみたい。お前の笑顔がもっと見たい……男が命を懸ける理由なんて、その程度で充分だろ」

「……貴方あなたは、本気で……そんなことの、ために……？」

「文句あるか？　だいたい色々誘惑してきたのはお前のほうだろ。あれだけやってこっちには何もさせないとか生殺しもいいところだ。ちゃんと責任とってもらうぞ」

　痛みと疲労でもう自分が何を言っているのかも分からない。それでも、彼女を助けたい───その想おもいを真正面からぶつける。

　長い沈黙、そして小さな笑みが漏れだした。

「……ぷっ。あはっ、あははははははは！　なるほど、責任ですか。それは確かに取らないといけませんね。くふふっ」

　やがて顔を上げたリーゼは、何ど処こか愉快そうな微笑ほほえみを浮かべていた。

「……そんなに笑うことないだろ」

「ごめんなさい。あんまりにも真剣な顔だったもので……くふふっ。ああもう。そんなことを言われたら、死ぬわけにいかなくなっちゃうじゃないですか」

　渾こん身しんの言葉を笑い飛ばされて若干むくれ顔の黒くろ斗とを余よ所そに、リーゼは笑い続け───不意に表情を切り替える。

「それでクロトさん、私はどうすれば生きられるんですか？」

「……我慢するのをやめろ」

　リーゼの問いに、黒斗は端的に答えを告げる。

「自分でも分かってんだろ。魔人としての破壊衝動も、何もかも滅め茶ちや苦く茶ちやにしてやりたいっていう想おもいも全部お前の一部なんだよ。抑えつける必要なんてない」

　欠片かけらを活性化させ、彼女を魔人たらしめた負の感情。

　直接のきっかけは領主の一言だった。だけど、存在を変質させるほど強い感情は一日二日で形作られるものではない。何年も何年も降り積もった恨み、絶望、悲しみ───それをどうにかしなければ、彼女の魂は欠片に捕らわれたまま。

　だから───。

「堪たまってるもん全部吐きだせ。俺が受け止めてやる」

「──────」

　リーゼから表情が消える。

　そして次の瞬間、瘴しよう気きが濁流となって爆散した。

　膨れ上がった瘴気はリーゼを中心に渦巻き、暴風と化して辺り一帯に狂乱の呪じゆ詛そを振ふり撒まいていく。

　それは剥むき出だしの感情。積もり重なった憎悪の顕けん現げん。

　彼女と欠片を繋つなぎ止める負の楔くさび。

「……行くか」

　一歩近づくたびに彼女の想いが雪な崩だれ込こんでくる。

　脳裏に浮かぶのは過去の記憶。彼女の心に打ちつけられた罪科の情景。

　───殺すつもりなんてなかった。

　ある日突然宿った「精神操作」の力。制御できず周りの人間の感情、記憶、思念を無差別に読み取ってしまう異能に、幼いリーゼは為なす術すべもなく押おし潰つぶされた。

　少しずつ磨すり減っていく心。自分が自分でなくなる感覚───それら全すべてが彼女を追い詰め、一人で背負いきれなくなったリーゼは母である領りよう妃ひに相談することを決意する。

　聡そう明めいな彼女は自分の身に何が起こったのか理解していた。理解してなお「それでも母だったら助けてくれる」と心の底から信じていた。

　信じて、信じて───裏切られた。

　読み取った思考が示していたのはその他全てを守る道。領家に連なる者としての責務。

　───違うよお母様、私は。

　───それでも生きていいって、言ってほしかったんだよ。

　気付けば、リーゼは母に力を使っていた。

　精神改変───自らが望む現実に書き換えるための干渉。だけど幼いリーゼにそんな高度な制御ができるはずもなく思考はずたずたに引き裂かれ───。

　精神崩壊を起こした領りよう妃ひは駆けつけた衛兵の前で、足を踏み外して落ちていった。

　かくして真相は闇やみに葬ほうむられ、咎とが人びとは罪を逃れる。

　悲痛な過去は繰り返される日常に埋没し、時の流れは無情なまでに傷口を癒いやしていく。始まったのは誰にも真実を話せない、一人ぼっちの孤独な人生。

　そうして一年が経たった頃。

　何ど処こまでも静かに、誰にも気付かれることなく、リーゼの心は壊れた。

「……一人で背負い過ぎなんだよ、お前」

　逃れられない死の恐怖と、逃れてしまった罰。

　壊れた心に残ったのはかつて抱いた想おもいの残ざん滓しと、たった一つの怨えん嗟さだけ。




　───こんな冷たくて虚むなしいだけの世界、全部全部消えて無くなれ。




　怒りが沸き上がってくる。

　どうして彼女がこんな目に遭わなくてはならない。どうしてもっと早く彼女と出会えなかった───そんなどうしようもない怒り。

「ああ、そうだな。この世界は本当に残酷だ。救いなんて何処にもない」

　だから束ねる。

　この身を焼き焦がす怒りを全部力に変えて、左腕へ。

「だけど俺たちにはここしかない。どれだけ辛つらくても苦しくても、ここで生きていくしかないんだよ。だから支え合う。だから誰かと触れあう。それでもまだこの世界が冷たくて虚しいって言うなら───」

　暗き深しん淵えんを纏まとう。

　一点に収束された重力は吹き荒れる瘴しよう気きを押おし退のけ、万物を喰くらい尽くす闇色の極光となって解き放たれる！

「何もかも全部ぶっ壊して、お前の世界を変えてやるよおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッッ！」

　圧倒的な質量の一撃は渦巻く瘴気を欠片かけらも残さず消滅。辺り一帯に沁しみついた魔力の残滓さえも飲み込み、爆散していく。

「……先に謝っとく、ごめんな」

　黒くろ斗とは倒れこんできたリーゼを抱きかかえ、静かに唇を重ねた。

「ん……ぁ……」

　粘ねん膜まく接触を通じて流れ込んでくる破壊の汚濁。彼女の魂を侵すそれを自らのうちに溶け込ませ、残滓すら残さず消し飛ばす。

　消えていく力と意思。

　それが東都を震しん撼かんさせた魔人リーゼロッテの最期だった。





［エピローグ］







　狂乱と悲鳴に彩られた東都アガスティア。

　住民も観光客も我先に列車や飛行艇、外門に押し寄せて街から避難していく中、異形の霊獣に率いられた荷車が道なき道を駆けていく。

「───ああ、当初の目的は果たした。これからそっちに向かうところだよ」

　風のような速度で駆ける霊獣の背に乗り、白髪の少年───精霊シトリーは遠話匣アネモスから聞こえてくる声に言葉を返す。その肩には彼の魂を分け与えた霊鳥───疑似霊フアミリアが止まっている。

「うん、そうだね。君の言う通り、あの特異点を魔人化させるのは簡単だったよ。少し心を揺さぶっただけで簡単に絶望してくれた。まあ、魔人のほうは結局討滅されちゃったんだけど……ちょっとちょっと、そんなに怒らないでくれるかな」

　返ってくるのは怒りに満ちた叫び声。

　シトリーは遠話匣を耳から離すと、相手が落ち着くのを待ってから再び通話に応じる。

「いいじゃないか、《オファニム》の破壊っていう目的は果たしたんだ。それに……代わりといってはなんだけど、面白い人間を見つけたんだ。今度また改めて報告するよ。そっちも魔獣化した幼竜ミーミルの捕獲、頑張ってね」

　半ば強引に会話を切り上げ、シトリーは廃はい墟きよと化した王城跡地を見やる。

「……魔人の力を取り込める存在か。君がいったいこの世界に何をもたらすのか……本当に楽しみだ。また機会があれば会いに行くよ、クロト」

　口元にわずかな笑みを浮かべて、精霊シトリーは風に紛まぎれて消えた。





　　　　◆　◆　◆






「全治一ヶ月ですね」

　冷たい宣告は工房アトリエクラリスの角部屋に反響し、消えていく。

「……え？　そんなに？　マジで？」

「大マジです。ダメージが溜たまりすぎて傷を塞ふさいだくらいじゃどうにもなりません。これを機にしっかり治しちゃいましょう」

　言い含めるようにペシペシと額を叩たたいてくるフェルに、ベッドから動けない黒くろ斗とは深く深く溜ため息いきをついた。




　───あの激闘から二日が経たっていた。

　例のごとく戦いが終わると同時に気を失った黒斗だが、駆けつけたクーにリーゼ共々工房に担ぎ込まれ、イリアの献身的な治療もあって目を覚ましたのがつい先ほどのこと。

　戦いの余波で街中には魔力の残ざん滓しが渦巻き、その影響もあって魔獣でも特異点の気配は察知不可能。天霊兵装レガリア《オファニム》も破壊されたことから、一行は傷が癒いえるまでこの街に滞在することになった。

「……皮肉なもんだな。未み曽ぞ有うの災厄に見舞われたこの街が、一時的とはいえ俺たちにとって安住の地ってわけだ」

「人口もすっかり減ってしまいましたからね。あんな事件があっては仕方ないと思いますけど。そういえばアヴィオールでも似たようなことになりましたよね？」

「言うな……自分がとてつもない疫病神に思えてくるから……」

　自分の決断に後悔はない。それでも、一気に廃れていく大都市（しかも二度目）を目の当たりにすると流石さすがにへこむ。

「……イリアは？」

「クーさんと一緒に買出し中です。自由に街を歩ける数少ない機会ですからね。ずっと黒くろ斗と様の看病をしていたというのに元気なことです」

「買出しねえ……物資とか残ってるのか？」

「さすがにそこまで崩壊してませんよ。あ、そうそう。そのクー様から伝言です。また倒れられても困るから大人しく寝てなさい、だそうです。破ったら怖いですよ～」

「そんな気力も残ってねえって。大体、俺がアイツに逆らえる立場かよ」

「ですよねー。何から何までお世話になりっぱなしですし。……それじゃ、私は下で何か精の付くものでも作ってきます。ちゃんと寝てるんですよー」

　そう告げてふよふよと部屋を出ていくフェル。

「……アイツ、あのサイズで料理するつもりか？」

　まあ彼女の料理の腕はよく知っている。不ま味ずいということはないだろう。

　一人になって手て持もち無ぶ沙さ汰たな黒斗は静かに天井を見上げる、と───。




「ふふっ……中々愛されていますね、クロトさん」




　聞きたかった少女の声が、聞こえた。

「リーゼ……」

　いつからそこにいたのだろうか。扉を背に、晴れやかな笑みを浮かべた銀色の少女が佇たたずんでいた。

　彼女が着ていたのは以前のデートでプレゼントした黒のワンピース。左手に付けていたはずの天霊兵装《デュミナス》は外され、代わりに赤いリボンが巻かれている。

「久しぶりですね、クロトさん。お身体からだのほうは大丈夫ですか？」

「まあ、何とかな。そっちはどうなんだ？　一日中起きなかったって聞いたけど」

「単に疲れていただけですよ。この通り、もうすっかり元気です」

　そう言ってベッドの端に腰かけるリーゼ。

　何となく気恥ずかしい雰囲気だった。話したいことはいっぱいあるはずなのに、なぜか言葉が出てこない。

「あ、えっと……今はカイムと一緒に上層の宿で暮らしてるんだっけか」

「王城はあの通り壊れてしまいましたからね。今は宿の一室が臨時の政務室兼、復興本部になってます。そうだ、よろしければクロトさんもこちらに来ませんか？」

「俺が、そっちの宿に？」

「はい。部屋は充分余っていますし……私と一緒に寝てもいいですよ？」

　悪戯いたずらっぽい微笑ほほえみが向けられ、黒くろ斗との心臓がどくんと跳ねる。

　ああ───やっぱりいい。彼女はこうでないと。

「……クロトさん、どうして笑ってるんですか？」

「いや、なんつーか……嬉うれしくてさ」

　またこの笑顔が見れた。それだけで自分の努力が報われたような気がした。

　だけど当のリーゼは何だか不満そうで。

「むぅ───えいっ♪」

「おわっ!?」

　小さな掛け声と共に覆いかぶさってくるリーゼ。

　まだ本調子ではない黒斗は咄とつ嗟さに受け止めることもできず、柔らかい肢体が全身に押し付けられる。そして耳元に唇が寄せられ───。

「ね、クロトさん……キス、してもいいですか？」

　蕩とろけるような甘い声に、背筋がぞくぞくと震える。

　突然の誘惑に狼ろう狽ばいしながらも、黒斗は何とか平静を装って問い返す。

「キ、キスって、いきなり、どうした？」

「だってクロトさん。私にキスしましたよね？　責任取ってくださいな」

「いや、あれは魔人の力を奪うために仕方なく……っ」

「仕方なくで乙女の唇を奪ったんですか？　酷ひどい人」

　つぅ……とリーゼの指先が黒斗の頬ほおから首筋を伝い、胸板の上をくるくるとなぞる。

「あんな勢いだけのファーストキスなんて嫌です。もっとちゃんと───いえ、これは言い訳ですね」

　そう言うと、リーゼは艶なまめかしく黒斗の首の後ろに手を回し───。

「貴方あなたと……したいんです」

　思わずくらくらしてきそうな愛らしい表情で、唇を重ねてきた。

　一瞬触れ合うだけの稚ち拙せつなキス。

　柔らかい感触はすぐに離れ、至近距離からリーゼと目が合う。

「……クロトさん。色々とありがとうございました」

　不意に、リーゼが真剣な表情で呟つぶやいた。

「貴方あなたが最後まで手を伸ばし続けてくれたから、どんなに困難でも諦あきらめないでくれたから、私は今ここにいられる……本当に、感謝してもしきれません」

「……もう、大丈夫なのか？」

「他人を信じられないというのは変わりませんよ。でも……あんなに必死になって私を助けようとしてくれた貴方くらいは、信じてもいいかなと」

「素直じゃないな」

「はい♪　貴方が好きな、ちょっぴりひねくれた私ですから」

　可愛かわいらしい笑みを浮かべるリーゼと視し線せんが絡み合う。

　微かすかに赤く上気した頬ほお、濡ぬれたような唇、照れたような表情───その全すべてが強烈に本能を刺激して止やまない。

「……ん」

　気付けば、二人の唇は再び重なり合っていた。

　今度はぴったりと唇を擦こすり合わせる濃厚なキス。優しく唇を食はんでくるリーゼの感触と甘い匂においに、頭がぼーっとしてくる。

「……ぁむ……ちゅ……はぁ……」

　空っぽの頭に彼女への想おもいが流れ込み、脳髄が甘く蕩とろける。

　いつまでもこうしていたい───そう思ってしまうほど心地よい雰囲気の中、一瞬だけ黒くろ斗との脳裏にイリアの顔が浮かび上がる。だが───。

「……だめ。他の娘このことなんて考えないで」

　にゅるりと舌が入り込み、一気に思考が溶ける。

　リーゼの舌は歯の一本一本まで丁寧にねぶってから黒斗の舌に絡みつき、口内全てを丹念に舐なめ取ったところでようやく離れていく。

「───っはぁ……リ、リーゼ……」

「キスの最中に他の女のことを思い浮かべるなんて……お仕置きが必要みたいですね」

　ぞくぞくするような艶なまめかしい声と嗜し虐ぎやく的な微笑ほほえみ。

　ちろりと唇の端を舐め、馬乗りになったリーゼはゆっくりと身体からだを下ろすともう一度唇を重ねてくる。

　最初から舌を使った蕩けるようなキス。だが今度はそれだけじゃない。

　口の中に流し込まれるのは、とろとろとした唾だ液えき。身動きの取れない黒斗は甘いとさえ感じてしまうそれを喉のどを鳴らして飲み干していく。

「ちゅ、んぅ……。くふっ……美お味いしかったですか、クロトさん？」

　たっぷり三分口内を蹂じゆう躙りんされて、ようやく解放される。

　内臓までもが彼女一色に塗ぬり潰つぶされていくような感覚。あまりに淫いん靡びな行為に黒斗は喋しやべることもできない。

「目も鼻も口も耳も全て私色に染め直してあげます。貴方が誰のものなのか、その身体にたっぷりと教えてあげますからね……♪」

　妖あやしく舌舐なめずりするリーゼに、黒くろ斗との背筋がぞくりと震える。

　そしてもう一度彼女が唇を寄せようとした瞬間───。

「あーっっ！　クロト、何してるの!!」

「ちゃんと休んでるか確認しようと思ったら……随分とお熱いことで」

　いつの間に帰ってきたのだろうか。部屋の入り口には食材を持ったイリアとクーレルカの姿があった。二人とも露骨に不機嫌そうな表情を浮かべている。

「リーゼ！　クロトから離れて！」

「お断りします♪　私はクロトさんを誘惑した責任を取らなくてはいけないので」

「そんなのだめっ！　それに、キスなら私だってしたもん！」

「……へえ。それは面白いことを聞きました。クロトさん、どういうことですか？」

「クロト！　なんでリーゼとキスしてたの！」

　動けない黒斗に詰め寄るイリアとリーゼ。だが黒斗はひたすら狼ろう狽ばいするばかり。

「ちょ、ちょっと待て二人とも！　これには色々と複雑な事情が───待てクー！　頼むから今はここにいてくれ！」

「嫌よ。痴ち話わ喧げん嘩かなら勝手にやってなさい。自業自得でしょ」

　ひらひらと手を振って部屋を出ていくクーレルカ。

　残された黒斗はイリアとリーゼの責めるような視し線せんに見み据すえられ───。

「か、勘弁してくれ……」












　それだけしか言えなかった。







　───世界は回り続ける。

　日常も非日常も幸福も不幸も全すべて飲み込み、どこまでもどこまでも。

　改定者、神霊、特異点。

　この冷たくて残酷な世界で生き抜くために。一人では届かない幸せを掴つかむために。

　───彼らは手を取り合って、生き続ける。





あとがき







　初めましての方は初めまして、前巻を読んでくださった方は（おそらく）お久しぶりになるのでしょうか。ラノベ作家の端くれ、上じよう智ち一かず麻まです。

　一巻から間が空いてしまい、申し訳ありませんでした。ちょっと生活サイクルが変わりまして……言い訳ですね、はい。

　本作「再び始まる反救世譚エスカトラ」は救世主として召しよう喚かんされる（はずだった）主人公が、少女を救うために戦う異世界×バトルファンタジーです。

　ゲームジャンル的に表記すると「少女救済ＲＰＧ」みたいな感じになるんですかね。ＲＰＧの辺りはちょっと違和感ありますけど（他に良い表現が思いつきませんでした）。

　さて、毎度毎度何を書こうか数日単位で悩むあとがきですが、いつも通り適度なネタバレを挟みつつ本作のコンセプトあたりでも語っていこうかな～と思います。

　とりあえず、新キャラの紹介＆解説でも。

　一人目、本作のヒロインであるＳっ気満載のお姫様、リーゼロッテ＝アガスティア。

　彼女の心を救い出すことが、今作最大の目的になっています。

　いや～……リーゼは書いてて楽しかったです。特に後半のデート。ちょっぴりＳの入った誘惑とか最高ですよね！　あ、痛いのはＮＧで。

　……と、そんな作者（＝僕）の欲望を詰め込んだリーゼですが、心の中には結構な闇やみを抱えています。

　外面の「白」と内面の「黒」、それがリーゼというキャラクターを造る上でのコンセプトです。心の闇に沈んだ彼女を、主人公・柊ひいらぎ黒くろ斗とはどのように救い出すのか。ぜひ本編で確かめてください。

　続いて二人目、リーゼの兄であるカイム＝トラヴィス＝アガスティア。

　彼のコンセプトはずばり、「柊黒斗の理想の姿」です。

　救世主になるはずだった黒斗。覚悟したとはいえ、やはり「皆に認められる存在」というものには未練があります。元いた世界で受け入れられなかった分、その想おもいは人一倍強いはずです。そんな黒斗がもし本当に救世主になっていたら……カイムはその「理想像」として描きました。

　そして最後の三人目、クーの親友であるロリ巨乳・フランシスカ＝エルフリーデ。

　本筋にはあまり絡んでこないですが、ぶっちゃけると作者的にはリーゼと同じくらい気に入っています。黒斗とクーが恋人同士だと疑ったフランが、二人を別れさせるべく小さな身体からだに似合わない「武器」を使って迫ってくる……そんなシーンも過去にはあったり。削り段階で泣く泣く削除しましたが、正直かなり際どい感じになってました。

　ちなみに戦闘シーンは明確に描かれていない彼女ですが、実は制圧戦闘ならばカイムに匹敵するほどの実力者です。多数の自作精霊機甲とエレーネのサポートを利用した精霊術……ゆえに近距離戦闘のクーと組んだ場合、無類の強さを発揮します。




　謝辞です。本作を世に送り出すに当たって、多くの方のお世話になりました。

　イラストのｎａｕｒｉｂｏｎ様。

　拙い文から最高のイラストを描いていただきました。ありがとうございます。

　特にリーゼのイラストは一日一回見るくらい気に入っています。クーの照れた顔も最高に可愛かわいく仕上げていただきました。

　担当編集のＴ様。改稿の際には貴重なアドバイスをいただきました。本当にありがとうございます。

　編集長、装丁様、校正様、営業様、その他この本に関かかわった全すべての方に感謝を。

　そして、この本を手に取ってくださった読者の皆様。本当にありがとうございます。こうして作家として活動できるのも、ひとえに皆様のおかげです。

　それでは、またの機会に。
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